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プロローグ








「もうっ、史ふみ也やさんってば……ケダモノすぎますっ！」

　加か原はら明あ日す菜なは、背後から自分を抱きしめる黒くろ岩いわ史也に訴えた。

　柔らかいブラウンに染めたセミロングの髪は、まだ濡れたまま。頬は朱に染まり、潤んだ焦げ茶色の瞳は、戸惑いの色に染まっている。

　結婚式を終えてやってきた、新婚旅行先のリゾートホテル。広々とした部屋のベランダからは、オレンジ色に染まった海へ沈みゆく太陽が見えた。

　夕暮れ時。シャワーを浴びてから街を散策して夕ご飯を食べようと企画した二人だが、予定通りにはいかなかった。史也に続いてシャワーを浴びた明日菜を洗面所で待っていたのは、熱い抱擁だったからだ。

　シャツに黒のスラックス姿の史也は、全裸にタオルだけを羽織った明日菜を見るや否や、抱きついてきたのだ。

　──駄目ですよ、史也さん！

　──だって、明日菜が可愛すぎるから……。

　かくして明日菜は、全裸のまま史也に羽交いじめにされた。

　史也は、すらりとした長身と切れ長の瞳に銀縁の眼鏡が印象的な青年だ。

　クールな眼差しを持つ彼の逞たくましい腕に閉じ込められれば、明日菜はもう、抵抗することなどできない。

（それにしても〝鬼上司〟だなんて呼ばれている史也さんが、プライベートではこんなにデレデレになるだなんて……）

　職場恋愛を経て結婚した二人は、上司と部下というかつての関係性からは想像できないくらいに、甘い甘い夫婦になっていた。

（ああっ、でも、これはさすがに恥ずかしすぎるっ！）

　洗面所の鏡に映った、艶めかしい裸体。愛撫に悶える自らの姿が、明日菜を煽っている。

「もう……、史也さんったら……」

「だって、君を見たら、可愛すぎて、我慢できなくなった」

　史也は、明日菜の首筋にキスをしながら答える。知性を感じさせる銀縁の眼鏡、すらっと通った鼻が顔のすぐ近くに来るものだから、明日菜としてはたまらない。

「でも……、ここではいけません！　少し落ち着いてください、ねっ!?」

　そうは言ったものの、実際のところ、高鳴る鼓動でどうにかなりそうなのは明日菜である。

　洗面所の明るい照明の下で見る彼の取り乱した姿と全裸の自分自身は、刺激的すぎた。

　それでも、なんとか理性を保っていられたのは、ここが自宅ではないからだ。ハネムーンで羽目を外すのは、新婚夫婦にはよくあることだろう。

　しかし、史也の愛撫は終わらず、逆にどんどんエスカレートしていく。

「ごめん……、少しだけ、ね？」

　史也はそう言うと、今度は耳たぶを優しく噛んできた。

「ふぁ……ん、そこ、弱いんですぅ……！」

　身悶えて、彼を遠ざけようと手を伸ばせば、抑えていた瑞々しい乳房がたわんだ。

　史也はすかさず、右手で明日菜の胸を支えるように包む。

「知ってる。ねぇ明日菜、胸の先はもう、こんなにぷっくり、立ち上がっているよ？」

　指先で円を描くように桃色の乳輪を撫でながら、史也は指摘した。

「あぁん、言わないでぇ……あっ！」

　乳首に走る、甘い刺激。

　史也は明日菜の胸を揉みしだき、先端の蕾を摘み上げたのだ。

「ああっ……、だめぇ……！　感じちゃいますっ……！」

「感じる？　気持ちっていいことかな？　明日菜」

「……は、はい」

　恥ずかしさで消え入りそうな声。それを史也は聞き逃さなかった。

「もっと感じてごらん。僕の可愛い妻を、たっぷり可愛がってあげたいんだ」

「あぁん！　だから、ここじゃ駄目ぇっ！」

　甘い声を漏らす明日菜だが、彼の愛撫は止まらない。

　膨らみの先端を、指で摘んだり、弾いたりし始めた。

　そして空いていた左手を、するすると腰から下半身へ滑らせていく。

　左手が股座へ到達すると、明日菜の脚を開かせ、その奥へと手を伸ばした。

「こっちも……もうこんなになってる……」

　手のひらで茂みを揉み込まれると、肉丘はすでに、むわっと湯気が立つほどに熱い。

「あ……、そこは……！」

　秘裂を割り人差し指で花芯に触れられれば、自然と身体が跳ねた。

　そのまま秘裂に沿って動いた彼の指先は、すぐに愛蜜にまみれる。

「もうこんなに濡れてる……。ほら、聞こえるかい？」

　クチュリという水音がした。それはたしかに、自分の股座から聞こえてきたものだ。

「い、いゃぁ……」

　恥ずかしさに、手で顔を覆う明日菜。だが、彼は容赦しない。そのまま指を中へと侵入させたのだ。

「あぁっ！　……もう私、立っていられませんっ」

　膝から崩れ落ちそうになった明日菜を、史也が抱きとめた。そのままもう一度、鏡の前に立たせ、二人の姿がしっかり映るように姿勢を正す。

「あぁ……ん、こんなところで……!!」

　ふるふると小さく震えながら、明日菜は姿勢を崩すことも許されず、鏡を見た。

　鏡には蕩けきった表情の自分が映っている。潤んだ目、上気した頬、だらしなく開いた口元──。

（こんな顔を、史也さんに見られているだなんて……！）

　背後から抱きしめる史也はまだ涼しげな表情だ。羽織ったシャツから、鍛えられた筋肉がちらりと覗いている。

　乱されている自分と余裕のある史也というコントラストに、明日菜はますます興奮してしまう。

「ベッドまで我慢できないのだろう？　ほら、もっとしっかり、脚を開いて立ってね」

　史也の言葉に、明日菜はおずおずと脚を開く。鏡の前に晒した秘裂は、すでにしっとりと濡れそぼっていた。

「史也さんっ、見ちゃ、いやぁ……！」

　明日菜はいまや、立っているのがやっとの状態だ。

「いいや、君の姿は、しっかりと目に焼きつけておくよ……」

　史也は鏡越しに明日菜を見つめ、優しい手つきで秘裂に触れた。そして敏感な突起を、潤んだ秘裂を、リズミカルに指先で擦る。

　明るい場所で愛する夫に見られながら全裸で乱れる姿は、明日菜からますます劣情を引き出した。

「ふぁ……んっ！　だ、駄目駄目っ、史也さん、それなら眼鏡は外してくださいっ！」

　せめてもの反抗として、明日菜は史也の眼鏡をそっと取った。

　強烈な刺激に腰を引いたら、スラックス越しに史也の剛直を感じた。すでに彼のものも、熱く、固くなっている。

（史也さんも、興奮しているんだ）

　同じ気持ちであることを嬉しく思うものの、兎にも角にも今は逃れようとしたが、後ろには史也がいるため、逃げることはできない。

「……ごめんよ。そうだね、これでいいかい？」

　おとなしく明日菜に眼鏡を奪われた史也は、いつもより低い声で尋ねる。

　誠実そうな目が、欲望剥き出しの獣の色を帯びていた。

「は、はい……！」

　明日菜は小さく首肯した。眼鏡を畳み、そのまま手に持つ。

「眼鏡は落とさないよう、気をつけて」

　鏡の中の明日菜に微笑みかけると、史也は花芽を指で突く。

　先ほどより少し強く、トントンとリズミカルに叩くような刺激を与えられる。

「いやぁっ！　下は、もう、ゆるしてぇ……！」

「刺激が強すぎる？　じゃあ、こっちももう少し、弄ってあげよう」

　史也はそう言いながら、今度は胸の頂を摘んだ。

「あんっ、くぅ……そっちも駄目っ……！」

「どうして？　ほら、こんなに固くなってるよ？」

　胸の突起をコリコリと指で扱きながら、史也は尋ねた。

「だって……、両方されたら、おかしくなっちゃうからっ……」

　鏡の中で喘ぐ明日菜と目を合わせたまま、史也は指先で彼女の敏感な部分を弄り続ける。

　眼鏡を外してもなお、強い目力は明日菜を蕩けさせるのに十分だった。

「おかしくなっても、いいんだよ？　……ただ、僕の眼鏡は大切に、手に持っていてね」

　いつもは優しい史也だが、今日は少し違う。

（眼鏡を持っていろだなんて……それじゃあ私、逃げられないじゃない！）

　かつて〝鬼上司〟だった史也も今では、すっかり新妻の明日菜を甘やかす愛しい人になっていた。

　けれど、身体を合わせるときだけは、妙に意地が悪い。

　史也は鏡越しに明日菜を見つめながら、ふたたび割れ目に指を這わせた。

　彼の指先は的確に、明日菜の急所をとらえている。

「明日菜……自分で腰を振って、気持ちいいところを僕の手に当ててごらん？」

　熱い吐息とともに、明日菜を試すような言葉が囁かれた。

「そんな恥ずかしいことっ……できません……あっ、んんっ！」

　無理だと首を振るものの、身体は正直だ。

　快楽を求めて、自然と腰が前後に揺れる。

　グチャ、ヌチャ、という湿った水音が響き、溢れた蜜が史也の手を濡らす。

　充血した花芯が彼の手に擦れれば、より快感を得やすくなっていく。

（ああ、なんて淫らな……でも、これが嬉しいなんて思ったら……変、かしら）

　唇の端から、自然と甘い吐息が漏れる。

「君の蕾つぼみは可愛いね。上も下も、ぷっくり膨らんで固くなってる」

　史也の左手は秘所に押し当てられたまま、空いた右手で胸への愛撫を続けられる。

「あっ……ぁあっ、やっ、それっ……反則ですぅ！」

　大きな手のひらでやわやわと胸を揉まれ、乳輪を指で撫でられ、不意打ちで先端をキュッと摘まれるたび、甘い痺れが走った。

（気持ちいい……けれど、やっぱりもっと、強い刺激が欲しい）

　自ら腰を動かし、史也の手に秘所を擦りつけて得る快感は、身体を昂ぶらせるものの、絶頂を迎えるのには足りない、もどかしいものだった。

「今の明日菜の顔、すっごくいやらしくて綺麗だよ」

　史也に囁かれ、ハッとして顔を上げると、鏡の中の自分と目があった。

（あ、私、こんなに乱れてる）

　淫らに腰を揺らしながら、とろんとした目をしている。快楽に蕩けた雌の表情だ。

　その後ろには着衣のまま微笑む史也の姿。着衣の男と全裸の女という非対称性の卑猥さは、より二人を興奮させる。

「明日菜、このままここでイきたい？　それとも……」

　答え方に迷って、明日菜は黙り込む。

　本音を口にすることは、あまりにも淫らで憚られた。

「それは、その……」

　思いあまって、明日菜は口をつぐんだ。

　業を煮やした史也は、さらに追い打ちをかけてくる。

「それとも、他の場所で、この先を望んでる……？」

　史也の声には余裕があった。この状況を、楽しんでいるのだ。

　一方の明日菜はたじたじだ。史也の腕を掴み、少し逡巡した後、自らの思いを口に出す。

「はい、寝室で続きをしたいです。史也さん、その……挿いれてください」

　消え入りそうな明日菜の答えを聞いた途端、史也はフッと笑った。

　その表情に、全身が悦楽への期待で疼く。

　明日菜は眼鏡を優しく手に持ったまま、もう片方の手で史也と手をつなぎ、寝室へ向かうのだった──。
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「はーい、では次は十三番！　はい、そこの最前列の方、ビンゴですね～！　前へ出て来年の抱負を一言どうぞ」

　大手システム開発会社・トドロキテックの営業部で働く明日菜は、取引先を交えたクリスマスパーティーで声を張り上げる。今夜は入社三年目の明日菜の大舞台である。

　ハーフアップにまとめた頭には、雑貨店で買ったサンタクロースの帽子。中肉中背の身体に真っ赤なワンピースのコスプレ衣装を着て、手には進行表と大きなマイク。

　瞳を見開き、口を大きく開けて、会場全体に響くようハキハキと喋っている。たとえパーティーゲームであっても手を抜かない、それが明日菜の信条だ。

　ビンゴで前に出てきたのは、残念ながら取引先ではなく自社の社員だった。

　取引先へのアピールとして景品を用意していた明日菜は一瞬だけ肩を落としたものの、すぐに胸を張って彼の方を見た。

「はい、そうですね～。来年の抱負かぁ。新規プロジェクトの成功……と言いたいところですが、それよりも娘のサポートかな。春にピアノの発表会を控えているんですよね」

　赤あか池いけ行ゆき成なりという中堅社員の子煩悩なコメントに、会場はドッと沸いた。

「あら、お嬢さんのご活躍、楽しみですね。きっとお父様の応援を楽しみにされていますよ」

　明日菜が企画したゲームで盛り上がりは最高潮。

（予定通り、いい感じね）

　その後もビンゴはトントン拍子に進み、目論見通りに取引先へも景品が渡って、会場全体が和やかな雰囲気に包まれた。

　一通りビンゴが終わると、歓談の時間だ。ゲームで場が温まったところで、トドロキテックの社員と取引先が、雑談を交えながら来年の仕事についても議論を深める。

（良かった。私の役割は、果たせたわね）

　明日菜は手元の進行表を確認して、視線を上げる。

　──と、そこでキラリと光る眼鏡に射貫かれた。

「加原さん、いい調子だね」

　すらりとした体躯、涼しげな切れ長の瞳に銀縁の眼鏡。白いシャツに紺色のジャケット、細身のネクタイという、上品な装いは今日も変わらない。

　──彼の名前は、黒岩史也。

　齢三十歳にして明日菜の会社の営業部長を務めるカリスマ営業マンだ。誰もが認める出世頭であるものの、社内での通り名は〝鬼上司〟。

　仕事に関しては厳しく、自身も成果を出している。泣く子も黙る、ということわざは、彼のためにあるのかというくらいに。

　だが一方で史也は、部下の面倒見も良い理想の上司だった。悩んでいる部下にはすっと手を差し伸べ、一緒に解決策を模索してくれる。

（やっぱり、かっこいいなあ）

　明日菜は史也にひそかに片思いしているが、仕事上はただの上司と部下のため、自分の気持ちを隠している。

（おっと、だめだめっ！　何を考えているのよ、私ったら）

　社内では仕事一筋で通っている明日菜は、恋愛に疎い。

　だから同僚からは〝仕事しか興味がない〟なんて言われることもある。

（黒岩部長を好きだなんて、絶対に言えない。釣り合わないし、恋人がいるかもしれないし。この気持ちは、絶対に隠さなきゃ！）

　自分の気持ちに蓋をして、無理やり笑顔を取り繕う。

「ありがとうございます。これも黒岩部長のおかげです」

「さすが加原さんだね、若手の鑑かがみだ。でも今日は無礼講だから、そんなにかしこまらなくてもいいよ」

　史也は口元をほころばせた。彼かの表情は反則だ。

（あ～っ！　もう、そんなことされたら嬉しくて死んでしまいますよ～！）

　顔に熱が集中するのが分かる。それを隠すように、マイクを握っていない方の手で自分の顔を覆った。

「加原さん、大丈夫？　疲れてるんじゃない？」

　史也に心配そうに顔を覗き込まれて、慌てて話題を逸らす。

「まだまだ疲れてませんよ！　そっ、そういえば今日は若手メンバーで会場の飾りつけもしたんですよ！　どうですかね」

　壁際に飾られたバルーンや色紙の飾りを指さして言った。

（疲れてるんじゃなくて、あなたと喋ったから顔が赤いんですっ！）

　内心ではそう叫んでいたが、もちろん声には出さない。

　史也は興味深げに明日菜の話に乗ってきた。

「そうなのか？　プロに発注したのかと思う華やかさだ。お疲れ様、すごくいいパーティーになった。取引先のメンバーも楽しんでいるようだ」

　ふたたび顔を覗き込まれ、思わず後ずさる。

「わわっ！　そ、それは良かったですっ」

「与えられた役割以上に頑張ってくれて、ありがとう」

　にこにこと微笑む彼の前で、明日菜はますます縮こまってしまう。

「く……黒岩部長にそう言っていただけて嬉しいです」

　見つめ合ったまま固まっていると、史也は口を開いた。

「うん。じゃあ、また」

　手を挙げてにこりと笑うと、史也は去っていく。

（……はー。かっこよすぎる。ドキドキした）

　史也が去った後も、胸の高鳴りはしばらく治まらない明日菜であった。
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　かくしてパーティーは無事に終わった。会場の片づけをしてサンタクロースの衣装から濃紺のスーツに着替えると、時計はもう午後九時を回っている。一応、このパーティーの幹事を務める明日菜は、会場の施錠まで済ませて会社を出ることにした。

（は～。楽しかったけれど、かなり疲れちゃったな）

　──と、そこで明日菜が見つけたのは、紺色のジャケットを着た男性の後ろ姿。背が高くすらりとした体型には、見覚えがあった。

（あれ、もしかして……黒岩部長）

　気づいた瞬間に、男性もまた明日菜の方を見た。

　──そう、明日菜を待ち構えるかのようにその場にいたのは、史也である。

「加原さん、今日はお疲れ様」

　史也は明日菜に声をかけた。

「黒岩部長！　どうしたんですか、こんなところで」

「君を待っていたんだよ。ほら、若い女性社員を一人にさせるのは良心が痛むから」

　淡々と、けれど誠実に史也は説明する。

「えっ、そんな……ありがとうございます」

「司会で出ずっぱりだったから、大変だったよね？　オードブルを食べている暇もなかっただろうし……」

　史也は明日菜を気遣った。

「あ、それなら大丈夫です。皆さんが歓談している間に、お腹いっぱい食べました」

　ガッツポーズをして、明日菜は言った。

　幹事といえど、少しばかりの会費は出している。食べなければもったいないではないか。

「そっかそっか、それは何より。司会で喋りっぱなしだったから、心配していたんだ」

「ありがとうございます。でも、食に関しては心配御無用ですよ。むしろお酒が呑み足りないです。司会の仕事があったから、今夜は一滴も呑んでないんです。呂律の回らない司会って情けないですからね」

　明日菜は頭を掻きながら一気に喋った。史也の前だと、明日菜は緊張から早口になってしまうのだ。

（はっ、まずいことを言ったかな？）

　ふと視線を上げると、史也は顎に手を当て、何やら考え込んでいる。真面目な彼のことである。酒が呑み足りないという、仕事の愚痴としては大問題の発言を聞き、考え込んでしまったのだろう。

「あ、あのっ！」

「加原さん、この後は時間ある？」

　明日菜の言葉を遮って、史也は言った。

「え？」

「僕も少し呑みたい気分なんだ。二人で呑み直さないか」

　銀縁の眼鏡が、夜の闇の中でキラリと光る。

（えっ？）

　思いもよらぬ言葉だった。明日菜は思わず口を半開きにしてしまう。

（黒岩部長が、私を誘ってくれた!?）

　心臓がドギマギして、胸から飛び出してしまいそうだ。

「ええと、それは……二人で、ですか？」

「ああ、そうだ。加原さんさえ良かったら……だけど」

　少しためらった様子で、史也は続けた。

（いやいや、黒岩部長とだなんて……良くないわけがないじゃないですか！）

　明日菜の鼓動はさらに速くなる。

「もっ、もちろんです！　ご一緒させてください！」

　勇気を出して答えると、史也は嬉しそうな顔をした。

「じゃあ、行こうか」

　明日菜は頷くと、高鳴る胸を押さえつつ史也について行くのだった。
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　こうして二人が訪れたのは、駅前のホテル高層階にあるバーだった。店内は薄暗く、ジャズが流れている。グラスを磨くバーテンダーは落ち着いていて、窓からは街の夜景が見渡せた。庶民派の明日菜が自分からは決して訪れることがないであろう、高級な雰囲気の店である。

「素敵なお店ですよね」

　ちらりと店内を見回しつつ、明日菜は呟いた。

「加原さん、来たことある？」

「いえ、ないです。ただ、ＳＮＳで見たことがあって……」

　以前に同僚が、雰囲気のいいデートスポットとして投稿していた写真を、見かけたことがある。

「そっか。ここはスコッチやバーボンなどの品揃えが売りだけど、カクテルなんかも揃ってる。ＳＮＳ映えする見た目だから女性客も多いんだよ」

　と言いながら、史也はほとんどが英語で書かれたシンプルなメニュー表を手渡した。

（こんな素敵な店に黒岩部長と二人で来られるなんて……デートみたい）

　心の中で小さくガッツポーズをする。

「さあ、どうぞ、加原さん」

「はい！」

　明日菜はカウンターの一番端の席に座り、隣に史也が座った。メニューを見るフリをしつつ横目で見ると、史也はネクタイに手を伸ばしている。

（ネクタイ緩める仕草が色っぽい……ドキドキするなあ）

　その様子に見とれていると、史也は不思議そうに尋ねた。

「……どうかした？　そんなに見つめて」

「えっ！　あああっ、なっ、なんでもないですっ」

　バタバタと両手を広げて、明日菜は否定した。

「今夜はおごるから、好きなカクテルを頼んで」

「えっ、カクテル……ですか？」

「そう。普段はあまり呑まない？　僕のお薦めはブルー・ムーンかな。ジンをスミレの花のリキュールで割ったカクテルで、甘いし綺麗だよ」

「そうなんですか。では、それをお願いします」

　明日菜が頷くと、史也は軽く手を挙げてバーテンダーに声をかける。

「僕はこの間のブランデーをロックで。こちらの女性にはブルー・ムーンを」

「かしこまりました」

　史也は手慣れた様子で注文した。この店の常連なのかもしれない。

　しばらくして、二つのグラスが出てくる。明日菜はそれを手に取った。

（不思議な色！　どんな味がするの……？）

　カクテルグラスに注がれた淡い紫色の液体は夜空のような紫色。薄くスライスされたレモンが、グラスに浮かんでいる。

「これ、レモンが真ん丸のお月様を表しているんですね。素敵です！」

「なかなか綺麗な色合いだろう？　お疲れ様、乾杯」

「か……乾杯です！」

　二人だけの乾杯をして、史也は微笑んだ。

（わーっ、憧れの黒岩部長とデートみたい！　ただ、すごく緊張してきたぞ……）

　ムードの良いバーなんて初めて訪れた明日菜は、ドギマギしている。

「では、いただくね」

　史也がグラスに口をつけたので、明日菜も慌ててカクテルを呑んだ。

「あっ、美味しい……呑みやすいです」

　スミレの甘い芳香が立ち昇り、レモンの清々しい酸味が口の中に広がる。

　柔らかなスミレと、それを引き立てる明るいレモンのハーモニーに明日菜は酔いしれた。

「良かった。なんとなく、加原さんが好きそうな気がしたんだ」

　史也は嬉しそうに言った。

（わーっ！　お薦めってそういう……！）

　仕事中はクールな表情が多いのに、史也の笑顔が眩しくて、明日菜は直視できない。

「あ……ありがとうございます」

　頬を朱に染め、グラスを手に持つ。

「加原さん、顔が赤いけど大丈夫？　アルコールは駄目だったかな？」

「だっ、大丈夫です！　こんなセンスの良いお店でカクテルをいただけて、感激しているだけです」

　空いている左手をぶんぶんと振って、明日菜は否定した。

（だって黒岩部長が素敵すぎるから……）

　上目遣いに見た史也に、職場で見せる厳しさはない。

「ありがとう。ここは僕のお気に入りの店なんだ。そういえば、今日のパーティーの企画と料理の手配も加原さんが担当したって聞いたよ。加原さんこそ、センスが良いよ」

　大きく頷きながら、史也は言った。

（えええっ？　もったいないくらいの褒め言葉！）

　明日菜の目が、驚きのあまり見開かれる。

「料理はいくつかあったケータリングのお店から、私が独断で選ばせていただきました。昔から食い意地が張っているので、私が食べたいものという基準でした。喜んでいただけたなら、大成功ですね」

　恐縮する明日菜だが、史也はさらに畳みかける。

「……実はさ、前から加原さんのこと、頑張り屋さんですごいなって思ってたんだ」

　手元のグラスを揺らしながら、史也は言った。

　史也の知的な瞳が、銀縁眼鏡の奥から明日菜を優しく見つめている。

（ええっ！）

　突然の告白に動揺する。

（それってもしかして……両思いってこと!?　って、違う違う！　黒岩部長は私の仕事ぶりを褒めてるだけだって！）

　ぶんぶんと頭を振って、明日菜は冷静になる。

「そ……そんな、私なんてまだまだです」

「いや、君は本当にすごいよ。仕事もできるし、みんなに好かれているし」

　謙遜する明日菜を前に、史也はなおも言葉を続けた。

（ええ、やっぱり黒岩部長、私をめちゃくちゃ褒めてくれているじゃない！）

　史也の褒め言葉に舞い上がりそうになる。

（でもっ、浮かれちゃダメだ！）

　自分に言い聞かせて、グラスに口をつける。

「……黒岩部長、褒めすぎです。それに私は黒岩部長の方がすごいと思います。いつも冷静で、部下の面倒見も良くて、仕事ができて」

「うーん、残念だけれど、部下のフォローは上役としては当然だ。専門外の、例えばパーティーのセッティングが得意な君にはかなわないよ」

「いやいや、私、文系学部卒だから、システム関連の専門知識には疎いでしょう？　だからせめて、ああいったおもてなしとかの仕事は頑張りたいと思ってるんです。だから喜んでいただけて、私としては嬉しいですよ！」

　早口でまくしたてるように、明日菜は説明した。そもそも大人数の飲み会のセッティングが得意なのは、学生時代にテニスサークルにいたからだ。課外活動で身に着けたスキルを褒められるとは意外だ。

「でもね、外に出るのが仕事の営業職と違って、技術職はなかなか同じ職場の人間と食事する機会がない。こういう、会社のパーティーでもなければね。だから君は、貴重な機会を作ったんだよ。君には営業の才能が備わっている。……それと、学生時代の専門はたしかに役立つこともあるが、最終的な仕事の成果にはそれほど関係ない。あまり気にするな」

　真剣な眼差しで、史也は明日菜に語りかけた。

（えええ～っ！　黒岩部長、私、嬉しすぎて死にそうなんですが！）

　史也の言葉に感激して、この会社で頑張ってきて良かったと実感する。

（黒岩部長は優しいなあ……それに、笑顔が素敵すぎる……！）

　史也があまりにも優しく微笑むので、明日菜はドキッとした。

「あ、ありがとうございます！　尊敬する黒岩部長に褒めていただけるのは、光栄の極みです！」

　照れてしどろもどろな明日菜に、史也はさらに追い打ちをかけてくる。

「そんな風に言われると、僕も照れるな」

　眼鏡のフレームを指で押さえて直しながら、彼は視線をそっと下げた。よく見ると頬が赤い。

　史也のレアな表情に、明日菜は釘づけになる。

（かっ……可愛い！　黒岩部長も、こんな表情をするんだ……！）

　間近で見る眼鏡越しの史也の瞳は誠実で静謐な輝きを宿している。引き結んだ唇も色っぽい。

　明日菜の心拍数はバクバクと上がっていく。

（ああ～幸せすぎて夢みたい！　もうこのまま死んでもいいくらい……って、まだ死ぬには早いか。もっと黒岩部長と話したいし）

　彼を独り占めする幸せを、明日菜は噛みしめていた。

「でも、加原さんは仕事に一生懸命すぎるんじゃないか？　遊ぶ時間もないだろう？」

　史也は明日菜を心配しているようだ。部下の心配をするだなんて、なるほど彼らしい。

「失礼ですが、黒岩部長こそ管理職の役目もあってお忙しいでしょう？　プライベートなんてあるんですか？」

「うっ……痛いところを突くね。否定はできないかな」

　明日菜の問いに、史也は頷いた。

「……そうですよね。いつもお仕事を拝見していて分かります」

　史也は続ける。

「ただね、加原さん。僕のようになってはいけないよ。ふと振り返れば周りは趣味を謳歌したり、家庭を持って子育てに取り組んでいたりする。仕事一筋の僕は、蚊帳の外だ」

　自嘲気味に笑って、史也はグラスに口をつけた。

　明日菜はハッとして顔を上げる。

「でも……黒岩部長はきっと、モテますよね？」

　史也は苦笑いを浮かべた。

「うーん、どうかな。女性に好意を持たれることはあるけれど……。それに、結婚となると話は別だ」

　明日菜は驚いて訊き返す。

「……結婚願望、ないんですか？」

　史也はフッと笑って答える。

「まぁ……ないと言ったら、嘘になるな」

　ウイスキーのグラスを傾け、史也は遠い目をした。

「黒岩部長ほどの人ですもの。アプローチされたら、女性は誰だってなびきますよ」

　明日菜がうんうんと頷きながら言うと、史也は意外そうな表情になる。

「そうかな。加原さんこそ、男性はほっとかないだろう。仕事に対してはいつも一生懸命。それに……明るくて、気さくで、率直に意見を言う」

　史也が決め台詞のように言った。明日菜も顔がほころぶ。

「ありがとうございます。そうだったらいいんですけれど」

　史也はしみじみとした表情になる。

「……僕はね、頑張る女性を尊敬しているんだ。仕事にしても恋愛にしても、夢や情熱を持っている女性は美しいと思う」

　一つ一つの言葉を噛みしめるように口にした後、史也は明日菜を見る。切れ長の瞳には、嘘偽りのない、誠実な光が宿っていた。

　自分を褒めてくれているのだと気づき、明日菜は胸が熱くなる。この会社で頑張ってきて良かった。

「ありがとうございます！　でも……私も、もっと努力して、自分の仕事に自信を持ちたいです。文系出身だから、みたいな言い訳をしなくて済むように」

　史也は深く頷いて同意する。

「その通りだよ加原さん。君は優秀だ。君ならきっと成果を上げて、我が社を代表する営業職になれるはずだ」

　そして史也は、明日菜が想像もしない言葉を続けた。

「僕は君を高く評価しているから、今後も頑張ってくれ」

　史也の熱い眼差しに射貫かれ、明日菜は身体の芯から沸騰しそうだ。

（嘘……夢みたい！）

　だが、動揺を悟られまいと、平然とした態度を取るように努めた。

「……う、嬉しいです」

　言いつつも心の中では大慌てである。

（どうしよう？　黒岩部長がこんなにも私を評価してくれているなんて……）

　心臓の音がうるさいくらいに高鳴ったまま治まらない。

　明日菜は手元のカクテルグラスを持ち上げ、残りをぐいっと一気飲みする。

「加原さん、疲れているのに、そんなにハイペースで呑んで大丈夫？」

　史也は心配そうに声をかけた。明日菜はふふっと笑った。

「大丈夫です！　私、お酒には強いんです」

　そして史也に笑顔を向けると、カクテルのお代わりを注文したのである。
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　翌朝、目が覚めて最初に視界に飛び込んできたのは、見知らぬ天井だった。

（あれ、ここはどこ……ハッ！　私、どうして……？）

　頭がガンガンする。

　まるで除夜の鐘を、鐘の中で聞いているかのようなひどい有様だ。

（そうだ、昨日、会社の親睦会があって……）

　昨夜の記憶が徐々に戻ってくる。

（それで黒岩部長に褒めてもらえて……お酒を呑んで……）

　だが、そこからが思い出せない。バーの帰り際、自分が史也に支えられホテルへと歩いていったような気はするのだが、それまでの経緯も、その後も、全く分からないのだ。

　すると部屋のドアが開き、史也が入ってきた。素肌に白いガウンを羽織り、紐で前を止めていた。ふと自分の胸元を見下ろすと、同じガウンを着用している。

　史也はベッドサイドへやって来て、明日菜に声をかけた。

「おはよう、加原さん。目が覚めたかな？」

　その声にハッとする。背筋が固まったまま、無理やりに顔を動かして、ぎこちない視線を史也に向けた。職場でのフォーマルな彼とは違う、飾らない姿がそこにある。少し開いた彼の胸元に、ドキドキしてしまう。

（どういうこと？　私……いつの間にここへ来て、着替えたの？）

　自分も胸元が開きすぎている気がして、明日菜は慌ててガウンの前を手で整えた。

「お、おはようございます」

　動揺し、声がしどろもどろになってしまう。

　史也はフッと笑い、明日菜の髪を撫でた。まるで恋人にするような、甘い仕草だ。

「あ、あの……黒岩部長。私たち、なぜここにいるのでしょうか？」

　辺りを見回してみる。シティホテルの高層階の部屋のようだ。明日菜が目覚めたダブルベッドは、部屋の中心にどんと置かれている。

　ベッドの向かいには窓があり、この街の景色を一望できた。眺めから察するに、昨夜二人が訪れたバーのあるホテルのようである。

「ああ、もしかして……君は、昨夜のことをよく覚えていないのかな？」

　少し戸惑ったように、史也は尋ねた。

（一切合切、なんにも覚えていません！）

　泣き叫びたいような気持ちになったが、そういうわけにもいかない。

　それに史也の表情は柔らかいままだ。明日菜は思い切って訊いた。

「はい。率直に教えていただきたいのですが、私、昨夜は何かご迷惑を……？」

　上目遣いで訊くと、史也は優しく微笑んだまま答えた。

「いや？　でもなぁ……ちょっと困ったけどね」

　眉をハの字に曲げた史也の顔を見て、明日菜の不安は高まる。

「昨夜、君はとても酔っていてね。このままではとても帰せないと考えた僕は、君を介抱するために、バーの入っていたこのホテルへ宿泊したんだ」

　明日菜を気遣うように、史也は言葉を選んで話していく。

「ご迷惑をおかけしました……」

　やはりと肩を落としつつ、明日菜は溜め息を吐く。

（ああ……もうダメだわ）

　だが、史也は思わぬことを口にしたのだ。

「でも、びっくりしたよ。加原さん、君はホテルの部屋に入るなり、抱きついてきて……」

　眼鏡のツルを指で調整しつつ、史也は視線を逸らした。照れているようだ。

「えっ？　あの、そんな……嘘、でしょう？　それで、どうなったんですか？」

　そんなまさかと思った次の瞬間には、自分の服装に目が行った。

（何これ！　素肌にガウン一枚？　下着は……下着はどうしたのよ、私！）

　恥ずかしさで顔が熱くなった。明日菜の反応を確認すると、史也はさらに続ける。

「そのまま僕の服を脱がせて、ベッドに……」

「ぇええっ!?　わ、私が、そんなことを？」

　まさか自分がそんなことをするなんて。明日菜の動揺は少なからず史也にも伝わったようだ。

　史也はクスッと笑うと、その先を続けた。

「君の積極的な一面に、僕はすっかりやられてしまったよ」

　溜め息を吐きながら、史也は目を伏せた。長い睫毛が頬に悩ましげな影を落とす。

　真面目な彼に言われるとますます真実味が増す。

（きゃああっ！　嘘でしょおおおおっ！）

　思わず悲鳴を上げそうになった。穴があったら入りたいとはまさにこのことだ！

　明日菜は恥ずかしさに消え入りたくなった。

　だが、史也は追い打ちをかけるように言葉を継いだ。

「疲れていたのかもしれないね。僕の腕にギュッとしがみついて、離れてくれなかったから……おっと、ごめん、今までのやりとり、ともすればセクハラだ。すまなかった」

　史也は両手を胸の前で広げ、明日菜に向かって謝る。

（嘘でしょうっ？　もうこれ以上ないほどの羞恥プレイじゃない！）

　どう答えて良いのか分からず、明日菜はただ顔を真っ赤にしたまま縮こまっていた。

　すると史也がさらに身体を近づけてきた。そして耳元で囁くように言ったのだ。

「でも、もし……君がまたこうして会いたいと言うなら、次に会う約束をしようか」

「……え!?　黒岩部長、それって……」

　それはつまり、デートをするということだろうか。明日菜は身構えて次の言葉を待つ。

「昨夜の責任はしっかり取りたい。それに、僕も君が気になって仕方がないんだ。……君が良ければだが、僕と恋人として交際してくれないか？」

　史也は明日菜の両手をしかと握り、まっすぐに目を見つめて言った。

（う、う、嘘でしょ……？）

　明日菜は心の中で大絶叫する。心臓が口から飛び出しそうだ。

　片思いの相手から、まさか告白されるだなんて──。

　だが、もし本当に彼の恋人になれるなら、明日菜はこの上なく幸せだ。

　ここで訪れたチャンスを逃したら、営業職の名が廃る。

　背筋を伸ばして、明日菜は史也に向き合い、深々と頭を下げた。

「あ、あのっ、その……ぜひともご指導、お願いします！」

　もともと彼に片思いしていた明日菜は、二つ返事で受け入れた。

　膝についた手が、心なしかプルプルと震えている。

「僕は仕事だけでなくプライベートでもきちんと責任を取る男だ。信頼してほしい」

　鬼上司の宣言は、なんとも男らしいものだった。

「でも……いいんですか？　部内恋愛なんて、皆さんにどう説明したらいいか」

　明日菜はチーム内では一番の下っ端だ。そんな立場で部長と交際しているだなんて、おかしな噂を立てられないだろうか。

「ううん、そうだな……同じ職場で働いている手前、交際を明らかにするのはもう少し後にした方がいいかもしれない。この交際はしばらく、二人だけの秘密にしておこう」

　史也は人差し指を唇に当て、微笑んだ。

（なっ、黒岩部長！　ドキドキするじゃないですか……）

　いたずらっぽい仕草に胸を高鳴らせつつ、明日菜はうんうんと頷く。

「さて、そういうことなら話は早い。少し先になってはしまうが、年明けの第二土曜日なんだけれど、予定は空いているかな？」

　明日菜はドキッとする。デートのお誘いだ。

「いえ、特に予定はありませんが……」

「良かった。会社から三駅先にある動物園へ一緒に行かないか？　広場で月に一回、青空市が開かれるんだ。そこで僕の陶芸教室の講師が、食器類を販売していてね。なかなか面白いから、どうかなと思って。一月は〝新春青空市〟といって特に規模が大きいから、見るだけでも楽しいよ」

　明日菜の頬に熱が集まり、胸が高鳴った。

「あの、黒岩部長……陶芸をされているんですか？」

　新情報を耳にして、明日菜は目を丸くした。

　しかし陶芸なんて、いかにも真面目な史也らしい趣味である。

「ああ。といっても、最近はそれほど頻繁に通っているわけではないし、あくまでも趣味のレベルだが……。でもね、出店する講師の作品は素晴らしいんだよ。美しい中に温かみもあって。だからぜひ加原さんに見せたいんだ」

　史也はにこにこと微笑んで言った。彼のプライベートに踏み込んだような気がして、明日菜は嬉しくなる。

「私で良ければ、ぜひご一緒させてください！」

　明日菜は嬉しさを抑えきれず、思わず大きな声を出す。

　反応の大きさに、史也は一歩引いて目を見開いた。

（やってしまった……！）

　明日菜は自分の行動が恥ずかしくなって俯く。

「し、失礼しました」

　もじもじと指先を動かしながら謝る。きっと顔は真っ赤だ。穴があったら入りたい。

　明日菜の様子を見て、史也は優しく微笑むと、明日菜の手を取る。

「ありがとう！　青空市を見たら、動物園を回ろうか。僕は動物園も好きなんだが、大人一人だとなかなか見る機会がなくて……」

　やや緊張気味に、しかしまっすぐ誠実に目を見て、史也は言った。

　職場では見られない素朴な彼の表情にキュンとして、明日菜の頬はますます赤くなる。

（陶芸教室の講師……もしかして、私を恋人として紹介するとか？　まさかね？）

　鼓動が速くなる。顔が熱くて、どうにもならないくらいに緊張していた。

「は、はい。ぜひ……！」

　明日菜はかろうじて返事を喉から振り絞り、承諾の返事をする。

「良かった。少し先だが、年明けに君との約束があると思えば、過酷な年末進行を乗り切れるよ。お互い頑張ろう」

　唇の端を少し緩めて、史也は言った。心の底から嬉しい様子だ。

「わ、私も同じ気持ちです。仕事納めまで頑張って、素敵な新年を迎えましょう……！」

　こういうときまで仕事の話題を絡める点はさすが部長職だけあると思いつつ、明日菜は大きく頷いた。

　明日菜だって、史也との約束があれば、より仕事に精が出るというものだ。

（どうしよう！　幸せすぎて死んじゃいそう）

　心の中で叫びながら、明日菜はデートを心待ちにするのだった。
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　月曜日は無慈悲にもやって来る。憧れの鬼上司の前で大失態を見せた明日菜だが、まさかの交際の申し込みを受け、結果的には万々歳だ！

（嬉しすぎるっ！　早く来い来い、年明けデート！）

　浮き足だった心を抑えきれず、気を抜けば小躍りしたくなる明日菜だが、普段の属性はといえば、モーレツ会社員。

　新しい週が始まれば何事もなかったかのように出社するのだ。折しも時期は十二月下旬。仕事納めに向けて気を引き締めたいところである。

（よし、明日菜。仕事よ仕事！　気持ちを切り替えて、新しい提案を考えなきゃ）

　両手で頬をパンパンと叩いて、明日菜は気合いを入れた。水曜日には、十年以上前から取り引きのある顧客との打ち合わせだ。相手にはシステム管理とサーバーの保守運用を一任されているが、システムは日進月歩の世界。新しい提案書を渡す予定なのだ。

　実は、明日菜が新卒で初めて担当した案件先でもある。取り引きを継続している顧客なのだから、新しいシステムについても信頼を得たい。

　明日菜は資料を何度も読み返した後、思い切って提案書の中身に手を入れた。

（これを土台にすれば、もっと良い提案になる気がする！）

　既存の取り引きにプラスする形で新しい提案をすれば、先方も受け入れやすくなるのではないか。明日菜は過去の経験から脳裏に閃いたアイデアを提案書に盛り込んでいく。

（大丈夫。これで上手くいく。よし、私、最高じゃない。恋だけでなく、仕事も頑張らなきゃ！）

　作業が一段落して、ほっと息を吐く。

　だが、手を止めた瞬間に頭をよぎるのは、史也のこと──。

　あの夜、実際のところ何があったのか。無論、酔っぱらっていた明日菜は覚えていないのだが、史也の口ぶりから察するに、とんでもないことをしでかしたにちがいない。

（想像するだけでも寒気がするわ……）

　きっと自分は、酔いに任せて史也に自分の気持ちを吐露してしまったのだろう。

　──黒岩部長、好きです。あなたの仕事を尊敬しているだけでなく、人間として、そして男性としても──。

　そんな本音をぶちまけて、抱きついてしまったのだ。

　結果的にそれが史也からの交際申し込みにつながったわけだが、やはり自分の節操のなさには呆れてしまう。

（きゃ～、だめだめっ！　なんて想像をしているのよ、私ったら！）

　明日菜はふたたび両手で頬をパンパンッと叩いた。男女関係の話はとかく苦手だ。たぶん恋愛のセンスがないのだと思う。

　大学時代の彼氏からは〝ガサツな女〟と言われ、交際一週間でフラれてしまった。

（あのときは、あっちから告白してきた癖に！）

　すっかり自信喪失して、それからは勉強や仕事に打ち込む毎日だった。心配した両親は故郷に戻り見合いでもしたらどうかと勧めてくるが、今はそんな時代ではない。

　史也は、久しぶりに惚れた相手である。いや、人生でこんなにも好きになった相手は初めてだ。間違いない。

　そんな彼に──酔った勢いで迫り、付き合うことになるだなんて！

（あ～あ、黒岩部長とのエッチ、どんな感じだったんだろ……なんで覚えてないんだ……って、何を考えているのよ！）

　ふたたび頬をパンパンと叩いていたら、前を通った行成に呼ばれた。

　赤池行成──クリスマスパーティーのビンゴで子煩悩な一面を見せた中堅社員だが、史也とは同期入社で、営業部に所属している。

「加原さん、さっきから自分の顔を叩いてどうしたの？　若い子の間で流行ってる新手のエクササイズ？」

　芳しい香りが立ち上るマグカップを片手に、行成は聞いてきた。彼は給湯室で珈琲を淹れてきたところらしかった。

「あっ、えーっと、すみません！　そうなんです、小顔効果があるらしくて。ちょっとした隙間時間にやっています」

　慌てた明日菜は、先ほどと同じ動作を軽く繰り返しながら、苦しい言い訳をする。

「ふーん、そうなんだ。加原さん、なんでも頑張っていてすごいね。先週のパーティーもとっても良かったよ」

　やや不可解だという表情をしつつも、行成は話を合わせてくれた。

「そ、そうですか？　……お褒めにあずかり光栄です」

　明日菜も頭を掻きながら苦笑いをする。

「取り込み中のところすまない。加原さん、水曜日の打ち合わせ用の資料は仕上がったかな？」

　横から声が聞こえる。視線を上げると、史也がいた。

　いつも通りのクールな表情だが、眼鏡の奥の視線が鋭い。

　水曜日の顧客訪問は、史也とともに行く予定なのだ。行成と世間話をする明日菜の進捗が気になって、声をかけたようである。

（わわっ、ご本人登場！）

　明日菜の顔がカアッと赤くなる。

「はいっ、もちろんです。何も問題ありません！　チームの共有フォルダに入れておきますね」

　パソコンのディスプレイに視線を向けたまま、明日菜は答えた。

「了解。……後でチェックするね」

　何か言い足りない表情をしつつも頷き、史也は自席に戻っていく。

「あれ？　史也、なんか素っ気ないね」

　遠ざかる背中をちらりと見ながら行成が呟いた。

「ええっ？　そ、そうですか？」

　明日菜はビクッと肩を揺らした。

「うん。史也ってさ、基本は鬼だけど、若手にはわりと優しいじゃない。今みたいなときも〝加原さん、いつも仕事が速くて助かるよ〟とか、ねぎらいの言葉をかけそうなものだけど……」

　顎に手を当て、行成は史也の口真似をした。親しい間柄だけあり、声の調子やアクセントがよく似ている。

「ふふっ、たしかに黒岩部長、よく言ってますね、それ」

　口元に手を当てて、明日菜は笑った。その台詞を口にする史也をありありと想像できたからだ。

「うんうん、でもそれを言わないってなんでかなと思ってさ。……あ、もしかして、加原さんを意識してるとか？」

　少しだけ口角を上げて、行成は指摘する。

「ええっ？　な、何を言っているんですか！　年末進行で余裕がないだけですよ！」

　顔の前で両手を左右にぶんぶんと振り、明日菜は否定した。

　さすが史也の同期で親友。行成は彼のことを深く理解している。

　だが、二人の関係はまだ始まったばかり。職場で明らかになるのはまずい。匂わせるのですら御法度だ。

「黒岩部長が私みたいなチンチクリンを意識するわけがないじゃないですか！」

　明日菜は取り繕うように、語気を強めた。

「そう？　俺は結構、お似合いだと思うけどね」

　心の奥を見通すような視線に、明日菜はドキリとする。

「いやいや……黒岩部長は素敵な方ですから、私にはもったいないです」

　手をもじもじと動かしながら消え入りそうな声で答えると、行成は反省したようで、フォローの言葉をかける。

「その言葉、史也が聞いたら嬉しくて鼻血を出すかもよ？」

「あはは、そんな～」

　ごまかすように、わざと大仰な手振りを交えて明日菜は笑う。

「そうかな？　……おっと、もうこんな時間だ。仕事しないとね。じゃあ、また」

　行成は手元の腕時計をちらりと見て、自席に戻っていった。

（私と黒岩部長がお似合いだなんて……）

　史也の同期であり親友でもある行成に言われたら、ますます意識してしまうではないか。

（ううっ、なんて罪作りな人！）

　心の中で叫びながら、明日菜はディスプレイに視線を戻したのだった。
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　そしてついに顧客訪問の水曜日がやってきた。

　相変わらず史也のことで頭がいっぱいの明日菜だが、それはそれとして、仕事もきちんと頑張りたいところだ。

「いつもお世話になっております。株式会社トドロキテックです。本日はお時間をいただきありがとうございます」

　挨拶を交わした後、さっそく本題に入った。

「今回は弊社の新システム〝トドロキスター〟のご提案をさせていただきたく、お邪魔しました。こちらが資料になります」

　〝トドロキスター〟は商業店舗における販売管理システムだ。この手のシステム自体は以前よりトドロキテックで取り扱ってきたが、開発部の若手技術者が中心となり、より直感的な操作で使用できるよう考えられて生み出された。ミスをしたときにさりげなく星形のアイコンで警告を出す〝お知らせスター〟と呼ばれる機能に特徴がある。既存のシステムと入れ替える形で導入すれば、処理速度も上がる点がメリットだ。

　トドロキテックの営業部内でも本格展開はまだされていない、スタートしたばかりのシステム案件である。

　明日菜のプレゼンテーションを、顧客は真剣に聞き入っている様子だ。

（手応えありかも！）

　明日菜は心の中でガッツポーズをした。

　プレゼンテーションが終わった後、提案書に目を通しながら、顧客が口を開く。

「素晴らしい内容ですね」

　その言葉に、明日菜はほっと胸を撫で下ろした。

「ありがとうございます！」

　その後は滞りなく話が進んでいく。

（やった！　良い流れだわ）

　安堵した明日菜だったが、ここからは打ち合わせは波乱含みとなる。

「……ですが、このシステムを導入するとなると、今のシステムを使い続けるより、一時的な費用がかさみますよね。弊社の負担を考えると、今のままでも良いのかと感じます」

　説明を終えたところで、顧客が懸念を示したのだ。昨今の経済事情を考慮すると、やはり初期費用は問題となる。

（ああ、そう来たか）

　顧客の反応は、システム関連費用を抑えたいという観点からはよく理解できるものだ。

　怪しくなってきた雲行きに、明日菜は溜め息を吐く。

「やはり導入は難しいですか？」

「ええ、そうですねぇ……」

　申し訳なさそうに頷く顧客を前に、明日菜は思案した。

（どうしよう……なんとかしないと）

　このまま引き下がることはできない。せっかくここまで進めてきた案件なのだ。どうにかならないものかと頭を悩ませていると、史也が横から口を挟んできた。

「あの、少しよろしいでしょうか？　私から、違う角度の提案をさせていただきます」

「えっ、黒岩部長……？」

　思いがけない出来事に、明日菜は目を白黒とさせた。

「そうですか？　では、せっかくですので聞かせてください」

　顧客は史也の落ち着いた様子に好感を持ったようで、静かに耳を傾ける。

「加原からの説明は、いわば概要でした。私からは、作業の負担感についてや、御社にとっての具体的なメリット、費用面の詳細について説明させていただきます」

　背筋を正し、眼鏡の奥から誠実な瞳で顧客を見つめて、史也は話す。

（黒岩部長、私を助けてくれた……？）

　いきなりの展開に驚きつつも、明日菜は黙って耳を傾けることにした。

「まず、負担感につきまして。御社は数年単位で弊社のシステムを入れ替えてくださっていますね。今プレゼンさせていただいた新システムも、従来のものと同じく定例作業と考えて無理なく行えるかと思います」

　史也は落ち着いた口調で話す。

（これって、私の失敗をカバーするためにフォローしてくれているの？）

　明日菜は息を呑み、ことの成り行きを見守った。

「そして、今回お話しているシステムには、当社独自の技術が盛り込まれています。従来のものよりも高性能で、ユーザー側のミスが減らせる工夫がされています。相対的に考えればコストパフォーマンスは良いですし、何よりセキュリティ面が強化されています」

　その後も、慣れた口ぶりで説明は続く。

　自社製品のアピールポイントを次々と述べていく史也。顧客はその説明を熱心に聞いている様子だ。

（すごい……！）

　史也の説明を聞きながら、明日菜は思った。彼の説明は非常に分かりやすく的確だ。しかも、専門用語を多用した難しい表現ではなく、素人でも理解できるよう噛み砕いている。さらに、時折ジョークを交えつつ、場の雰囲気を和ませていた。

　史也の説明を受けて、顧客の表情も柔らかく変化していく。費用面の負担を上回るメリットを享受できると、分かったのだろう。

（私は、ただ新システムの機能について伝えることしかできていなかった。実際に顧客が聞きたいのは、入れ替えの負担感や、新システムで業務がどう変わるかなのよね。これが営業部トップの成績を叩き出している人の実力なんだわ……）

　改めて感心していると、今度は顧客の方が質問を投げかけてきた。

「なるほど、よく理解できました。ちなみに新システムのメリットと費用の見積もりはどうなっていますか？　費用対効果がキーになりますよね」

　すかさず史也が答える。

「はい、それは──」

　その後も史也は積極的に話を進めていった。

「──というわけで、このシステムを導入することによって、業務効率化はもちろんのこと、セキュリティレベルの向上により、御社にとっても大きなメリットがあります」

　一通り話し終えると、顧客に向かって頭を下げた。

（す、素晴らしすぎる……！）

　明日菜は完全に圧倒されてしまった。これまで自分のミスをカバーしてくれたことは何度もあったけれど、これほど完璧な対応を間近で見たのは初めてだ。

（本当に、尊敬するなぁ）

　放心状態で史也の横顔を見ていると、振り向きざまに視線が合った。彼はフッと笑い、明日菜に目配せする。部下を気遣う、柔らかい表情だ。

（黒岩部長……反則ですってば！）

　思わぬ仕草に心臓が跳ね、顔が熱くなる。

　顧客はというと、明日菜が作った資料と史也の説明に感心した様子だ。

「なるほど、納得です。それでは、新システムへの入れ替えをお願いします。御社には期待していますよ」

「はい！　お任せください！　誠心誠意、頑張ります！」

　笑顔で言うと、契約書を受け取る。無事に契約締結というわけだ。

（よし、やったわ！）

　明日菜は背筋を正し、気を引き締める。その後、書類やパンフレットなどをまとめながら、さりげなく史也の方を見た。すると彼も明日菜の方を見ている。

（わっ！）

　慌てて視線を逸らすが、頬が熱いままだ。

（やだ、見られちゃった……恥ずかしい）

　チラッと横目で見ると、史也はすでに視線を外している。

（二人の仕事でかっこいいところを見ると、ますます好きになっちゃうな）

　明日菜は気持ちを胸の高鳴りを悟られないように姿勢を正し、顧客に笑顔を向けるのだった。
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「黒岩部長、ほんっとうにありがとうございました！」

「いやいや加原さん、僕はサポートをしたまでだよ。二人で商談に来ているんだから、上司が助け船を出すのは当然だ」

　取引先企業のビルを出て駅へと向かう道すがら、明日菜と史也は打ち合わせについて軽くフィードバックをしていた。

「はい、でも……。先方の懸念は想定内のものなのに、私、テンパってしまって……黒岩部長が全部カバーしてくださって、助かりました」

　しゅん、とうなだれる明日菜に向かって、史也は爽やかな笑みを返した。

「気にしなくていい。僕は君の上司だ。困ったときは、遠慮なく頼ってくれ」

　そう言って微笑む彼の表情に、見惚れてしまう。

（ううっ……優しさが、心に染みるなぁ）

　そんな明日菜の心の内を知るはずもなく、彼は話を続けた。

「加原さん、君は失敗を恥じるよりも、それを次にどう活かすかを考えて行動しよう。もちろん、反省は大事だけれどね」

「はい！　ありがとうございます！」

　さすがは部長だけあり、彼の言葉は若手を育成しようっていう気持ちに溢れている。

（あ～もうっ、なんなのこのイケメン……スマートすぎるっ！）

　明日菜は一人、心の中で叫んだ。

（あの夜のこと……もう黒岩部長は気にしてないのかな）

　酒に酔った勢いでうっかり史也に迫りセックスしてしまったことが頭をよぎり、不安になる。

（ああっ、駄目だわ。こんなこと心配している場合じゃない！）

　不安をかき消すかのように、明日菜は頭をぶんぶんと振った。

　そうこうしているうちに、二人は駅へと辿り着いた。駅前広場があり、噴水の向こうにクラシカルな煉瓦造りの駅舎が見える。

「それでは黒岩部長、お疲れ様でした。本日の議事録は、明日の午前中には共有フォルダに入れておきますね」

「ああ、お疲れ様。いつも仕事が速くて助かるよ」

　今日は職場には戻らず、直帰の予定である。明日菜と史也はこの駅からだと逆方向の電車に乗ることになる。

　だから明日菜はペコリと頭を下げて方向転換し、駅へ向かおうとしたのだが……。

（あれ？）

　背後からそっと腕を掴まれた。振り返ると、史也が真剣な表情で明日菜を見ている。

「あの、一つ、言っておきたいのだが……」

「黒岩部長、なんでしょう？」

　眼鏡の奥から真剣な眼差しが向けられている。明日菜はどうすれば良いか分からず、黙り込んでしまった。

「加原さん……謝らせてほしいんだ。……あの夜のことを」

　心臓が跳ね上がり、頬が熱くなる。

「あ、あの夜のことを、ですか……？」

　言葉に詰まる明日菜の手を、史也はしっかりと握った。

　彼の手は温かく、冷えた明日菜の手まで熱が伝わってくる。

「ああ、そうだ。職場では、なかなか話す機会もなくて」

　史也は思い詰めたような表情をしている。

（もしかして、だから素っ気なかったのかな）

　先日の史也や行成とのやりとりを、明日菜は思い出した。

「加原さん、ごめん。あの夜は……僕に至らない点が多かった」

「えっ？」

　あまりにもストレートすぎる謝罪に、明日菜は心臓を鷲づかみにされた気分だ。

（黒岩部長も気にしてくれていたの？）

　突然のことに思考が追いつかない。すると、史也はさらに続けた。

「ああいう経緯で交際を申し込んだが、僕の気持ちに嘘はない。僕たち二人はこれからたくさん、良い思い出を作っていこう。……いいかな？」

　そう言うと、彼は手を離した。そして優しく微笑みかけてくる。

「……はい。私も、黒岩部長と同じ気持ちです」

　思いやりのある言葉を受けて、明日菜は深く頭を下げた。

　ふたたび姿勢を正して見た史也の表情は、和らいでいる。

「良かった。あの夜からずっと、自分が言葉足らずだったことを後悔していたから。先日、行くと約束した新春青空市は、めいっぱい楽しもう。……それじゃあ、お疲れ様。気をつけて帰ってね」

　史也も笑いながら手を挙げて合図した。

「はい、黒岩部長もお気をつけて」

　お互いに挨拶を交わすと、史也は去っていく。その後ろ姿を見つめながら、明日菜は初デートへの期待を膨らませるのだった。





２






　一月となり、松の内が明けて最初の土曜日。二人は動物園のある駅で待ち合わせをした。明日菜はニットのワンピースにタイツとブーツを合わせ、ロングコートを着て出かけた。冷え込む時期だが、雪が降ることもなく、天気予報によると好天が見込まれている。絶好のデート日和である。

「加原さん、こっちだよ！」

　待ち合わせ場所に着くと、すでに来ていたらしい史也が手を振っているのが見えた。明日菜は慌てて駆け寄る。

「すみません！　お待たせしました」

「いやいや、僕が早く来すぎただけだから、気にしないでくれ」

　今日の史也はいつもと異なりカジュアルな服装だった。黒のジャケットに白のシャツ、黒のパンツというシンプルなコーディネートだが、長身で細身な彼が着ていると非常によく映える。ニット帽とマフラーと手袋は全てモスグリーンで統一感があった。

（かっこいい……！）

　明日菜は思わず見惚れてしまった。史也の隣に並ぶだけでドキドキしてしまう。

　二人は目的地に向かって歩き出した。史也はここへ来るのが初めての明日菜を気遣い、エスコートするかのように歩調を合わせて歩いてくれる。

　動物園は盛況だった。季節はちょうど冬の真っ只中だが、気温は平年と比べて高く、雪もない。雲一つない青空の下、園内には芳しいロウバイの花が咲いている。青空市は月一回、土曜日に開かれるらしい。一月の〝新春青空市〟は新しい年を祝う意味もあり、特に賑わうとのことだった。動物園のエントランスを入ってすぐの広場に、簡易テントがいくつか設営されていた。テントの下に置かれた長机が、販売スペースというわけである。

「わあ、いろんなお店があるんですね」

　明日菜は目を輝かせた。竹編み籠や陶器、木工品やアクセサリーなど、手作りの品々が並んでいる。どれも作り手の思いがこもった個性的なデザインで、見ているだけでわくわくした。

「そうだね。なかなか楽しいよ」

　史也は嬉しそうな顔をしている。言葉通り、彼もこのイベントを楽しんでいるようだ。

「こんにちは。お誘いありがとうございます」

　史也は陶芸作品を販売している友人のスペースへ着くと、軽く挨拶をした。

「黒岩さん、来てくれてありがとうございます！　おや、彼女さんかな？　陶芸をやっている高たか橋はしといいます。ゆっくり見ていってくださいね」

　高橋と名乗る友人に〝彼女〟と見られて、明日菜の胸はドキンと高鳴った。

　彼は史也と同世代の男性で、史也の通う陶芸教室の講師をしているらしい。

　史也のプライベートを知り、明日菜は新しい世界を覗いたような気持ちになる。

　明日菜は長机一つ分の出店スペースを見る。マグカップや酒器や小皿など、様々な自作の陶器が所狭しと並んでいた。伝統的な渋いデザインだけでなく、現代の生活に馴染むスタイリッシュな雰囲気のものや可愛らしいものも多く、明日菜は心惹かれた。

（あ、このマグカップ、可愛い）

　ふと目に留まったものがあり、思わず手に取った。

　陶器製で、外側は無地だが、底の部分に円い窓が描かれており、猫がちょこんと顔を覗かせているマグカップだ。猫は愛嬌たっぷりに微笑んでいる。ドリンクを注いだら見えなくなってしまうから、使用者にしか分からない特別な趣向だ。

「これ、可愛いね。気に入った？」

　じっとマグカップを見ている明日菜に、史也は声をかけてきた。明日菜が興味を持ったことが嬉しいのか、眼鏡の奥で目を細めている。

「ええ。珈琲を飲み終わった後、猫ちゃんと目が合うのが楽しそうです。私が会社で使っているマグカップ、ちょっと小さめなんです。このくらいの大きさがあると嬉しいかもなって」

　明日菜は素直な感想を述べた。すると、史也の顔色がパッと明るくなる。

「じゃあ、僕がプレゼントするよ」

「えっ、そんな！　自分で買えますから！」

　明日菜は驚いて顔を上げた。値札を見ると四千円。社会人の使うマグカップとしては妥当な値段に思える。すでに財布を取り出していたのに、まさか史也からプレゼントすると言われるなんて！

　誕生日でもないのにプレゼントをもらうのは少し気が引けてしまう。

「ううん、ここは僕が買うよ。青空市に誘ったのは僕だし、加原さんがこれを使っているところ、見たいからさ」

　史也は笑顔で言った。明日菜の頬がほんのりと赤く染まる。

「……ありがとうございます。じゃあ、お言葉に甘えて……」

「僕もお揃いのものを買っていくね。一緒にたくさん使おう」

　結局、明日菜はおずおずとマグカップを差し出した。史也はそれを受け取ると、高橋と世間話をしながら支払いを済ませる。

「黒岩さん、今日はありがとう。しかし、彼女さんがいるって知らなかったな～。もしや付き合いたてですか？」

　高橋はあっけらかんとした表情で史也に尋ねた。

（ちょ……どうしよう。黒岩部長、なんて答えるかしら）

　明日菜はドギマギしながら事の成り行きを見守る。すると史也は眼鏡の鼻当て部分を指で直しながら答えた。

「ええ、実は恋人になったばかりなんです。今日は僕が大切にしている陶芸の世界に触れてもらいたいと思って、一緒に来たんですよ」

　少し視線を下げ、史也は説明する。緊張したときに眼鏡を弄り、視線をそっと外すのは、史也の癖のようである。

（こ、恋人だなんて……！）

　思わぬ言葉に、明日菜は胸がキュンとした。

「黒岩さんと彼女さん、熱々なんだね。もし良かったら、陶芸教室の体験に参加してもらったら？　彼女さんが興味あれば、だけど……」

「えっ、いいんですか？」

　高橋の言葉に、明日菜は思わず返事をした。

「もちろん！　黒岩さん、彼女さんとペアで作って、家や職場で使うのもいいんじゃない？」

　明日菜の言葉を肯定するように、高橋がさらにアイデアを出した。

　横で聞いていた史也も、高橋の話に乗る。

「では、そうします。予定が合えば、次の教室の日に二人で行きますね。加原さんは好奇心旺盛だから、きっと楽しんでもらえるんじゃないかな」

　陶芸体験の話がまとまったというわけだ。

　二人は高橋に挨拶をして、その場を辞する。

（嬉しいな……）

　ほんのり火照った頬を両手で包む。

　初デートにも関わらず、史也の個人的な友人の前で彼女として扱われたことに、明日菜は感激していた。

　史也はさりげない仕草で、包装された包みを明日菜に渡す。

「はい、では今日のところは、これをどうぞ。今度、陶芸体験に行こうね」

　両手を掲げて恭しく受け取ると、明日菜は深々とお辞儀した。

「ありがとうございます。大事に使います！　陶芸も、ぜひお願いします」

　マグカップは思ったよりもずっと軽くて使いやすそうだ。

「良かった。じゃあ、園内を見て回ろうか」

　史也は自分用に購入したマグカップの入った袋を掲げて、爽やかに微笑んだ。




　二人はその後、動物園内を散策した。猿山の猿たちはまるで人間のように昼寝をしていて親近感を覚えた。すいすい泳ぐペンギンたちは、テレビで見るよりも活き活きとして愛らしい。

「すっごく可愛いですね……！」

　明日菜は思わず呟いた。思えば動物園に来たのは子どもの頃以来だ。改めて訪れると、当時とは違った新鮮な感動があった。

「楽しいね」

「はい、とても！」

　二人は園内を練り歩き、動物たちの姿を楽しみながら過ごした。ふと気づけばお昼時。動物園のちょうど中央にある広場には、食べ物を売るキッチンカーがいくつも出ている。

「何か食べたいものとか、あるかな？」

　史也が尋ねると、明日菜は少し考えてから答えた。

「そうですね……では、ホットドッグをいただきませんか？　ここで食べられるみたいですよ」

　ぐるりと周囲を見回して明日菜が提案した。広場では、ベンチや芝生でくつろぐ家族連れの姿が見られた。

「いいね。お天気がいいから、外で食べるのも気持ちよさそうだ」

　二人はキッチンカーでホットドッグとフライドポテトと炭酸ドリンクを購入し、近くのベンチで食べることにした。風もなく、日だまりがベンチを心地よく温めている。

「おいし〜！」

　熱々のホットドッグを頬張りながら、明日菜は黄色い声を上げる。

（こんな幸せな休日が過ごせるなんて、史也さんに感謝しなきゃ）

「加原さんは、こうやって外で食べるが好きなの？」

「はい、すっごく好きです！　外で食べるのって、開放感がありますから」

　うんうんと頷きながら明日菜は答えた。

　青空の下、ホットドッグにかぶりつくなんて、幸せの極みである。

「そうか。それは良かった」

　史也は嬉しそうに微笑むと、フライドポテトを一本差し出した。

「これ、食べさせてあげるよ」

（え……！）

　明日菜の胸が大きく高鳴った。鼓動が速くなる。

「そ、そんな！　いただけません！」

「遠慮しないで。僕がこうしてみたかったんだ。……子どもっぽいかな？」

　無邪気な顔で、史也は笑う。

（でも、食べさせてもらうだなんて……ハッ、これってまるで……熱々カップルみたいでは……？）

　明日菜の頬が、みるみる熱を帯びていく。

　史也は優しく微笑むと、さらにフライドポテトを近づけてきた。

（もう逃げられない……！）

　明日菜は観念して口を開けた。

　ぱくりと囓ると、ポテトのホクホク感と適度な塩味が口の中に広がる。

　美味しいけれど、なんだか恥ずかしくて、味がしない。

「あ、ありがとうございます……」

　明日菜は消え入りそうな声で言った。

（私、こんなに幸せで大丈夫なの？）

　口をもごもごと動かしながら、史也を見る。

「どういたしまして」

　明日菜の反応に、史也は満足そうな笑みを浮かべた。

　そして明日菜の唇に、そっと指を押し当てる。

（えっ、まさか……キスされる……？）

　明日菜の心臓が跳ね上がった。

「ごめん、油と塩で汚れちゃったね」

　史也が指を動かすと、唇についていた塩の粒が彼の指先に移った。

「あ……」

　明日菜は口をパクパクさせた。顔がさらに熱くなる。

（私ったら、なんてことを考えているの……！）

　史也はティッシュで指を拭きながら苦笑している。

「ごめんね」

　彼は心底申し訳なさそうに言った。

「い、いえ！　そんな……こちらこそ、すみません！　お気を遣わせてしまって！」

　明日菜は恥ずかしさに顔を覆った。穴があったら入りたい気分だ。

（やだやだ、私ってば何考えているのかしら……）

　自分がここまで恋愛脳だったとは驚きである。

（ああ、恥ずかしい……）

　明日菜は俯いたまま顔を上げられなかった。耳まで赤くなっているからだ。

「いきなり触れてごめん。可愛かったからつい……驚かせたよね？」

　静かに語りかけるような声につられて、少しだけ上を向く。

　史也は眼鏡の奥から穏やかな瞳で、明日菜を見つめていた。

「いえっ、そんなことはありません。むしろ最高の思い出になりました」

　顔を真っ赤にしたまま、明日菜は大きく頷く。

（もうセックスまでしているのに、指で唇に触れられたくらいで照れるなんて……）

　まるで学生みたいだが、そんな初心さがありのままの明日菜である。

　好きな人に触れられてドキドキしない方がおかしい。

　恋愛経験が少ない明日菜にとっては、なおさらだ。

「……本当に？　でも、僕もだよ」

　史也はふたたび、笑顔を浮かべる。

（あ〜、もう！　私ったら子どもみたい……！　でも、スマートに気遣いしてくれる黒岩部長って本当に素敵）

　ふたたび胸がときめくのを感じながら、明日菜は彼の横顔を見つめたのだった。
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　がらんとしたオフィスで、史也は一人、パソコンに向かっていた。

　ノー残業デーの本日、すでに部下は全員、退社している。

　業務時間内に提出された全ての資料に目を通すため、史也は残業したのだ。

　しかしその作業も終わった。

（少し疲れたな……メールをチェックしたら、帰るか）

　オフィスチェアをくるりと回し、背後にあるガラス窓に向かう。

　そこには眼鏡をかけた史也自身の姿が映り、ガラスの向こうには街の夜景が見渡せた。

（加原さんと行った動物園、楽しかったな。加原さんは、楽しんでくれただろうか？）

　黒岩史也は幼い頃から真面目一徹で通ってきた。

　小学校でのニックネームは〝眼鏡くん〟。宿題を忘れたことは一度としてないし、係の仕事もきちんとやる。私立の中高一貫校では学級委員を務め、大学でも教授からゼミ長に指名された。求められるまま、史也は自分に与えられた仕事をこなした。

　就職活動を経て入社を決めたのは、親族が経営に絡むシステム開発会社。父親の強い意向が後押しをした。自分はこれで良いのかと少し悩みもしたが、ものづくりをする企業で働きたいとの思いは昔から強かった。自分なりに熟考し、最終的に、史也は自分の意志で就職先を決めたのだ。

　そんな史也にとって、社会人になってからの仕事は初めてのことばかりだった。配属先は、システム関連の営業部。営業職が務まるのかと、内示が出たときは気が気ではなかった。内定者懇親会であった将来の同期たちは、みな快活でいかにも営業職が似合うタイプだったからだ。

（だが、自分に与えられた仕事が営業職なら、やるしかない！）

　そう決意した。そもそも史也は、自分にいかなる才能があるとも考えたことがない。教育熱心な両親の意向で中学受験塾に通い、なんとか名門の私立中高一貫校に入れたが、そこは上を見ればキリがない世界だった。

　世界的なコンクールを目指すピアニストの卵や、プロのスポーツ選手を目指して部活に励む特待生なんていう存在も当たり前にいる。

　自分ができること──それは諦めずに努力を続けることだけ。それを嫌と言うほど思い知らされた学生時代だったのである。

　そんな経験があったから、社会人になってからも自己研鑽と努力は怠らなかった。

　学生時代と同じように、史也はたゆまぬ努力を続けたのである。

　仕事への真摯な姿勢は評価され、社内では異例のスピードで出世した。今の肩書きは営業部長。部下にはもちろん年上の社員もいるが、みな史也を尊重してくれる。それは史也が誰よりも仕事に対して一生懸命だからだ。

　史也は社内では〝鬼上司〟と呼ばれている。厳しくて要求が高いからだが、それは仕事への一途な気持ちからくるのものだ。

　だから彼は決して部下たちを些細なミスで叱りつけたり、夜遅くまで残業させたりはしない。

　しかし、そんな仕事のやり方を続けてきた史也は、徐々に自分はこれでいいのかと不安になっていた。日々、誠実に取り組んではいるものの、圧倒的に柔軟さが足りず、さりとてこれまでの思考法は一朝一夕で変えられるものでもない。

　そんな硬直した毎日に現れたのが、明日菜だ。

　明日菜は史也の部署に現れた〝天使〟だった。天真爛漫で思い切りがいい。仕事への熱意も人一倍ある。文系学部出身であることを気にしているようだが、学歴なんて現場での努力の前には何の関係もない。史也のように守りを固めるのを是とするのではなく、積極的に新しい方法に挑戦したり、顧客の懐ふところに飛び込んでいったりする度胸がある。

　こんなにも史也から冷静さを奪う人間は、明日菜以外にいない。

　彼女を見ていると、自分ももっとのびのびと、新しいことに挑戦してみたいという意欲が湧いてきた。漠然とした不安は、徐々に雲散霧消していったのである。

　日に日に史也は、明日菜に惹かれていった。

　彼女を手に入れたい──気づけばそう強く願っていた。

　この気持ちが恋心だと確信したのは、明日菜が入社して一年が過ぎた頃である。

　とはいえ、史也は生来の生真面目さゆえ、自分から部下にアプローチするなどできるはずもない。良き上司として、明日菜の仕事をサポートするのみだ。

　明日菜はいつも前向きで、目を輝かせながら仕事をしている。魅力的な彼女を前に、史也は自分の気持ちを抑えるのに必死だった。

　チャンスが巡ってきたのは、明日菜が入社して三年目の、クリスマスパーティーの夜。司会として場を盛り上げてくれた彼女をねぎらうため、史也は彼女をバーに連れて行った。

　ところが、その後は予想外の方向に二人の関係が発展して──。

（部下に手を出す軽率な上司だと、加原さんは思っただろうか）

　交際を承諾してくれたとはいえ、史也はまだ気が抜けないと思っている。

　思わぬきっかけから恋仲になったが、史也はこの関係を確固たるものにしたいのだ。

　その上で、二人が関わる仕事でも成功を収め、社内からの評価も得たい。

（そのための手段、それはやっぱり、お互いに仕事で成功を収めることだ）

　こうして史也は、かねてより思案していたある計画を行動に移すことにした。
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「というわけで諸君、トドロキスターの本格的な展開は、三年目の加原さんに主導してもらって、サポートを赤池さんと僕を中心で進めていく。目標としては、既存の顧客への営業提案に加えて、新規開拓も目指していきたい。その辺りの道筋を、まずはこの三人で考えていこうと思う」

　営業部横断ミーティングで史也が話すと、メンバーの間にどよめきが広がった。

（う、嘘でしょう？　私が新規プロジェクトに大抜擢？）

　名指しされた明日菜も、目をパチパチさせる。

「すみません、知識的にも経験的にも未熟な加原さんではまだ、お客様にご満足いただける提案ができないのではないでしょうか？　もう少しキャリアのある……例えば私なども、もっとお力になれるはずです」

　声を上げたのは大おお滝たき律りつ子こという社員だ。理系の大学院修士課程を経て入社した二十九歳。黒髪ショートカットにパンツスーツを着こなすクールビューティ、いわゆる〝バリキャリ〟である。

　律子が異論を唱えるのも無理はない。本来なら自分が抜擢されると考えたのだろう。

「大滝さん、手を挙げてくれてありがとう。だが、あなたは今、ご自分の案件で手一杯だろう。トドロキスターは、もう少し軌道に乗ってからお願いしたい」

「でも、初期からより多くのメンバーが関わった方が、トライアンドエラーもたくさんできるのではないでしょうか？」

　律子は食い下がった。

（よほどこのプロジェクトに興味があるのかしら。……いえ、もしかして、黒岩部長に興味があるとか……？）

　一生懸命な律子の様子を見て、明日菜はハッとした。だが、自分が出しゃばる場面ではない。口をつぐんだまま二人のやりとりを見ている。

「大滝さん、あなたの仰ることは正しい。他のメンバーも、そう思っているかもしれない。だが、トドロキスターは若い販売員向けに開発されたものだ。経験の浅い若手ならではの疑問をきめ細やかにすくい取ってサポートするような営業をしていきたいと思っている。加原さんは先日も、大口顧客との契約更新の打ち合わせでトドロキスターの契約獲得に成功した。きっと新しいプロジェクトでも成果を出してくれるはずだ」

　史也は、いつものハキハキとした口調で答えた。

　彼の語る理由はもっともで、律子も、周囲の者たちも溜飲を下げた様子である。

「なるほど……分かりました。ですが、トドロキスターには私も興味があります。軌道に乗った暁には、ぜひ私もプロジェクトに加えてください」

　律子はそう言うと、頭を下げた。

「もちろん。大滝さん、そのときはぜひ、あなたのお力も貸してください」

　こうしてトドロキスタープロジェクトは、史也の思惑通りのメンバーで進めることが承認されたのである。




　その日の終業後、明日菜はパソコンの電源を落とすと、デスクの引き出しを施錠して、鞄を手に軽い足取りで廊下を進み、ロッカールームへと向かう。

（私がトドロキスターの本格展開に抜擢されるだなんて！）

　大きなプロジェクトの主要メンバーになるのが初めての明日菜は、胸が弾んで鼻歌でも歌いたい気分だった。

（本当に幸せだなあ）

　史也と交際を始めてからというもの、毎日が楽しくなったような気がする。彼の存在は自分にとって、まさに光だった。

　ロッカールームにやってくると、オフィス用シューズからヒールのあるパンプスへと履き替える。上着を羽織ったら、さあ退社、というわけだ。

「加原さん、上機嫌ね。まぁ、今日は良いことがあったものね。トドロキスターの案件に大抜擢されて」

　不意に声をかけられ、明日菜はハッとして我に返った。声の方を振り向くと、そこには先輩の女性社員・大滝律子が立っていた。彼女は興味津々といった様子でこちらを見ている。

「え？　上機嫌？　そ、そうですか？」

　動揺を悟られないようにしながら答えると、律子はにんまりと笑った。

「そうよ。だって加原さん、すごく幸せそうな顔をしているもの」

　少し意地悪そうに律子は笑った。

（うわ……）

　パッと見で分かるほどに浮かれた顔をしていたというわけだ。明日菜は恥ずかしくなる。

「そ、そうですか？　すみません、新しい仕事に加えてもらえることになって、嬉しくて」

「いいなぁ、加原さん。若手ってことなら、私も年齢的には当てはまるし、営業成績だって申し分がないのになぁ」

　律子は明日菜の立場に嫉妬しているようだった。

（どうしよう……私自身から見ても、身に余る話なのに）

　明日菜は律子をフォローする言葉を探した。

「大滝さんを初めとして営業部のエースは皆さん、継続して大きな案件を任されていらっしゃいます。たまたま手が空いていた若手が私だったということかも知れません」

　律子の機嫌を損ねないように、慎重に言葉を選びながら話す。しかし、彼女の表情は晴れず、気難しい様子で眉をひそめている。

（うーん、難しいな……）

　明日菜は心の中で嘆息した。

　律子にとって明日菜の抜擢が不愉快なのは分かるが、明日菜は勝ち負けにこだわるつもりはない。任されたことだから、仕事として精一杯やりたいのである。

　だから下手に庇うよりも、正直に事実を述べる方が得策だろうと判断したのだが、逆効果のようだ。

　この場を切り抜けるため、明日菜は、話の方向性を変えてみる。

「あのっ……私、文系学部出身なので、知識的には未熟な部分が多くて。だからその分、バイタリティで挽回したいと思っているんです」

　明日菜はすかさずフォローした。律子は理系で大学院卒だ。自尊心をくすぐるだろう。

「そうなのね。まぁ……あなたが専門外の分野で奮闘しているのは、率直に言って偉いわ。私が気になっているのはね、プロジェクトそのものより、黒岩部長のことなの。……黒岩部長は優しい？　彼ってすごくミステリアスよね。何が好きなのかしら？」

　律子は納得した様子で顎に手を当てた。そして史也のことに話題を移してくる。

（今度は黒岩部長の話？　ど、どうしよう……）

　慌てた明日菜は、やや早口で史也についての知識を披露する。

「えっ？　うーん、そうですねぇ。ずっと陶芸を続けていらっしゃるみたいですよ」

　明日菜だってまだ史也と付き合い始めて日が浅い。軽く答える程度でお茶を濁した。

「ああ、陶芸趣味は有名ね。彼らしい、文化の香りがする趣味だわ。……加原さん、一つだけ忠告しておくわ。黒岩部長を好きになるのは止めておきなさい」

　突然、律子は真剣な表情になり、声をひそめて言った。

（ええっ？　どうしていきなりそんな展開になるわけ？）

　明日菜はドキッとして身をすくませた。社内では二人の関係を隠している。

　どこかに勘づかれる要素があっただろうか。

「どういう意味ですか？」

　戸惑いながらも聞き返すと、律子はさらに顔を近づけてきた。周囲に聞かれないよう配慮したようだ。

「彼、実は女癖が悪いのよ。一人の女性と続いているのを見たことがないもの。社内では交際を隠すから、話は広まらないけれどね」

　明日菜は息を呑んだ。誠実な史也には似合わないイメージだ。しかし、明日菜も彼と秘密の交際をしているから、気が気ではない。

「本当ですか？　信じられません」

　明日菜の否定の言葉に、律子は溜め息を吐き両手を広げた。

「は～。やっぱり若手は何も知らないのね。ある程度キャリアのある女子社員の間では常識よ」

　断定口調で言われると、何も言い返せない。

（でも、本当にそうなの……？）

　たしかに史也は外見も良く、仕事もできる。女性から声をかけられることもあるだろう。しかしだからといって、一人の女性と長続きしないなどということは、性格的に考えづらい気がした。

（とはいえ、大滝さんが嘘をつく理由もないのよね……）

　明日菜は悩んだ末に、律子の忠告を無難に受け入れることにした。

「分かりました。気をつけます」

「良かった。きっとそのうち分かると思うわ」

　律子はほっとした表情になり、自分のロッカーに向かっていった。後ろ姿が少し得意げに見える。もしかしたら、本当の目的はプロジェクトの件ではなく、史也の噂を吹聴することだったのかもしれない。

（……でも、大滝さんがなぜ、あんなことを？）

　その日ずっと、明日菜の心は落ち着かなかった。史也を心から信頼しているがゆえに、女癖が悪いなどという噂は信じられなかったのだ。
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　明日菜と史也が恋人として振る舞うのは、週末限定だ。しかもお互い仕事が忙しいから、新春青空市へ行って以降のデートは、駅前で買い物をしたり、映画館へ行ったりする程度。

　ひそかに付き合っているから、職場には知られていない──と明日菜は思っている。

（秘密の関係って、ちょっとドキドキしちゃうなぁ）

　二人は仕事とプライベートをきちんと分けている。とはいえ、時々会議中に目を合ったり、エレベーターで偶然に乗り合わせたりすることはあるものだ。そういうときは決まって胸が張り裂けそうになるのだが、史也は硬い表情を和らげて微笑んでくれる。

　そういう奇跡的な瞬間に、明日菜は胸を高鳴らせた。そして、仕事への意欲がより一層沸いてくるのだ。

　明日菜にとって史也は、仕事の活力剤である。

（黒岩部長と付き合い始めてから、仕事にもハリが出てきたなぁ）

　明日菜が珈琲を淹れるために給湯室を訪れたら、史也はマグカップを片手に出てくるところだった。

　さりげなく目配せすると、史也は微笑み、明日菜の手にそっと触れる。そして耳元で「頑張って」と言って去っていった。

　ドキン、と胸が高鳴る。こういう恋人らしい仕草には、まだ慣れそうにない。

　ウキウキした気分のまま給湯室に入ると、行成がいた。彼は社内で珈琲マニアとして知られている。

　給湯室には従業員向けの福利厚生として珈琲マシンが備えつけられているが、彼は自ら用意したこだわりのドリップパックで珈琲を淹れているため、少し時間がかかるのだ。

　行成を横目に明日菜がマグカップを珈琲マシンにセットしてボタンを押すと、部屋に芳しい香りが漂った。

「加原さん、史也と最近、ますます仲が良いね。トドロキスターの件があるからかな。……って、あれ？　そのマグカップ、史也が習っている陶芸の先生の作品じゃない？」

「えっ、これ……ですか？」

「うん。俺は詳しくないんだけどさ、色合いとかシルエットがそれっぽいっていうか……もしかして、史也と加原さん、付き合ってる？」

　突然、痛いところを突かれて、明日菜は心臓がドキンと飛び出しそうになった。

「なっ……何をっ……！」

　行成が満面の笑顔で軽口を叩いたものだから、明日菜は大きく目を見開いて固まってしまう。

「やっぱり、俺の想像通り！」

「いやいや、違いますって！」

　明日菜は慌てて否定するも、顔は真っ赤だ。

「でも、さっきもここを出て行く史也と親密そうじゃなかった？　まるで恋人同士みたいに」

「……たまたまですっ」

　明日菜は少し俯き加減で、居心地悪そうに答える。

「いやいや、違うでしょ。どうみても心が通じ合ってるじゃん」

　行成は、からかうように言った。

「そ、そうでしょうか？」

　複雑な表情で、明日菜が問いかける。律子の件もあり、最近の明日菜には他人の目を気にしている余裕はなかった。

「そうだよ。……まぁ、あいつ、分かりやすすぎるからなぁ。加原さんも史也と目を合わせただけで顔が赤くなるし。トドロキスターの件で、来週、出張なんでしょ？　いいな～二人きりの出張！」

「そ、そ、それは……！」

　明日菜は顔の前で手をぶんぶんと振って否定した。もうバレバレである。

「ごめん、言い過ぎた。俺は加原さんと史也、お似合いだと思うよ。後で史也にも聞いてみる。応援してるから、頑張ってね」

　そう言って行成は顔の前で手を合わせると、淹れたての珈琲を手に、給湯室を出て行く。

（やだっ、赤池さんには全てお見通しってわけ……？）

　赤く染まった頬を両手で挟みながら、明日菜は行成の後ろ姿を見送るのだった。
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　その週末は、青空市で約束した陶芸体験の日だった。陶芸教室は史也の自宅マンションのほど近くに位置する、古民家をリノベーションして造られたアトリエである。

　がらんとした広い板の間に、長方形の作業机が置かれている。陶芸に使うという粘土や道具は、机上にあらかじめ用意されていた。

　席に着いているのは明日菜と史也の二人で、講師の高橋が前に立っている。教室内には他に三人ほど生徒がいたが、離れた場所で真剣にろくろを回すなど、一人一人が集中して作業をしていた。

「私にも上手にできますかね？」

「心配はいらないよ。高橋先生は教えるのが上手だ。それに今日は、僕も一緒に同じ物を作るから」

　史也は笑顔で答えた。彼は社会人になってから陶芸に目覚め、二ヶ月に一度程度、この陶芸教室に通っているらしい。青空市に出展していた友人の高橋は史也の師匠に当たる人物で、この教室を開いた大先生の孫なのだという話だ。高橋は史也と同世代で、自ら陶芸作品を制作して販売する他、週末には教室で指導して、陶芸文化を広める活動をしているらしかった。

「楽しみです」

　明日菜はわくわくしながら作業机前の椅子に座った。すると、史也の友人の高橋が説明をしてくれた。

「では、今日はお皿を作っていきましょう」

　高橋の指示に従って粘土を丸め、棒で伸ばしていく。手で捏こねて形を整えて皿を作るのだ。

　その後、何日もかけて乾燥させ、釉薬をかけつつ高温で二度焼くと完成らしい。受け取りは一ヶ月半後だとのことで、気の長い話であるものの、それだけに楽しみが増していきそうだ。

「あれれ？　私の方、厚さが均等じゃないですね」

　でこぼこのいびつな形に引き延ばされた粘土を前に、明日菜は溜め息を吐く。

「大丈夫だよ。時間はいくらでもあるから、もう一度やってみて。なるべく両手で同じように力をかけること。もちろん、それが難しくもあるけれどね」

　史也は微笑み、粘土をふたたび球体にまとめた。

「なるほど。ありがとうございます！　頑張ります」

「うん。一緒にやっていこう」

　史也は隣で見守りつつ、自分も粘土を伸ばしていく。

（緊張する……）

　明日菜はドキドキしながら手を動かし続けた。最初は力加減が難しく、棒で伸ばした粘土がいびつになってしまったりもしたが、だんだんとコツを掴んできたようだ。徐々に真円に近い形になってきた。

「土台としては良い感じですね。それでは、縁ふちの部分を少し立ち上げるように折っていきましょう。良い高さになったら、縁が倒れないようにこれをお皿の外側から差し込むように並べて、支えてあげてくださいね」

　先生は小さな三角形の陶器をいくつも持ってきた。なるほど、これらを縁の下に差し入れて、お皿の形を固定させるというわけである。

「分かりました。……ちょっと難しいかな。でも、面白いです」

　真剣に指先を動かしつつ、明日菜は作業を進める。史也も上機嫌だった。

「やってみると意外と難しくて、奥が深いだろう。僕もそんなところに惹かれたんだ」

　史也は楕円形の深いお皿を作っていた。明日菜と同じ材料を使っているのに、仕上がりは美しい。器用に整形していく様子は、見ていて惚れ惚れしてしまう。

（かっこいいなあ……）

　デートし始めてからというもの、史也を好きな気持ちは日増しに大きくなっていった。一緒にいて楽しいし、安心感がある。

　史也は職場ではクールに振る舞う〝鬼上司〟な史也だが、二人きりのときにはまるで少年のように無邪気で優しく、愛情深い。彼の二面性はいわば〝ツンデレ〟だった。彼の二つの顔に、明日菜は首ったけになっていった。

「二人とも順調ですね。では仕上げに、竹串でお皿にサインを入れましょう。それから釉薬を選んでください。サインと釉薬は、この紙に記入してお皿の下に置いておいてくださいね。粘土をしっかりと乾燥させた後、釉薬をかけて高温で二度焼けば完成です」

　記入用紙とペンを手渡し、高橋は去っていった。教室の窓際に釉薬ごとの仕上がりを示した見本のお皿が並んでいる。

「楽しみだね。どの釉薬にするかは決めた？」

　ペンを片手に持ち、史也は尋ねた。

「私は、ちょっとシックな雰囲気にしたいと思うので〝織部〟がいいなと思っています」

　抹茶のような深く濃い緑色に惹かれて、明日菜は釉薬を選んだ。

「なるほど。……あの、僕も同じにしていいかな？　加原さんとお揃いにしたくて……」

　遠慮がちに、史也は続けた。

「もちろんです！」

　その様子がなんだか可愛らしくて、明日菜は思わず顔をほころばせた。





　＊　＊　＊






「ちょうど近くにあるから、今夜は、我が家で呑んでいってくれ。行成もたまに来るんだ。簡単なつまみの材料は買ってあるから」

　陶芸体験を終えると、史也はそう言って明日菜を自宅マンションへ誘った。

　最寄り駅から十分ほどの場所にあるマンションの最上階にある１ＬＤＫである。都会的で洗練されていて、一人暮らしにしては広々とした間取りだった。インテリアはモノトーンでまとめられ、窓際には美しい緑の観葉植物──モンステラの鉢が置かれている。

「わ～、素敵なお部屋ですね。黒岩部長のイメージ通りです！」

　初めて恋人の家を訪問するだなんて緊張しそうなものだが、陶芸教室でかなり気分が解れていたため、明日菜は最初からテンションが高い。

「ありがとう。そこに座っていて。食べ物とアルコールを用意するから」

「私もお手伝いしますよ！」

　さっそく二人で準備を始めた。明日菜はテーブルに食器やカトラリーを並べ、史也はキッチンでおつまみを作る。明日菜の来訪に備え、史也はワインやビールを購入したようである。

　十分ほどで、テーブルには料理が並んだ。ルッコラとリコッタチーズのサラダ、じゃがいもとベーコンのピンチョス、小エビとブロッコリーのアヒージョ。バジルとじゃがいものピザは有名店の冷凍食品を温めたものだが、なかなか洒落た見た目である。

「すごい！　どれも美味しそうですね」

　明日菜が感激のあまり顔の前で手を合わせると、史也もパッと顔を明るくした。

「ありがとう。加原さんとゆっくり過ごしたかったんだ」

　微笑みながら、史也はグラスにスペイン産の赤ワインを注いでいく。

「じゃあ、乾杯しようか」

「はい……今日の二人に、乾杯！」

　二人はグラスを合わせると、ワインを一口呑んだ。

　フルーティーながら奥深い味わいが、口の中に広がる。

「美味しいですね！　私、このワイン、好きです」

「良かった。僕も気に入っているんだよ。存在感バッチリなわりに呑みやすいから。好みに合ったようで、何よりだ」

　二人はその後、色々な話をした。職場の噂話から、食やお酒の好み、そして学生時代の話題まで。高校まで地方の公立共学校へ通っていた明日菜と、都会の私立男子校出身の史也では、部活や学校行事の内容も違っていて、なかなか興味深い話を聞ける。

（なんだか今夜は、二人の距離が縮まった……かも？）

　グラスを片手に料理をつまみながら、明日菜はそんなことを考えていた。

「昔から明るくて楽しい人だったんだね、加原さん」

「細かいことを気にしない性格なんですよ。高校までテニス部で、大学に入ってからは練習がきつくないテニスサークルに入りました。で、そこで宴会の仕切り方も覚えて、社会に出ても役に立ってます」

「年末のクリスマスパーティーの司会も、素晴らしかったもんね」

　二人が深い仲になった夜の話を、史也はうっとりとした表情で出した。

「そう言っていただけて何よりです。もう何度も話しすぎて持ちネタのようになっていますが、私、大卒で、しかも文系でしょう？　知識面では足りない部分が多いですから、他の部分でカバーしていきたいんですよ。だからクリスマスパーティーの夜は、はりきっていたんです。あ、黒岩部長、お酒が足りていませんね」

　史也のグラスにワインを注ぎながら、明日菜はにっこりと笑った。

　頭をよぎるのは、大滝律子のことだ。彼女は理系の大学院卒で、明日菜より社歴も長い。彼女のような社員は他にもいる。それでも史也は、明日菜を新プロジェクトの展開に抜擢してくれたのだ。自分ができることで、営業成績に貢献したかった。

　──と、クリスマスパーティーの話題に移ったら、史也の表情が少し陰った。

「ありがとう。……あの、改めて聞きたいのだが……」

「なんでしょう、黒岩部長？　言ってください」

　口ごもってしまった史也に、明日菜はその先を促す。

「……その、聞きにくいのだが……加原さんは、なんであの夜、あんなに積極的だったんだ？」

　史也はグラスを右手に持ったまま、左手で眼鏡の位置を直した。よくよく見ると、彼の頬が少し赤くなっている。

「それは……」

　明日菜は言葉を詰まらせる。酔って気持ちが大きくなったことが原因だろうが、記憶にないため説明が難しい。

「君に迫られて、正直なところ驚いたよ。仕事ではそんな素振りは見せなかったし、はっきりと好意を示してくれたことはなかったから」

「はい……実は、あの、私、新人の頃から黒岩部長の手腕に憧れていまして……気づいたら、その……異性としても意識していました。ただ、仕事できちんと評価されたいから、隠していたんです。あの夜は本当に申し訳なかったです。酔っぱらって大胆になってしまったみたいで」

　明日菜は恥ずかしくなって俯いた。真面目な部下がいきなり抱きついてきたのだから、史也としてはさぞかし戸惑っただろう。

　その反応を見た史也は一瞬ためらってから、言葉を続ける。

「謝らないでいいよ。僕は嬉しかったんだ。君も僕と同じ気持ちなんだと知って」

「……はい？　同じ気持ち、ですか？」

　史也の言葉に驚いて、明日菜は顔を上げた。

（と、いうことは、つまり……）

　ゴクリと唾を飲み込む。

「ああ、同じ気持ち……その通りだ。何年も前から、僕は君のことが好きだった」

　史也は明日菜を見つめて言った。眼鏡の奥の瞳は、真剣そのものだ。普段の〝鬼上司〟の冷徹さは消え、素顔の優しさが垣間見える。

「えっ、黒岩部長が、ですか!?　私と、同じ気持ち……好きだった、と？」

　史也の言葉の意味を理解した明日菜は動揺し、思わず両頬を両手で包んだ。

（つまり、私たちは前から両思いだったってこと……？）

　そう思った瞬間、顔が真っ赤になり鼓動が速くなった。明日菜は史也の言葉を嬉しく思いつつも、後ろめたさを感じていた。

（両思いだったのに……。処女の癖に黒岩部長に迫って、自分から処女を捨ててしまった。初めてなのに、なんにも記憶がないだなんて……）

　涙が出そうになったとき、史也は微笑んで言った。

「そうだよ。ごめん、交際の申し込みをしてデートまでしているのに、君を好きになるまでのこと、はっきりと伝えていなかったね。君が営業部の新人として配属されたときは、上司の務めとして目配せをしていた。……そのうちに、いつも前向きで一生懸命な君を、いつの間にか目で追うようになっていた」

「ええっ！　正直、まだ会社にそこまでの貢献はできていないので、恥ずかしいですっ」

　明日菜は自分の頬を両手で包み、過去に思いを馳せた。仕事や社内行事での様々な思い出が頭を駆け巡るが、気合いで突き進んでいた一挙手一投足が史也に把握されていたとしたら、顔から火が出る思いだ。

「ごめんね。こっそり見ていたなんて、僕も恥ずかしくて言い出せなかった。交際までの順番は普通と違ってしまったけれど、これからゆっくり関係を深めていこう」

　そっと重ねられた彼の手のひらが熱い。

（ああ、黒岩部長……やっぱり心の底から信頼できる人！）

　明日菜は改めて実感する。ライバルである大滝律子から吹き込まれた噂が胸をよぎるが、やはりあれは誤解だろう。

「はい。私も、そうなりたいです」

　明日菜は涙ぐみながら微笑んだ。

「加原さん……キスしても、いいかな？」

「……ここで、ですか？」

「ごめん、寝室へ行こうか？」

　甘く深いテノールの声で誘われれば、明日菜は拒めない。手を引かれて、立ち上がる。

（黒岩部長の寝室？　どんなところなのかしら）

　手を引かれるまま、明日菜は史也の寝室へと向かう。

　モノトーンを基調としたモダンな室内に、セミダブルのベッドが置かれていた。

「ここで、黒岩部長は毎日眠っているわけですね」

「ああ、そうだ。今夜は加原さんと眠りたい……駄目かな？」

　史也は明日菜の髪を指に絡ませながら尋ねた。

　明日菜の瞳は潤み、頬も上気している。

「だ、駄目じゃないですっ」

　ゴクリと唾を呑み、明日菜は答えた。

　その瞳を見つめ、史也は微笑んだ。彼は明日菜をベッドに押し倒し、ゆっくりと顔を近づけていく。

「いくよ、僕のお姫様」

　二人の唇が重なる瞬間、明日菜は彼の首に腕を回し、抱きついた。

「んっ……」

　明日菜は自ら舌を差し出す。舌先同士が触れ合い、絡み合う。史也の舌が、赤い唇を割って明日菜の口の中に入ってきた。

「んんっ、はぁ……っ」

　互いの唾液が混ざり合い、飲み下す。史也の舌の動きに合わせるように、明日菜も自分の舌を絡ませていく。

「んむっ……はぁっ」

　息継ぎの合間に、二人の甘い吐息が漏れる。濡れた唇から、唾液が零れた。

（ああ、もうダメ……）

　もう我慢できないというように史也の手が動き出し、明日菜の身体を撫で回す。

「んっ、あん……っ」

　ニットを捲り上げられて、明日菜は声を上げた。

　ブラジャーに包まれた乳房が露わになる。

「可愛い下着だね」

　そう言いながら史也は背中に手を回し、ホックを外す。

　支えを失った胸がぷるんと揺れて飛び出した。

（あぁ〜、恥ずかしい……！）

　史也は銀縁眼鏡の奥から、明日菜の白い胸をじっと見つめている。

「加原さん、触れてもいいだろうか？」

　遠慮がちに、史也は尋ねた。

（今さら、それを聞きます……？）

　ほんのり頬を朱に染めて確認する史也の律儀さに、明日菜はドギマギした。

「ええ、どうぞ」

　明日菜が頷くと、史也は彼女の胸に手を伸ばした。

「柔らかいね」

「……あ、ありがとうございますっ」

　優しく揉まれ、明日菜は小さく喘いだ。

「あんっ」

　それから史也は、明日菜の胸に顔を埋めた。

「ひゃっ！」

　突然のことに驚き、明日菜は思わず声を上げる。史也は明日菜の乳首を口に含み、舌で転がし始めたのだ。

「あっ、やぁっ、だめぇっ……！」

　もう片方の胸は指先でクルクルと乳輪に沿って触れられ、もどかしい刺激を与えられる。

（ああっ、恥ずかしい……でも、黒岩部長、ちょっと可愛いかも）

　明日菜は自分の胸に顔を埋める史也の頭を撫でた。欲望に正直に求めてくる彼が愛しい。職場では見せない姿に触れられる自分は、特別な存在なのだという気がしてくる。

「綺麗で、すごく柔らかいね、加原さん」

　彼の手が明日菜の腰のラインをなぞり、太ももまで伸びてきた。

「あっ、駄目ですっ」

　さわさわと撫で回す動きがくすぐったくて、明日菜はたまらず腰を浮かせた。

「何が、駄目なのかな？」

　穏やかな声音で意地悪をいいながら、史也は太ももを撫で回し、尻肉をスカート越しに優しく掴んだ。

　そうする間にも、乳首をチュッチュッと吸う仕草は止めない。

「ああっ、それはぁ……っ！」

　自然と喘ぎ声が漏れる。

　性感帯を同時に攻められて、身体の奥からじわじわと快感がせり上がってきた。

　明日菜の身体は正直で、腰は無意識に揺れ、彼の下半身に密着してしまっている。

　秘所からは愛液が溢れ出してきていた。

（どうしよう、いつもの私じゃないみたい……こんなの、嫌！）

　そう思う一方で、身体はさらなる快楽を求め、子宮の奥がキュンと疼く。

　まるで男を誘うかのように、腰が小刻みに震えてしまう。

　明日菜の思いを察したのか、史也の手が股間に伸びてきた。スカートを捲り上げ、ショーツ越しに、恥肉をゆっくりと撫で回す。

（ああ、そこっ……）

　明日菜の秘所はもうすっかり濡れ、無意識のうちに史也の手を両太ももで挟み込むように動いた。

「触れてほしい？」

「え？　ええ……お願いします」

　どうせもう、処女ではないのだ。明日菜はそっと視線を下ろし、小さく頷いた。

（恥ずかしすぎるっ……！）

　そんな思いとは裏腹に、明日菜の秘所はさらに蜜液を分泌させる。

「では、失礼するよ」

　そう言って、史也は人差し指と中指を使って、ショーツの上から割れ目を擦り上げた。

「あ、ぁあっ！」

　その瞬間、快感に襲われる。大きな声が出て、慌てて口を押さえた。

（私ったら、なんて声を出してるの！）

　明日菜の顔が一気に真っ赤になる。恥ずかしくてたまらないはずなのに、興奮していた。

（やだ……感じちゃってる……）

　意識したら、余計に恥ずかしくなってしまった。心臓が高鳴っている。きっと顔も真っ赤になっていることだろう。

（でも仕方ない……好きな人に触れられているんだもの）

　心の中で言い訳をしながら、明日菜はもう一度史也の方を見た。彼は愛おしそうに明日菜を見つめ、指を動かしている。

　ショーツに染みた愛液が、彼の指をじっとりと濡らす。そのことに気づき、明日菜はますます興奮した。

（あぁ、私のエッチな汁で濡れてるっ……お願いだから、もう溢れさせないで……！）

　明日菜は祈るような気持ちだ。だが、悩ましく眉根を寄せた明日菜を見て、史也の手の動きはむしろ大胆になっていく。

「んっ……」

　時折、布越しにクリトリスに当たる指先がもどかしい。早く直に触ってほしいが、そんなことはもちろん、口に出せない。

（だめよ！　これ以上は我慢しないと……！）

　そう思いつつも、明日菜の視線は自然と下腹部へ向いていく。スカートは腰へ向けて捲り上げられ、ストッキングに包まれた脚の付け根には、ショーツがくっきり浮かび上がっている。

（こんなのを見たら、もう我慢できない！）

　明日菜は自ら脚を開いていった。

　史也はクスリと笑うと、ショーツの中へ手を入れ、恥丘に直接、手を這わせる。

「知っているよ。ここが加原さんの、気持ちいいところだよね？」

　人差し指を秘裂にそっと這わせる。密やかな花弁を左右にかき分ければ、クチュリといやらしい音がして、強い快感に襲われた。

「あっ……やぁんっ！」

　自分でも驚くほどの大きな声が漏れて、顔から火が出るかと思うほど恥ずかしかった。

　それなのに身体は正直だ。

　もっともっとしてほしいと言わんばかりに、腰を突き出してしまう。

（ああぁっ、こんな恥ずかしいことしたくないのにぃ……）

　もう完全にスイッチが入ってしまっている。もはや自分で止めることはできなかった。

「はぁ……ん」

　吐息混じりの声が口から漏れる。身体の奥底から熱いものがこみ上げてきた。

（初めての夜も自分から迫ったみたいだし……私ってなんて淫らなの……）

　自覚はあるのだが、どうしようもないのだ。今はただこの快楽に身を任せていたかった。

「加原さん……いいよ。もっともっと、気持ちよくしてあげる」

　耳元で囁きながら、史也は愛撫を続ける。花芯をクリクリと捏ねられれば、呼応するように腰がビクビクと跳ね上がった。

「ああっ、もう無理ぃ……そんなにされたら、壊れてしまいますっ」

　強すぎる快感に涙を流しながらも、明日菜の顔は蕩けている。口の端からは唾液が流れ出しているが、拭う余裕すらない。

「いいよ。僕の手で壊れたとしたら、必ず直してあげる」

　史也は指先で包皮を剥き、花芯を転がすように刺激してきた。

　規則的な強い快感が、明日菜をさらに蕩けさせていく。

「ひっ……！　ああっ、イクッ、いっちゃいます……！」

　明日菜はあられもない声を上げ、背中を弓なりにしならせて達した。

　快楽の波が濁流のように明日菜を襲い、呑み込んでいく。

　秘所からはしとどに蜜が溢れ、シーツを濡らした。

　じっとりとした汗が全身に浮かび、先ほどまでピンと張っていた爪先は脱力しきってベッドに投げ出されている。

　もう何も考えられない。絶頂に導かれた満足感が、全身を支配していた。

「はぁ、あぁ……」

　明日菜は肩で息をした。全身汗まみれになり、髪は頬に張りついている。顔は涙や涎でぐちゃぐちゃになっていたが、細かいことを気にしている余裕はない。

「ふふ、加原さん、すごく可愛かったよ」

　言いながら、史也は指を引き抜いた。ぬらぬらと光る指を、眼鏡の奥からそっと見て、それから明日菜へと視線を移した。明日菜が自分の愛撫で絶頂を迎えたことに、満足しているようだ。

「ありがとうございます……あぁっ」

　明日菜は小さく喘いだ後、ぐったりと脱力した。

（ああ、黒岩部長をもっと感じたい）

　一度、快楽の頂にまで引き上げられたことにより、明日菜の身体は貪欲さを増していた。

「黒岩部長、お願いします。……次は、あなたと一つになりたいです」

　熱っぽい視線を向けながら懇願すると、史也は目を見開いた。

「……いいのかい？」

　ためらったのは、ほんの一瞬。史也は眼鏡を取ってサイドテーブルに置いた後、ゆっくりと覆いかぶさってくる。

　いよいよ待ち望んでいた瞬間が訪れると思うと、期待感で胸が高鳴った。

　だが──次の瞬間、明日菜は信じられない言葉を耳にする。

「無理、しなくてもいいよ？」

「……え？」

　どうしてそんなことを言うのだろう。史也の予想外の答えに驚いた。

　明日菜が呆然としていると、史也は困ったように笑った。

「だってまだ処女だろう？　初めてが痛かったら、可哀想だよ」

「……え？　処女？　だって私、初めてのあの夜に黒岩部長に処女を捧げたはずでは……」

　明日菜は混乱しながらも反論する。

　すると史也の顔が、徐々に赤くなっていく。

「酔い潰れた君の処女を、僕が奪うわけがないだろう！」

　きっぱりと言い切られてしまい、思わず言葉に詰まる。言われてみればその通りだ。自分が逆の立場でも絶対にやらないと思うし、何より彼はそんな無責任なことをするような人間ではないはずだ。

（ちょっと待って！　つまり私、今までとんでもない勘違いをしていたってこと……？）

　恥ずかしさのあまり顔から火が出そうだ。穴があったら入りたい気分だ。いや、いっそのこと彼の立派なモノで、穴を埋めてほしい。

「ああっ、すみません。その……ですよね！　私ったら、なんて破廉恥な思い違いを！」

　明日菜は自らの頬を両手で包み、ギュッと目を瞑った。

「加原さん、あの夜のことを覚えていないんだね？　……いや、本当に申し訳ない！　少しは記憶があるものだとばかり思っていた。あの夜は、酔っぱらって僕に迫ってきた加原さんをなんとかなだめて、同じベッドで寄り添うように眠ったんだ。処女を捧げたいと、君は言っていたが……前後不覚な女性を、抱けるわけがない。だから僕からは指一本、触れていないよ」

　史也は心底申し訳なさそうに謝ってくる。

「いえ、いいんです。悪いのは記憶がないことを話していなかった私ですから。すみませんでした」

　明日菜はしゅんとして謝った。

「謝らないでくれ。そもそもの責任は、あの夜の経緯を君に説明しなかった僕にある」

「そんなことありませんっ！　介抱していただいた上にそこまでしていただく義理はありませんよ。悪いのは私です」

　真剣な表情で謝り合った後、二人は顔を見合わせて笑った。

　なんだか付き合いたてのカップルの痴話げんかのようだが、こういうやりとりも悪くない。

「あの、それでですね」

「うん？」

「できたら今夜、処女喪失させてくださいませんか？」

　切実な眼差しで、意を決して明日菜は頼み込む。

（ああ、とうとう言ってしまった！）

　心臓がバクバクと脈打っている。緊張と不安がない交ぜになって押し寄せてきた。

「……いいのかい？」

　眼鏡を外した史也の瞳は驚きに見開かれ、ゴクリと喉を鳴らした。

「もちろんです！　私の初めては……やっぱり黒岩部長にもらってほしいですから」

　言い終わるや否や、そっと抱きしめられる。温かい腕に包まれて、たまらなく幸せだ。

「……分かった。任せてくれ」

　額にキスをされた。たったそれだけのことなのに、胸の奥がキュンとする。早く抱いてほしいという欲望が溢れ出して止まらなかった。

　史也は仕切り直して、明日菜をそっと抱き寄せた。

　緊張してくるが、これから初体験を迎えると思えば当然かもしれない。

「焦ることはないよ。僕らには時間があるのだから、ゆっくり進めばいいさ」

　史也は優しい口調で続ける。

「それに、僕は嬉しいよ。僕が加原さんの最初の男になれるのだから」

　明日菜は胸が締めつけられるような思いがした。

「……ここにいるのが、黒岩部長で良かったです。私の、最初で最後になってください」

　喉から絞り出すような声で、明日菜は懇願した。

「嬉しい言葉だな。大丈夫？　怖くはないかい？」

　心配そうな顔で尋ねられて、明日菜は少し考えてから答えた。

「大丈夫です。心の準備は万端です」

　その言葉に、史也は目を丸くする。

　我ながら大胆な言い切りだが、本心なのだ。すでに覚悟はできている。

「そうか、それならいいんだが」

　明日菜の反応に、史也もまた興奮したようだ。

　膝立ちになり、スラックスの前をくつろげる。

　──そこから飛び出したモノを見て、明日菜は思わず目を見張った。

（す、すごい……大きい）

　史也の剛直はすでに勃ち上がり、血管を浮き上がらせている。先端からは透明な液体が溢れ出し、竿を伝って根元まで垂れていた。ぬらぬらと光る様がなんとも卑猥で、明日菜はゴクリと喉を鳴らす。

（これが今から私の中に入るんだ）

　そう思うと子宮の奥が疼いた。早く欲しいという気持ちを抑えつつ、おそるおそる手を伸ばす。指先で触れるとビクンッと脈打ったのが分かった。

「加原さん？　あの……嫌ならやめるから、ね？」

　明日菜が男性器を観察する様子を、真面目な史也はためらいと勘違いしたようだ。

「いっ、いいえ！　あの、その……黒岩部長の身体に、興味があって……すみません、私の身体も、こんな風になっています……」

　ためらう史也の手を掴んで、自分の方へ引き寄せた。

　明日菜は自分の秘所に手を伸ばし、自ら割れ目を開いて、史也へ見せつける。

　そこはひくつき、挿入を待ち望んでいるかのようだった。

「加原さん……たしかに濡れているね。嬉しいよ」

　明日菜の導きを得て、史也の表情が変わった。余裕のない表情にドキリとする。

（きっと黒岩部長も、我慢してくれていたのね）

　そう思うと嬉しくなった。

「少し待ってね……いくよ、加原さん」

　ベッドサイドの引き出しから取り出した避妊具を手際よく肉茎に装着すると、史也は明日菜の膝に手をかけ、左右に割り開く。

　潤んだ秘裂に亀頭を押しつけ、慣らすように往復させていく。

「っ、んんっ、もうっ……来てください……あっ」

　もう一秒たりとも我慢できず、明日菜は縋るように言った。

「それでは、入るよ」

　明日菜の表情を見ながら、史也は腰を進める。明日菜はゆっくりと貫かれていく。

「あっ……！」

　身体の奥を押し上げられるような感覚に襲われ、明日菜は息が詰まる。

　だが、決して痛くはない。

　史也の肉茎が奥へ入っていくほどに、不思議な多幸感に包まれていく。

（痛いけど、気持ちいいかも……）

　彼を見上げると、目が合った瞬間にキスされた。ちゅ、ちゅ、と軽くついばむような口づけを、抽送に併せて繰り返される。

　徐々に心地よさが増し、唇は彼と自分の唾液でぬらぬらとした光沢を帯びた。

「痛くない？　大丈夫？」

「はいっ、大丈夫です……気持ちいいっ……ああっ！」

　甘い痺れが身体の奥を満たしていく。それは徐々に大きくなっていき、頭の中が白く塗りつぶされていった。全身が震え、膣壁が収縮する。

　膣内に入っている肉茎も、大きく膨らんだ。

「僕もたまらなく気持ちいいよっ、加原さん」

「私もっ、私もぉっ……ああんっ！　すごぉい……」

　もう何も考えられないくらいに気持ちが良い。もっともっと欲しいと思ってしまう。最奥まで打ちつけると、今度はゆっくりと引き抜かれる。

　膣壁を擦る感覚が心地よくて、背筋が震える。最後に膣口に亀頭が引っかかるようにして止まれば、もうそれだけで達してしまいそうになるほどだ。

（こんなの、気持ちよすぎて……おかしくなっちゃうよぉ……！）

　明日菜の表情を観察しながら、史也はリズミカルに腰を動かす。

「あぁっ、んっ……ああっ！」

　最初はゆっくりだったストロークは次第に速さを増していき、それに合わせて明日菜の身体も揺れ動く。結合部からは愛液が飛び散り、シーツに染みを作っていく。

「加原さん？　大丈夫？」

「はいっ、っ、……あぁん、すごいっ、奥、当たってますっ……！」

　一番感じる部分を擦られると、目の前に火花が散った。

　史也の腰に自らの脚を絡め、もっともっと深くつながろうとする。

「ここ、好きだろう？」

　囁きながら、史也は幾度も同じ場所を突く。

　そのたびに明日菜の身体は、快感の雷に打たれたように震えた。

　もはやまともに思考することもできず、頭に思い浮かんだ思いをただ口にしてしまう。

「っ、あ、ああっ……すきっ、好きですぅ、そこ、もっと突いてぇ」

　冷静なときは顔から火が出そうな台詞を、明日菜は蕩けた顔で口にした。

「素直だね。いいよ、いっぱい可愛がってあげる」

　史也の表情にはもはや余裕がなく、瞳には職場では見せない劣情の炎が燃えている。

　彼が自分を欲している事実に昂ぶり、明日菜もまた彼を求めていることを実感した。

　史也は明日菜の腰を掴み、力強いストロークで責め立てる。

　緩急をつけて突き上げられ、明日菜は髪を振り乱してよがり狂った。

「んっ、やぁっ、気持ちいいっ……ああぁん！」

　快感の波が寄せては引き、だんだんと明日菜を追い詰めていく。

　そしてついに限界が訪れて──。

「だめぇっ、イッちゃう、イクッ……イクぅぅううっっ！」

　史也の腕をギュッと掴みながら、明日菜は絶頂を迎えた。

　全身の穴という穴から汗が噴き出し、両脚がガクガクと揺れる。

　膣壁が収縮し、史也の肉茎を締めつけた。

「僕も……もう限界だ」

　快感は身体のつながりから連動するようで、史也も全身を震わせる。

　剛直から熱い飛沫が放たれ、避妊具が重くなった。

（ああ、幸せ）

　愛する史也の肩を抱きながら、明日菜は恍惚とした表情で余韻に浸る。

　この日以降、二人の絆は、より強く結ばれたのであった──。
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　翌週、史也と明日菜は地方の取引先を訪問した。一泊二日の出張、普段はオンラインでやりとりしている企業の担当者との、初顔合わせである。

　遠距離出張は初めてのため、明日菜は資料の準備を入念にして、気合いを入れて臨んだ。空港に集合して飛行機で一時間、そこから取引先企業がある駅まで直行して、宿泊予定のビジネスホテルにチェックインした。

　部屋に荷物を置いて、打ち合わせへと向かった。

　初対面の相手に緊張したものの、手応えは上々だった。

（上手くいって良かった～！）

　新規プロジェクトであるトドロキスターの紹介もしたところ、先方はかなり興味を持っているようで安心した。

　打ち合わせを終えて取引先を出たのは、日がとっぷりと暮れた後。

　ようやく目的を果たせて、明日菜は道すがら、溜め息を吐く。

「ふぅ～、緊張しましたね」

「そうか？　加原さん、楽しそうに話していたじゃないか」

　眼鏡を直しながら、史也は微笑んだ。

　和やかな雰囲気で商談を終え、新たな契約の足がかりを得たことに、史也は満足しているようだった。

「そうですね。歴史の長い企業ですが、社長は思っていたよりも気さくで話しやすくて……提案書もよく読んでくださって、とても有意義な打ち合わせでした」

　安堵感から口元を緩ませた明日菜だが、史也はなぜか、驚いた表情になる。

「……加原さん、ちょっと待って！　そのまま止まっていてね」

　史也は鞄の中をゴソゴソと漁り、中からハンカチを取り出した。

「ほら、鼻から血が出ているよ」

　そのまま明日菜の鼻にそっと押し当てる。

「えっ？」

　目をパチパチとさせて、明日菜は息を呑んだ。史也の手に自らの手を添えて、ハンカチを受け取るようにする。

（あれ、なんだか変な感触）

　十秒ほど待ってからハンカチを離すと、そこには鮮血が付着していた。

「ぎゃ～！　すみません、頭がのぼせていたのかも」

　気が張りすぎて鼻血が出てしまう経験は、過去に何回かあった。しかし、まさか仕事帰りにこうなるとは──。

「頑張りすぎて、少し疲れたんだと思うよ」

　明日菜を安心させるように、史也は微笑む。

「あのっ、ハンカチは汚れてしまったので、似たものを購入して後日、お返ししますね」

「いやいや、そんな律儀にならないで。加原さんの気持ちはよく分かるよ。僕も打ち合わせではだいぶ緊張して、汗をかいたから」

　史也は鼻血を垂らす明日菜にもスマートに接してくれる。

（黒岩部長。もしかして神様かな？　ハンカチからもいい匂いがするし……）

　鼻を覆うハンカチからは、石鹸のような柔軟剤の香りがした。彼の衣服から漂うのと同じものだ。こういう何気ない部分で、明日菜は史也を近くに感じる。

「では、ご厚意をありがたく受け取っておきます」

　ハンカチを鼻に押し当てたまま、明日菜は深々と礼をした。

「仕事は終わったのだから、少し休もう。今日は疲れただろう……実は、この街で評判の洋食屋を、六時半に予約しておいたんだ。ちょうどいいから、今から向かおう」

　史也の口から夕食について聞くと、途端にお腹が空いてくる。

「本当ですか？　嬉しいです！　あ、もうこんな時間なんですね」

　革ベルトの腕時計に目を落とすと、午後六時を回っていた。

　社会人になって以降、夜の集まりは飲み屋になるのが通例だったので、洋食屋だと聞いて楽しみが増す。史也が選んでくれたとなれば、なおさらだ。

「もちろんだ。今日は加原さんの頑張りをねぎらうべく、僕がおごるよ」

　史也はにこにこと微笑んで、駅前の繁華街から細い通りへと入っていく。どうやら、裏路地にある隠れ家的な店のようだ。

「ありがとうございます。楽しみです」

　スマートフォンで道順を確認しながら、史也は明日菜をエスコートして進んでいく。

　小さな角を二回ほど曲がると、立ち止まった。目的地へ到着したのだ。

「うん。ほら、着いたよ。ここだ」

　史也の指さす方向には、蔦の絡まる煉瓦風のレストランがあった。こぢんまりとした雰囲気で木製の看板が掲げられており、出窓からは橙色の灯りが漏れている。赤い木枠のドアの左右にはハーブの鉢植えが置かれ、老舗の洒落た洋食屋という風情だ。

「わあ、素敵ですね！」

　こういう家庭的な雰囲気の店が好きな明日菜は、思わず感嘆の声を漏らす。

「だろう？　行成が勧めてくれたんだ。前に来たことがあるらしい」

　言いながら、史也は赤く塗られた店の扉を開けた。カランカラン、と、明るい音がして店内が見える。

　二人が店に入ると、店員の女性がにこやかに出迎えてくれた。

　案内された席は窓際であった。格子の付いた出窓の外には、とっぷりと日の落ちた路地裏が見える。

　気づけば先ほどの鼻血は止まっていたため、明日菜はハンカチをそっと畳んでバッグへしまった。

「黒岩部長、何を食べましょうか？」

「……そうだな。この店はナポリタンが評判らしいから、僕はそれを頼もうかな」

　メニューを見ながら、明日菜はしばし悩む。

「決めました、私もナポリタンにします！」

「……やっぱり。加原さんもナポリタンを頼む気がしていたよ。では、お店の人を呼ぶね」

　史也は厨房に声をかけてくれた。

（初めての街で、こうして黒岩部長と食事だなんて……まるで旅行みたいで嬉しいな）

　店の雰囲気やメニューなど、明日菜の好みを考えて選んでくれたもののように思えた。

（もしかして、デートのときの私を見て、この店を予約してくれたのかも）

　初めて二人で呑んだお洒落なバーでは、雰囲気に呑まれ酔いすぎて失敗してしまった。しかしデートで訪れた動物園では、青空の下でホットドッグを頬張り楽しい時間を過ごせた。明日菜はモダンな空間よりも温かみのある空間の方が、リラックスして飲食を楽しめるのだ。

　そこまで意識して史也が考えてくれたのなら、明日菜はたまらなく嬉しかった。

　ほどなくして二人分のナポリタンが運ばれてくる。ソーセージとピーマンがアクセントになった、昔ながらの味である。

「……ん、美味いな」

　史也は一口食べて、そう呟いた。

「ですね！　とっても美味しいです！」

　辛みと甘みの絶妙なバランスに、明日菜は舌鼓を打つ。

　幸せそうにナポリタンを頬張る明日菜を見て、史也も嬉しそうだ。

「加原さんはいつも、美味しそうに食べるね」

「……だって、本当に美味しいんですもん」

　口いっぱいにナポリタンを詰め込みながら、明日菜は頬を赤らめた。

（味はもちろんですけど、黒岩部長と食べるから、さらに美味しいんです！）

　心の叫びは、もちろん口には出せない。

　空腹だったこともあり、明日菜も史也もあっという間に平らげてしまったのだった。




　食事を終えた二人は、駅前のホテルへと歩いて帰る。藍色に澄んだ空に黄色い満月が輝く夜だ。繁華街から駅前に向けた道すがら、大きな市民公園があった。スマホの地図アプリによると、この公園を突っ切っていくのが近道のようだ。

「夜にジョギングしている人もいるみたいだし、ここを通っていこうか？」

「いいですね。噴水があるから本当は昼間に来てみたかったですけれど、せっかくなのでここから帰りましょう」

　街灯が道を明るく照らすその公園内の歩道の入り口に、二人は並ぶ。

　公園に人影はほとんどなく、静せい謐ひつな雰囲気が満ちている。

　明日菜は史也の手に、そっと自らの手を添える。

「加原さん……？」

　史也は少し驚いたようだ。明日菜が自ら手を触れてきたのは初めてだからだ。

「あのっ、今日は頑張りましたから……ご褒美に手をつないでくださいませんか？」

　上目遣いで明日菜が問うと、史也の顔がポッと赤く染まった。

（わ、照れてる！）

　可愛い表情にキュンとする。

　それに加え、指先から彼の体温が伝わってきて、愛しさが増してゆく。

「そうだね、加原さんは今日本当に頑張っていたよ。手をつなぐのは、大歓迎だ」

　恥ずかしそうに視線を逸らしつつも、明日菜の手をそっと握り、指に力を込めてくる。

（嬉しすぎる……！）

　静かな月の下、二人は手をつないだまま歩き続けた。

　恋人つなぎというにはまだまだ拙いが、それがかえって初々しい。

「私、こうして黒岩部長と手をつないで歩くのが夢だったんです」

「……奇遇だね。僕もだ。恥ずかしくて、自分からは握れなかった」

　眼鏡を直しながら、史也は言った。本音なのだろう。

　二人はどちらからともなく足を止めると見つめ合う。史也も照れているようだが、その目は穏やかな色をしていた。

（キスしたいな）

　いつの間にか、二人を包む空気はロマンティックな色に変化していた。

　木の葉がさわさわと揺れて音楽を奏で、月光がスポットライトのように二人を照らす。まるで世界が二人きりの舞台に変わったかのような感覚になって、しばしの間、二人は見つめ合う。

（わわっ！　なんとなく、いいムード……？）

　眼鏡の向こうに見える史也の瞳は優しげだった。

　高鳴る鼓動を落ち着けるため、明日菜がゆっくり目を閉じると、唇に柔らかな感触があった。口づけを受けたのだ。

「んっ……！」

　無意識のうちに甘い吐息を漏らした。史也は何度も角度を変えて、唇を重ねる。

　チュッ、チュッという小鳥のさえずりのような音が、公園に響いた。

（ああ、幸せ）

　唇で唇を優しく食はむような甘い口づけに、明日菜の心が満たされていく。

（もっと、もっとしたい）

　明日菜は唇を薄く開いて、史也の舌を迎え入れる準備をする。しかし、史也の唇は離れてしまった。

「これ以上すると、止まらなくなるから」

　明日菜の髪を撫でながら、史也は諭した。

　その声は掠れ、いつもの彼と違って余裕がない。

（わ、私ったら……ＴＰＯを考えないと駄目よね）

　明日菜は内心落胆しながらも、今はここまでだと自分自身に言い聞かせる。

「……分かりました。続きはホテルのお部屋で、ですね？」

「えっ……その、いいのか？」

　眼鏡の奥から切れ長の目を見開き、史也は確認した。

「はい。もっと、今の続きをしたいです」

　明日菜は濡れた瞳で史也に同意する。史也は唇を噛み自分を見つめている。彼もドキドキしているのかもしれない。

「そ、そうだね、早くホテルに戻ろう」

　史也は眼鏡のフレームを直しながら、そっと視線を逸らしてしまった。極度に照れているとき、彼はよくこういう仕草をする。

（こ、これから、続きをするのよね？　あ～もうっ、緊張するっ！）

　つないだ手が熱くて、どうにかなってしまいそうだった。

　無言のまま時間だけが過ぎていき、あっという間に駅前のホテルに到着する。

　ホテルの正面玄関からロビーに入っても、史也はつないだ手を離そうとしない。

　クールな表情の奥に秘めた情熱が、手のひらを通して伝わってくるようだ。

「加原さん、無理しなくてもいいからね？　明日はまた飛行機で帰らないといけないから、疲れるだろうし」

「で、でも……やっぱり少しだけでも、お部屋で会えませんか？　その、お互いお風呂に入った後にでも……」

　そこまで言い終えて、ハッとする。入浴した後の誘いなど、肉体関係を持ちたいと表明しているようなものではないか。

（バレバレな誘い方しちゃった！　どうして私ってこうなんだろう……！）

　明日菜は顔面が熱くなるのを感じた。

「加原さん、それはつまり……そういうことかな？」

　史也も突然の申し出に驚いているようで、声が上ずっている。

「……あ！　あ、あの！」

「すまない……僕から誘おうと思っていたのに」

　史也は恥ずかしそうに口元を手で押さえていた。耳まで赤く染まっているように見えるのは気のせいだろうか？

（もしかして恥ずかしがってる？　……っていうか、僕から誘おうと思っていたって……それはつまり……）

　そんなことを考えていると、エレベーターが到着した。

「あ、あの、じゃあ私、身支度を調えたら三十分後に黒岩部長のお部屋に伺いますね」

　ぶんぶんと顔の前で手を振って、明日菜は言った。

「了解した」

　エレベーターに乗り込んだ史也は、行き先階のボタンを押し、笑顔で頷いてくれた。

（良かった……断られなかった）

　安心したところで、二人の部屋のある階に到着する。

　そこで二人は別れ、明日菜は自分の部屋へと直行した。そして大急ぎで入浴して明日の準備を済ませると、史也の部屋を訪ねたのだった。
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「やあ、どうぞ」

　ドアをノックすると、中から史也が扉を開けて出迎えてくれた。

「失礼します」

　招き入れられて部屋へ入ると、ふわりと柑橘系の香りが鼻腔をくすぐる。

（わ……なんだか色っぽい香り）

　史也も入浴したばかりのようだ。ホテルに備えつけられたシャンプーは明日菜の部屋と同じはずだが、男性が身に纏うとワイルドでセクシーに感じられる。まだ少し濡れた髪も、普段とは違った色気を醸し出していた。

　史也は部屋着として持参したと思われる、紺色のＴシャツとスウェットを着ていた。眼鏡のレンズは湯気を受けて少し曇っていた。

　オフィスでのワイシャツ姿を見慣れている明日菜には、入浴したばかりの彼の私服姿は珍しく、ドキドキしてしまう。

「お邪魔しますね」

　明日菜が窓際のソファに腰を下ろすと、史也も隣に座った。

（ち、近い！）

　肩が触れ合うほどの距離だ。ふわりと爽やかな香りがしてドキドキする。

「では、加原さん……さっきの続きをしてもいいかい？」

　そう言って史也は、そっと彼女の顎に手を添えた。

　ドクン、ドクンと鼓動が高まる中、明日菜はこくりと頷く。その仕草に史也は目を細めて微笑み、明日菜にそっと口づけた。

「んっ……！」

　唇同士が触れ合う感触に、明日菜の口から甘い吐息が漏れる。

　そのまま史也は、彼女の唇を舌でなぞった。

　明日菜は自ら唇を開き、彼の舌を迎え入れる。

（ああ……気持ちいい）

　熱くぬめりを帯びた舌を絡ませ合うと、たまらなく心地良かった。

（もっと、欲しい……！）

　そんな思いに駆られて史也の首に腕を回す。すると、彼はそれに応えるように強く抱き寄せてくれた。

「はぁ、んっ」

　唇を合わせたまま、明日菜は史也の首に回した腕をほどき、彼の両頬に手を添える。そして積極的に舌を絡めていく。

「ちゅ……んんっ」

　唾液をたっぷりと絡ませながら、明日菜は史也の舌を追う。ぴちゃぴちゃという水音が響き渡り、二人の興奮を煽っていく。

（ああ、見えちゃうかも）

　ソファの横にある窓には、薄いレースのカーテンがかかっている。窓の外には駅や繁華街の夜景が広がっていた。カーテン越しとはいえ、誰かに気づかれるかもしれないというスリルと興奮が、ますます二人を大胆にさせる。

「はぁ……ん」

　史也の舌が明日菜の口内へ侵入してくる。明日菜はその舌に吸いつき、さらに自らの舌を絡めていく。史也は優しく受け止めるように、明日菜の後頭部を撫でた。

（ああ……幸せ）

　口づけが終わる頃には、すっかり息が上がっていた。

「加原さん、綺麗だ」

　史也は熱を帯びた視線で明日菜を見つめながら、彼女の首元へ鼻先を埋めた。そして耳の後ろや首筋の匂いを嗅ぐようにして、何度も深呼吸を繰り返す。

「きゃっ、くすぐったいです……！」

　その感覚に耐えきれず身を捩らせると、史也が明日菜の手に手を絡めてくる。

「加原さん……ここが感じるのかな？　逃がさないよ」

　欲望を秘めたハスキーな声が、明日菜の鼓膜をくすぐる。

（黒岩部長に、こんな一面があっただなんて）

　普段の彼からは考えられない、雄としての顔に、明日菜は気づいた。

　史也は明日菜の耳たぶを食みつつ、服の上から胸を揉みしだく。

「あっ……！」

　敏感な部分を刺激され、明日菜は声を上げた。

　気を良くしたらしい史也は、さらに愛撫を続ける。

　カットソーを脱がせ、下着姿になったところで手を止めた。

「僕はもう、我慢しないよ」

　史也は明日菜の背中に手を回し、ブラジャーのホックを外す。そのままブラジャーを取り去ると、形の良い胸が露わになった。

「はい……黒岩部長」

　史也は優しく微笑み、明日菜の胸をそっと撫でる。そして乳首を指先で摘み上げた。

「……っ！　あ……」

「ふふ……可愛い」

　史也は微笑むと、明日菜の首筋に舌を這わせる。そのまま鎖骨へと下りていき、胸の谷間に口づけた。

「あん……」

　明日菜の胸はお椀型で形が良く、柔らかい。手で包むと肌が吸いつくように、もちもちとしている。

「綺麗だよ、加原さん」

　史也が囁くと、明日菜は頬を赤く染めた。

「恥ずかしいです……」

「恥ずかしがることはないさ。とても魅力的だ」

　史也は明日菜の乳房を揉みしだく。その感触はマシュマロのように柔らかく、彼の手に合わせて形を変える。

「ん……っ」

　固くなった先端を指先で転がされると、明日菜は小さく喘いだ。

「あ……そこは弱いんです……」

「知ってるよ」

　史也は彼女の胸の先端を口に含み、舌でねぶった。もう片方の胸も手で愛撫することを忘れない。

　次第に明日菜の吐息は、切ない色を帯びていく。

「ふぁ、ん、あっ、ああっ」

　明日菜の反応を見ながら、史也は愛撫を続ける。時折強く吸ってみたり、乳輪を舐め回したり……。優しくねっとりと責め、明日菜の性感を引き出していった。

（黒岩部長、意地悪……！）

　明日菜は背中を反らせ、足の指をギュッと丸める。乱れた姿を彼に見られるのは耐えられない。史也は片方の胸に吸いついたまま、もう片方の胸の先端を爪でカリッと引っ掻く。

「んっ、あっ、ぁああっ！」

　その瞬間、明日菜の身体を強い快感が走り抜けた。二つの胸に与えられる刺激が、明日菜の本能を呼び起こす。

（でも、もっと欲しい）

　明日菜の心を読んだかのように、史也が顔を上げた。

　手の甲で口元を拭い、上目遣いで明日菜を見て微笑む。

　潤んだ瞳から察するに、彼もまた、明日菜と同じ気持ちであることは明らかだ。

「もっとしてあげるよ。さあ、こちらへ……」

　史也は明日菜を抱き上げ、窓際のソファからベッドへと移動した。そして真新しいシーツの上に彼女をそっと下ろす。

「はぁ、はぁ……ああっ」

　明日菜が息を整えている間に、史也は彼女のショーツに手をかける。そしてゆっくりと脱がせていった。

「あ……」

　恥ずかしさに思わず脚を閉じようとするが、その前に史也の手が割り込んでくる。

（恥ずかしい……でも、嬉しい）

　自分でも驚くほど濡れていたようで、史也の指と下着との間に愛液が糸を引いた。

　羞恥と興奮という矛盾した感情が、徐々に明日菜を呑み込んでいく。

「加原さん、反応が可愛いね。今日は仕事中もずっと、君のことを考えていた」

「えっ、そ、それは……本当ですか？　実は、私も……」

　明日菜自身も一日中、史也を意識していたのだ。

（私と同じ気持ちで、黒岩部長も過ごしていただなんて）

　喜びと気恥ずかしさがない交ぜになり、明日菜は思わず唇を噛んだ。

「本当だよ。だから、こうして君に触れられることが、嬉しいんだ」

　史也の指が割れ目をなぞるように上下する。蜜に濡れた指先で敏感な花芯に触れられるたび、身体は自然に揺れた。

（ダメ……まだイキたくない）

　もっと長く彼と過ごしたかったので、明日菜は必死に堪えた。

　史也はそれを察したのか、明日菜の両脚を広げさせ、その間に顔を埋める。

「あ、そこはっ……！」

　何をされるか察したが、抵抗する気はなかった。史也は明日菜の割れ目に唇を寄せると、舌で愛撫を始め、同時に指で花芯を刺激する。

「っ、あっ、ああっ……んっ！」

　性感帯を狙い撃ちにされ、明日菜はたまらず声を上げた。史也の舌使いは巧みで、まるで別の生き物のようだ。彼の唾液が潤滑油となり、快感はさらに増す。

（すごい……！）

　あまりの気持ちよさに意識が飛びそうになる。だがまだ終わりたくない。もっと彼と触れ合っていたかった。

「黒岩部長……あの、私も……」

　明日菜は震える手を史也の頭に伸ばし、彼の髪を手で梳くように撫でた。早く挿入してほしいというサインだ。一刻も早く彼を迎え入れたくて、たまらなかった。

「加原さんも、欲しいんだね」

　史也は微笑むと、一旦、身体を離す。それから手早く避妊具を装着した自身の先端を、明日菜の割れ目にあてがった。

「はい……ください」

　明日菜は自ら脚を開いて彼を受け入れる体勢を取る。史也はゆっくりと腰を進め、彼女の中へ侵入していった。

（ああ……入ってくる）

　待ち望んでいた感覚に、明日菜は歓喜の声を上げた。

「あっ、んんっ……ああぁぁっ！」

（すごい……！）

　史也のものが入ってきた瞬間、頭が真っ白になった。

　理知的な彼の分身は今、明日菜を悩ます凶器に変身している。

「加原さん……きつい？」

「いえっ、そんなことは……ない、ですっ」

　否定したものの、明日菜の声は掠れている。

（黒岩部長が、どんどん私の中でおっきくなってるっ……！」

　だがそれも束の間のことで、史也のものが奥まで入りきると、今度はじんわりとした温かさが広がっていく。

「奥まで全て、入ったよ」

「ああっ、嬉しいっ……！」

　明日菜は幸せを噛みしめるように微笑んだ。

（黒岩部長と一つになれたんだ）

　幸福感に満ちた瞳で見つめると、史也が眼鏡を外し、サイドボードに置いた。

「ごめん、君に近づいて、一つになって……眼鏡なしで、君を見たい」

　真摯な瞳が、明日菜を見つめる。

（黒岩部長の目……綺麗）

　レンズ越しでない彼の瞳から、明日菜への愛情がたしかに感じられた。

　応えるように、明日菜は史也の背中に腕を回す。

　ギュッとしがみつけば、彼の体温が感じられ、鼓動の音まで耳に届く。

　二人は今、人生で一番、幸せな気持ちだった。

「加原さんの中は、温かいね」

「黒岩部長も、温かいですよ」

　熱っぽく耳元で囁かれた言葉に、明日菜の身体はまた、熱くなる。

「動いてもいいかな？」

　史也の言葉に、明日菜は小さく頷く。それを合図に史也はピストンを開始した。

「あっ、奥まできてるっ！」

　膨らんだ亀頭の先が、膣の奥を叩く感触がある。

「ん……っ、そこっ、気持ちいい……！」

　明日菜は彼をより深く咥え込むように、自ら脚を絡めていく。

「こうかな？　無理はしなくていいからね」

　史也は明日菜を慈しむように見つめた。

（眼鏡を取った黒岩部長……私だけが知る、彼の顔）

　独り占めしているのだと思うと愛しくて、身体はますます昂ぶってしまう。

　明日菜の反応を確かめながら、史也は少しずつ、腰の動きを速めていく。

「あっ、ふぁっ……んっ」

　パチュンという水音とともに、肌同士がぶつかる音が部屋に響いた。

（ああ……すごい）

　内壁を擦られるたびに身体が震える。明日菜の膣内は収縮を繰り返し、史也の肉茎を締め上げていく。

「くっ……加原さん、そんなにしたら、すぐにイッてしまいそうだ」

　史也は切羽詰まった表情を浮かべていた。

（私で感じてくれているんだ）

　意識するとますます興奮してしまう。

　もっと彼を喜ばせたいと思った明日菜は、自ら腰を動かし始めた。

「加原さん……っ！」

「ああっ、黒岩部長。もっと、私で感じてください……そして、イッてください……！」

　史也のものを深く受け入れ、彼の動きに合わせるように腰を動かす。

　するとさらに強い快感が押し寄せてきた。

（黒岩部長、好き、大好き！）

　明日菜は彼の背中に爪を立て、必死にしがみつく。

「加原さん……もうっ……」

　史也も限界が近いのか、律動のスピードは速まっていく。

　明日菜はそれに合わせて、必死に腰を動かした。

「私も、イキそうです……！　ダメッ！　もうイクのぉっ……！」

　絶頂へと駆け上がる感覚に身を委ねながら、明日菜は叫んだ。

　まるで全身が性感帯になったかのように、ビクビクと震える。

　肉壺は史也のものを搾り取るかのように蠢うごめく。

　感じやすい明日菜に呼応して、史也も限界を迎える。

　次の瞬間には、ドクンドクンと脈打ちながら、明日菜の最奥をめがけ、精が放たれた。

「ああ、すごく素敵……！」

　避妊具越しでも感じる熱さに、明日菜はうっとりする。

　史也のものがゆっくりと引き抜かれると、なんだか物足りない。穴が空いたような喪失感が、明日菜に残された。それを埋めるために、明日菜は史也に寄り添う。

「加原さん、最高の夜になったね」

「はい、またとない夜でした」

　耳元に囁き合い、二人はふたたび、小鳥がついばむように軽く唇を重ねる。

　その間も史也は彼女の身体を愛撫していた。背中や脇腹、太ももなどを撫で回されるたびに、身体が震えてしまうほど感じてしまう。

「加原さん、君のことが……大好きだ」

「はい……黒岩部長……私も、黒岩部長のことが、大好きです」

　明日菜が一つ一つの言葉を噛みしめるように愛を伝えると、史也は感激したようだった。

「良かった。ああ、もっと……キスしてもいいかな？」

「はい、もちろんです」

　明日菜は史也の首に腕を回し、深く深く口づける。

　そして彼の背中に爪を立ててしがみつく。

（好き……大好き）

　口腔を貪るような激しい口づけを交わし、明日菜は自らの愛を伝える。

　濃密な、二人だけの時間だ。

　やがて唇を離すと、二人の息はすっかり上がっていた。明日菜は史也の首に腕を回したまま、耳元で囁く。

「黒岩部長……どうか、私の名前を──〝明日菜〟と、呼んでください」

「ああ、僕のことも、これからは〝史也〟と、名前で呼んでくれ」

　二人は汗に濡れたお互いの髪を指で梳きながら、頬を合わせた。

　眼鏡を取った史也の顔からは、体温がダイレクトに伝わってくる。

　たまらない愛しさに、明日菜の大きな肩を抱いた。

　史也は明日菜の愛情に応えるように、抱きしめ返す。

　この夜、二人は身体だけでなく、心までも深くつながったのだった。
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　甘い雰囲気で過ごしたのも束の間。翌朝、史也と明日菜は慌ただしくホテルをチェックアウトすると、空港へ向かい飛行機に乗った。

　機内で軽く昼食を済ませ、到着したのは午後。明日菜はこのまま家へ帰る予定だが、史也は仕事があるらしい。ロビーのベンチに荷物を置き、荷物を整理したら、この場で解散だ。

「お疲れ様でした、史也さん。すごく有意義な出張でした」

　昨夜の逢瀬を思い出しながら、明日菜は言った。有意義というのは、仕事だけではない。史也とのプライベートな関係でも、明日菜はまた一歩、前進したと思っていた。

「ありがとう。僕にとっても実りの多い一泊出張だった。仕事も頑張っていこうね」

　史也は明日菜に向け破顔した後、表情を引き締める。明日菜も自然と姿勢を正した。

「はい、それで……最後に、キスをしてくださいませんか？　その、少しだけ離れる間の挨拶として……」

　意を決して明日菜は言った。昨夜、公園とホテルの両方で交わした口づけが、忘れられなかったのだ。

（仕事とプライベートをしっかり分ける史也さんに、こんなお願いをするのは無茶かしら？）

　明日菜だって普段ならこんなことは言わない。だが、二人きりの出張なのだから、特別な思い出が欲しかった。

　史也は一瞬驚いた顔をしたが、すぐに微笑み頷く。彼にとっても、まんざらでもなかったらしい。

　そしてそっと顔を近づけて──。

「ちょっと、黒岩部長と加原さんってば！」

　二人の唇がまさに重なろうとした瞬間、聞き慣れた声がして、明日菜は素面に戻った。

「えっ？」

　視線の先にいたのは──営業部のバリキャリ、大滝律子！

　彼女は目を大きく見開き、両手で口元を覆っている。どうやら、先ほどの二人の行動を目撃されたらしい。

「こんなところで何をしていたんですか！　公衆の面前でキスだなんて、破廉恥な……」

　律子は信じられないといった様子で、叫んだ。彼女は何かと史也と明日菜を気にしているから、余計に分が悪い。明日菜はバツの悪い表情で、しばらく考え込む。

（見られてしまったわ、よりによって大滝さんに……）

　そういえば、律子は今日から地方に出張だと、共有カレンダーで予定を見た記憶がある。ちょうどこれから出発するのだろう。それにしても、この状況は非常にまずい。だいたい、キスをねだったのは明日菜で、どう考えてもやりすぎである。

　もちろん、律子がどの場面から見ていたかは分からないが、彼女は明日菜を好ましく思っていないから、この上なく気まずい。

「あの、大滝さん、私たちは……」

「急いでいるので、これで失礼します！」

　説明しようとした明日菜に、律子は背を向けた。取りつく島もない。

　律子はそのままスーツケースを引き、ヒールをカツカツと鳴らして足早にその場を去る。

「加原さん、気になるかもしれないが、起きてしまったことは仕方ない。僕たちは、なるべく普段通りに過ごしていこうね？」

　だんだんと小さくなる律子の背中を確認しつつ、史也は明日菜に語りかけたのだった。
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　週が明けて月曜日。出勤して自席のパソコンを立ち上げた途端、何か変な感じがした。

　明日菜は周りをキョロキョロと見回す。フロアの二人ほどと目が合い、だが二人ともすぐに目を逸らした。

（あれ？　私、顔に変なものでもついてる？）

　慌てて鞄のポーチから手鏡を取り出す。が、自分の顔を見てもいつも通りだ。特段、おかしな様子はない。

（なんだっていうのよ）

　ふと考え込む。思えば、変な感じは会社のビルに入ったときからだ。同僚たちが、普段とは違う好奇心旺盛な視線を明日菜へ向けていた。

（うーん、空港でキスしようとした件が噂になっているとか？　でも、あれから土日を挟んだのだから……大丈夫、よね？）

　律子から親しい同僚に伝わった可能性はあるだろうが、ごく数人だろう。

（まぁ、たぶん私の気のせいでしょ！）

　ちらりとよぎった悪い想像を頭の隅に追いやって、明日菜は仕事に取りかかる。

　今週は取引先訪問三件に新規の見積もり二件、そして新しいシステム導入に向けた開発部との勉強会や営業に向けた打ち合わせなど、仕事が目白押しだった。パソコンと手元の資料に視線を行き来させながら、明日菜は一心不乱に仕事を進める。

　──仕事が一段落ついたのは、それから二時間後だった。

（ふーっ。朝は変なことを考えてしまったけれど、結局、私の気のせいだった……ってことよね）

　仕事で不手際があれば誰かしら声をかけてくるはずだが、今のところそれはない。つまり、仕事上の問題は何もないはずだ。

　昼食前の息抜きに、珈琲でも飲もうかと明日菜は給湯室へ行った。

「加原さん、大変だったね」

　話しかけてきたのは、後から入ってきた行成だ。

「へっ？　……何かありました？」

　珈琲をマグカップに注ぎながらキョトンとした表情で、明日菜は尋ねる。今日の仕事内容を思い返すも、ずっとパソコンに向かって資料作成をしていたため、心当たりがない。

「ほら、史也とのツーショット写真のことだよ」

「はっ？　黒岩部長とのツーショット写真？」

　初耳である。驚きすぎて、マグカップを手から落としそうになった。熱い珈琲が少し零れ、手にかかって慌てふためく。

　しかし当然知っていると思っていたらしい行成は、怪訝な顔をした。

「もしかして、知らないの？　加原さんと史也が空港でキスをしている写真が、営業部メンバーのプライベートなメッセージアプリで共有されているんだ。金曜日に、グループチャットに流れてきたんだよ」

「えっ……！」

　明日菜は絶句した。

（何よ、それ？　金曜日といえば、空港で鉢合わせした当日じゃない！　大滝さん、写真まで撮って、当日にはそれを職場のメンバーに共有していたということ？）

　天を仰いで目を瞑り、眉根を寄せて、明日菜は考え込む。

　意味が分からない。そもそも、キスしようとしたのは事実だが、未遂に終わった。公然の事実として部内に広まっているということは、顔が重なってそれっぽく見える写真だということだろうか。

「ど、どんな写真ですか？」

「俺も見たときはびっくりしたもん。ほら、これを見て」

　スマホのメッセージアプリを開いて、行成は明日菜に見るように合図した。そこには、史也と明日菜の顔が重なって、まるでキスをしているようなシルエットの写真が表示されていた。ピンボケで解像度は高くないが、男性の眼鏡のシルエットと女性のジャケットから史也と明日菜だと分かる。

　メッセージの差出人は律子である。社内の若手の勉強会グループで組織したグループチャットのようだった。工学系出身者が所属する専門性が高いグループで、明日菜や史也は入っていなかった。行成はここでアドバイザーを務めているため加わっているのだろう。

「こ、これは……キスをしているように見えますね」

　空港で寄り添っている二人は、まるでドラマのワンシーンのようだった。

（あのわずかな時間に、まさか写真まで撮られているだなんて）

　律子の素早い行動に感心するが、自分のことだと思うと笑えない。

「熱いキス、しちゃったの？」

「いやいや、違うんです。しようとしたのは事実ですが、ここで大滝さんに止められました。だからキスしてません」

　明日菜は大きな溜め息を吐いて、事情を説明した。

「史也も顔に似合わず、ずいぶんと大胆なことをするね。……二人は付き合っているって思ってもいい？」

「……はい。実は少し前から、交際しています。キスは私からねだりました。とはいっても、未遂だったんです。まさかこんな大ごとになるだなんて……」

　頬を赤らめて、明日菜は俯いた。

「やっぱり、俺の勘は正しかったな。二人、お似合いだと思うよ。……でもさぁ、ひどいよね。この写真を見た子の中には、加原さんは強引に史也を口説いてモノにしたとか、上司と寝て出世しようとした女だとか……そんなことを言っている社員もいるから」

　行成は自分のマグカップで珈琲をドリップしながら続ける。

「えぇっ!?」

　予想外の展開に、明日菜はふたたび叫んだ。そして慌てふためき、行成に詰め寄る。

「私が……黒岩部長を口説いた？　黒岩部長と寝て出世しようとした？」

「うん……加原さん、そんなタイプじゃないのにね」

　なんとも刺激的な噂話に、心臓をギュッと掴まれた思いがした。

（う、噓でしょ……？）

　信じられない思いだ。だが、行成は冗談を言っている風ではない。

（そんなのありえない！）

　ここは絶対に自身の名誉に賭けて否定しないといけない。

「事実無根です！　そんな噂をばらまいているのは誰なんですか？」

　明日菜の問いに、行成は珈琲を淹れる手を止めた。

「誰だと思う？」

　溜め息を吐きながら、明日菜の目を見つめる。

「ええと……だいたい想像はつきますが」

　明日菜の頭には、ある人物の顔が思い浮かんでいた。

「そうだよね。……うん、ご想像通りで、大滝律子さんだよ。グループチャットに写真を流した後、個別のメッセージで仲良し社員と噂話をしていたみたい。彼女、前から史也に片思いしているみたいだったからね」

「……やっぱり。あああ～……私はどうすればいいんでしょう」

　薄々、そんな気はしていた。律子は史也が好きだから、明日菜に反発していたのだろう。

　頭を抱えて、明日菜はうなだれた。

「加原さん、落ち込まないで」

　行成は両手を顔の横でゆっくりと上下させた。明日菜をなだめるような仕草である。

「私、大滝さんにはトドロキスターの件で、ちくりと言われたことがあって……。大滝さんは自分の方がふさわしいと感じたみたいでした。私が未熟なのもいけないと思い、その場では受け止めたのですが、大滝さん、やはり黒岩部長に好意を抱いていたんですね」

　すると行成は苦笑した。

「なるほど。君は仕事に一生懸命で、成果も出ているから、大滝さんはプライドを刺激されたんだろうね」

「でも、ショックです……」

　今まで経験したことのない試練に、明日菜は頭をガツンと殴られた気分だった。

「まぁ、あまり落ち込まないようにね。人の噂も七十五日っていうくらいだから」

「はぁ……そんなに待てませんよ……！」

　行成の慰めの言葉を重く受け止めながら、明日菜は給湯室を出た。




　職場での視線の理由が分かり、明日菜は落胆した。けれど、自分だって社内恋愛の噂を聞いたら興味津々になってしまうかもしれない。

　トドロキスタープロジェクトが期待していたほどの成果を出せていないこともあり、明日菜の気持ちは沈む。

（せめて、このまま忘れ去られてくれれば……）

　だが、話はそれで終わらなかったのである。

　同僚の一人が、やや戸惑った表情で尋ねてきた。

「ねえ、加原さん。最近、あなたと黒岩部長との噂を耳にしたけれど、本当なのかな？」

「お騒がせしてごめんなさい。写真はそれっぽく写っていたかもしれないけれど、あれは偶然撮れてしまったものなの。黒岩部長と私はただ同じプロジェクトで協力しているだけだから」

　明日菜は少し困惑しつつ、当たり障りのない答えをする。

（これが私のできる、精一杯の説明だよ……）

　解像度の低い写真だったものの、二人の距離は非常に近かった。男女の間柄でなければ、あんなに近づくことはないだろう。

　だが、仕事の成果と秘密の関係を守るため、明日菜は正直に答えられなかった。

　同僚は怪訝な表情を浮かべたものの、一応納得はしてくれたようだった。真相に勘づいてはいるものの、二人の関係を暴こうとまではしない姿勢に、安堵する。

（ほっとしたけれど、ちょっと辛いな）

　とりあえずピンチは切り抜けたものの、史也との秘密の関係をこのまま隠し通すのは難しそうだ。

　明日菜の想像通り、噂は日に日に広がって、開発部との打ち合わせでも、なんとなく明日菜に普段とは異なる視線が送られるようになっていった。

（困ったなぁ）

　打ち合わせを終えて、明日菜は会議室から出た。そして思わず溜め息を吐く。

（私たちが付き合っていることは事実だし……でもキスの噂のせいで交際を認めたら黒岩部長に迷惑が……だいたい、私が公衆の面前でキスをねだったことが原因だし……）

　トドロキスタープロジェクトも、当初は順調だったが、最近は新規契約が頭打ちだ。業績と社内の噂話の両方に悩まされ、最近の明日菜は毎日、気持ちが重かった。

　史也が噂を知っているのかは分からない。二人きりで会うときに、そんな話題が出ることはなく、明日菜からも、あえては聞けなかった。

　事の発端は浮かれた明日菜が空港でキスをねだったことである以上、自分から話題にするのは藪蛇のような気がして、できなかったのである。

　だが、自分があんな軽はずみな行動に出なければ、こんな事態は引き起こされなかった。

　この先、明日菜だけでなく史也まで陰口を言われてしまうのではないか……。

　廊下で壁に背を預けて考え込む。そのとき、背後から声をかけられた。

「あら、加原さんじゃない」

　振り返るとそこには、噂を振りまいた首謀者の律子がいた。相変わらず余裕に満ちた微笑みを浮かべている。彼女の存在で、最近の明日菜は出社が憂鬱だ。

「お疲れ様です」

　小さく会釈をして通り過ぎようとすると、律子が口を開いた。

「あなた、まだ黒岩部長と付き合っているの？」

「はい？」

「だから、黒岩部長よ」

　思わず聞き返すと、改めて念を押された。

（ついに直接、きたかぁ……）

　明日菜は苦笑いを浮かべる。そんな明日菜に、律子は言った。

「ご想像通り、黒岩部長があなたと付き合っているって噂を流したのは私よ。だけど、まさか本当に関係を持っているとは思わなかったわ。あなた、顔に似合わず淫乱なのね」

「何を言っているんですか！　交際はしていますけど、淫乱なんかじゃ……」

　そこまで言いかけて、ハッとする。

（まずい！　交際しているのは秘密だったのに……）

　慌てて口をつぐむが時すでに遅しだった。律子がクスクスと笑う。自分の口車に乗って明日菜が交際を認めたことが、面白かったようだ。

「ふぅん。交際はしているけど淫乱じゃない、か。でも実際はどうかしらね」

　律子は嘲るような口調で言うと、明日菜の耳元に顔を近づけた。そして小声で尋ねる。

「ねえ、黒岩部長とのセックスって気持ちいいの？」

「えっ？　……いや、その……」

　思わず顔が赤くなる。律子はそんな明日菜を見てククッと喉を鳴らした。

「あら、真っ赤になっちゃって可愛いわね」

　とっさに口をパクパクと動かす明日菜だったが、律子は余裕たっぷりの表情で続ける。

「そんなに怒らないでよ。私、ただ知りたいだけなのよ。いえ、私だけじゃないわ、職場の誰もが知りたいんじゃないかしら」

「はぁ？　何をですか？」

　明日菜は平静を装って尋ねた。だが内心は穏やかではない。一方、明日菜を眺める律子は楽しそうだ。

「黒岩部長と加原さんが、どんなセックスをしているか」

　悪びれることもなく律子は言った。

（な、な、なんてことを言うのよ！）

　怒りで震えそうになる身体を理性で抑え込む。

　ここは職場だ。感情的になってはいけない。冷静な対応をしなければ。

「あ、あの……こういった話題はビジネスの場にはふさわしくないです。場合によってはセクハラですよ、大滝さん」

「あら、空港でキスした卑猥な人に言われたくないわ」

　クスクスと笑いながら律子は続ける。

「きっとすごいんでしょうね、あの人のモノも、あなたのテクニックも」

　彼女は指先で自身の唇をなぞりながら、色っぽく溜め息を吐いた。

（ひぃっ！　……大滝さん、それ、今ここで出る台詞ですか……！）

　明日菜は思わず叫び出しそうになったが、なんとか我慢する。職場でそんな仕草をするだなんて信じられない。だが、自分たちが空港でキスしようとしたのも事実。だから明日菜は上手く言い返せずにいた。

（ああ……帰りたい！）

　そんな明日菜の心の声などお構いなしに、律子はさらに追い打ちをかけてきた。

「ねぇ、加原さん。あなた色恋に目がくらんで仕事に手を抜きすぎじゃない？　新規契約だって期待値ほどには伸びていないでしょう」

　律子は明日菜の痛いところを突いてきた。現状、業績が良くないことは事実だが、それを彼女から指摘されるのは耐え難い。

「それはそうですが……来月は提案方法を変えて新規契約を獲得します」

　思わず声を荒らげると、律子は首を横に振った。

「無理よ。今のあなたには恋愛に溺れているもの。少し頭を冷やして、例えばサポート部の地方支社に移って、一から仕事のノウハウを学び直すべきね。サポート部ならよく社内求人も出しているし、何年か修行してきたら？」

「それは……そうかもしれません」

　律子の言葉はもっともだった。文系出身で経験の浅い明日菜には、何もかもが足りない。

　そして律子がそばにいる今の状況では、到底前向きになれそうもなかった。

「でしょう？　早く異動希望を出すといいわよ。そうすれば、変な噂話に惑わされることもなくなるし。……こういうスキャンダルってね、本人たちは秘密にしているつもりでも、周りはみーんな、知っているものなのよ」

「……」

　律子の指摘に、明日菜は俯いた。バツが悪くて言い返せない。

　律子は追い打ちをかけるように畳みかける。

「まあ、あなたがどうしても黒岩部長との淫らな関係を続けたいのなら別だけれど」

　腕を組んで勝ち誇ったように言うと、律子は去っていった。

（悔しいけれど……仕事に関しては、大滝さんの言う通りかもしれない。どのみち私は、このままじゃ駄目だ）

　キュッと唇を噛み、明日菜は思った。史也との交際を続けるためにも、仕事のスキルを上げることは必要不可欠だ。サポート部への異動も環境を変える手段としては良いかもしれない。

　史也のことは愛している。だから、史也との関係を周囲に認めさせるために、今は踏ん張るときなのだ。

　一人きりになった薄暗い廊下で、明日菜は一人、考えあぐねるのだった。
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　翌日の終業後、明日菜は史也を上司として会議室に呼び出し、話を切り出した。

　明日菜は史也の目を直視できず、俯きがちに本題を切り出す。

「あの、私……地方支社への異動希望を出したいんです。ほら、故郷の支社のサポート部が、先月社内からメンバーを募集していましたよね？　ちょうどいいかなと思いまして」

　明日菜は〝異動願〟と大きく直筆で書いた茶封筒を差し出した。昨日、家で用意したものだ。ちょうど、明日菜の実家に近い支社のサポート部が〝社内チャレンジ制度〟という区分の社内求人を出していた。他部署から広く人材を募るものである。明日菜のキャリアを鑑みれば、問題なく希望は通るだろう。

　営業部側も、成果を出せない明日菜を異動させ、代わりの人員を補充することで、トドロキスタープロジェクトを前進させられるのだから、悪い話ではない。

　史也は茶封筒をまじまじと見つめた後、中身を確かめて、目を丸くした。

「冗談だろう？　たしかに最近、おかしな噂が流れてはいるが……君があんなのを真に受けてしまったら、それこそ噂を流している連中が正しいということになってしまう」

　史也の指摘はもっともだった。被害を受けた明日菜が逃げ出すなんて、相手の思う壺だ。

「もちろん、お言葉は分かります。ただ……正直なところ、今は毎日、出社が辛いんです」

　そこまで言うと、目に涙が滲む。明日菜は指でそっと目元を拭った。

　きちんと説明しようとしたが、史也を前にすると弱音が出てしまう。

「なっ……あの噂は、君をそこまで追い詰めていたのか？　僕も耳にはしていたが、よくある世間話だと思って気にしていなかった」

　史也は目を見開き、眉をひそめた。自分の対応を、後悔しているようだ。

「……はい。実はとても気にしていました。それに、大滝さんからも異動の提案をされたんですよ。私にとって仕事は生きがいです。起きている時間のほとんどを過ごすのが職場なのですから……できたらストレスなく、楽しく、そして周りからも認められるような環境にいたいんですよね」

　噂を流されてからの明日菜は、出社が憂鬱だった。これまで経験のなかった事態だ。

　無理して笑う明日菜を前に、史也は深刻な表情で言葉を発した。

「そうか……すまない。君が仕事を愛しているというのは、上司である僕が一番よく分かっているつもりだった。……だが、意地を張ってストレスのかかる環境に留まっても、仕事の成果も出ないだろう」

「史也さん、私こそ、上手く説明できなくて申し訳ありません」

　深々と頭を下げて、明日菜は謝罪した。

「明日菜……。それで、君はどうするつもりなんだ？」

「故郷に戻って、実家から通勤しようと思っています。両親は帰ってきてほしいと以前から思っていたみたいですし。サポート部での経験は、いずれまた営業部に戻ったときにも活きると考えています」

　明日菜は史也に勇気を出して自分の気持ちを伝えた。自分さえいなければ営業部は元通りになるだろう。

「そ、そうなのか？　ご両親も賛成だと……」

　故郷に戻るとなれば新幹線の距離で、簡単には会えなくなる。明日菜の決断に、史也は戸惑っている様子だ。

「はい。心を落ち着けて、故郷で人生を見つめ直そうかなって思っています」

　言っているうちに、明日菜の目には自然と涙が溢れる。

　目尻をそっと指で拭うと、史也は慌てた。

「明日菜、その……本気なんだね？」

「も、もちろんですっ！」

　不安な心を見せないように、明日菜は声に自信を込めて答えた。なるべく史也に心配をかけたくない。

「そうか。それなら……明日菜の決断を、僕はきちんと受け止めるべきだな」

「ごめんなさい、史也さん。ただ私、遠距離にはなってしまいますが、これからも史也さんと交際を続けられたら嬉しいです」

「もちろんだ。……気づけなくて悪かった。たしかに今の環境では、君の実力をのびのびと発揮できないだろうと僕も思っていた。部内がずいぶんと騒がしくなってしまったからね。サポート部で、存分に君らしく働ければそれが一番だ。……この異動願は、再来週の部長会議で提出することにする。君がこれからも、弊社で活躍してくれることを期待しているよ」

　史也は明日菜の言葉をそのまま受け取った。つまり、しばしの間、明日菜と離れることを選んだのである。史也の表情は寂しげだったが、彼の口からそれ以上の言葉が出ることはなかった。

（これでいいのよね？）

　明日菜は自分に言い聞かせるように心の中で呟き、深々と一礼して話を終えたのだった。







第五章 鬼上司、本気を出す！
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　明日菜が異動願を出してから一週間後の金曜日。

（本当にこれで良かったのだろうか）

　あれからというもの、史也は明日菜を引き留めなかったことを後悔し続けていた。

（異動なんて嫌だ！　これからも毎日、明日菜の顔を見たい。……明日菜が職場にいないと思ったら、僕は耐えられない）

　部長会議は週明けの月曜日なので、まだ明日菜の異動希望は共有していない。

　史也の部長権限で、止めることだってできる。

　だが、異動は明日菜本人の意思である。ここは潔く身を引くべきだ。明日菜のため、そして自分自身のために。

（我が儘を押しつけるなんて最低だ。明日菜を笑って送り出すのが大人の態度だろう）

　史也は自分に言い聞かせていた。明日菜の決断を尊重すべきだと。

　だが、もちろんそれは本心ではない。振り返れば、明日菜は新卒で入社してすぐ史也のチームに配属になった。それからの日々は、常に彼女がそばにいたのだ。史也の心の中で、明日菜の存在は日に日に大きくなっていった。

（でも、明日菜はそうじゃなかったのかもしれない。サポート部を経ていずれまた営業の仕事がしたいと言っていたが、何年先になるか……ああ、駄目だ、そもそも明日菜は、噂のこともあるが、仕事面の理由で異動を願い出たのだから。個人的に離れてほしくないと思うだなんて、公私混同だ！）

　史也は悲しみに押しつぶされそうだった。気持ちの整理がつかず、自宅のソファに身を預け、ぼーっと天井を見る。

　──と、そのとき、スマートフォンが鳴った。

　画面を見てみると、なんと行成からである。

（なんで行成が？）

　同期で職場のムードメーカーである行成。彼には愛する妻子がいるため、夜に電話してくることは珍しい。訝しみつつも、史也は着信に出る。

「もしもし？　史也？」

「行成？　どうしたんだ」

「それがさ、加原さんのことで話があって。……お前、加原さんに何をしたんだよ。〝サポート部へ異動願を出したから、トドロキスターの今後はよろしくお願いします〟って、帰り際に深刻な表情で言われたぞ」

「残念だが、僕は何もしていない」

　史也は努めて冷静に言った。

「まぁ、事情はなんとなく察するぜ。加原さん、変な噂を流されて悩んでいたみたいだし。……けどさ、なんとか引き留めてくれないかな。加原さんが必要な仕事もあるから」

　行成は珍しく、焦っているようだ。

「だがな、異動は本人の希望だし、実家の親御さんも賛成で、帰ってこいと言っているらしい。僕は彼女の意志を尊重するつもりだ」

　震える声を抑えつつ、史也は答えた。

「なんだよ……お前、加原さんと自分の本当の気持ちを無視するつもりなのか？」

　行成は苛立ちを隠せない様子で言った。

「は？　どういうことだ」

「隠してるつもりだったかもしれないけれど、加原さんのお前への気持ち、職場ではバレバレだったぞ。加原さんはお前を心の底から愛してるんだよ。お前だってそうだろ。なのにお互い自分の気持ちを押し殺して、もっともな理由をつけて別れちまうのか？」

「……はぁ？　お前、酔っているのか？　加原さんは僕と離れて故郷の支社へ行くことを希望しているんだぞ。それに、別れるわけじゃない。僕としては、遠距離恋愛を続けられたらいいなと思っている」

　思わず史也は大声を出した。もちろん、律子に流された噂は大きな契機だろうが、サポート部への異動も彼女の本心なのではないか。

「馬鹿かお前は。それは加原さんがお前を愛しているがゆえの強がりだ。史也、そんなにあっさり諦めていいのか？　遠距離恋愛なんて、上手くいくかは分からない。故郷に戻ったら他に好きな男ができるかもしれない。今すぐに引き留めないと、本当に会えなくなるぞ」

「それは……」

　行成に真剣な口調で畳みかけられて、史也は言葉に詰まる。

「確認なんだけどさ、お前と加原さんは本当に恋愛関係なんだよな？」

「ああ、そうだ。職場には秘密にしているが、クリスマスパーティーをきっかけに加原さんと深い仲になって、交際している」

「そうか……うん、まぁたしかに、加原さんからもそう聞いたし、日頃のお前と加原さんの様子を見ていると、間違いはなさそうだ。お前の本気度は、俺には伝わってくる」

　行成は納得したように頷いた。

「……それは、何よりだ」

「でもさ、俺に伝わっても意味がないわけよ。不器用なお前のことだから、その熱い情熱が加原さん本人には伝わっていないんじゃないか？」

　行成は家庭を持っているだけあり、恋愛でも史也よりは経験がある。彼の言葉に狂いはない。

「……」

　史也は何も言い返せなかった。紛れもない事実だったのだから。

「やっぱりな。それじゃ駄目だよ。自分の気持ちをストレートに伝えないと。人間関係で一番大切なのはそれだ。加原さんだって待ってるはずだから」

　行成は溜め息を吐く。

「明日菜が待っている？」

　史也が即答すると、行成は続けた。

「そうだよ。近くで見ているから分かるよ。クリスマスパーティーのときは熱い視線を送っていたし、給湯室でもマグカップをうっとり見つめていた。加原さんに愛されているお前は幸せ者だ。……ほら、だったら今、お前がやるべきことは一つだろ？」

　行成の言葉は、史也の心に染み入る。

「……分かった。加原さんに直接、話をして、僕の気持ちを伝えてみる。もちろん、それでも彼女が営業部を離れることを望むなら、その意志は尊重する。兎にも角にも、話し合うことが大切だな。……ありがとう、行成」

「いいってことよ」

　行成は言った。二人の間には、固い同期の絆があるのだ。

「では、今夜はこの辺りで。この件にケリがついたらまた知らせるよ」

「ああ、待ってるぜ」

　史也は行成との通話を切ると、スマートフォンで明日菜へのメッセージを作成する。

（上手く言えるだろうか）

　史也は思わず溜め息を吐く。だが、今は感傷に浸っている場合ではない。

（うん、正直に言おう。自分自身の正直な思いを明日菜に伝えるんだ）

　だが、指が止まってしまう。優等生として上手く立ち回ってきた史也は、自分の気持ちをまっすぐに表現することが苦手なのだ。

　史也は考えあぐねつつ、文章を作っていく。深く呼吸しながら、自分の気持ちを少しずつ言葉に代える。

『明日菜、僕の気持ちを正直に言う。今すぐでなくていいから、ゆっくり考えてほしい。』

　陳腐な文面だとは思うが、史也の思いそのものである。念を押すように、最後にこう付け加えた。

『僕が言える立場ではないけれど……できることなら、営業部を離れないでほしい。これからも君と仕事がしたいんだ。もう一度、僕からきちんと話をさせてくれ。』

　自分の気持ちがきちんと表現できているか、そして誤字脱字がないかをチェックして、送信ボタンを押す。

（後は、祈るのみだな）

　はたして明日菜はどんな返事をくれるのだろうか？

　──ピロリロリン！

　五分ほど経ってからスマートフォンが鳴る。明日菜から返事がきたのだ。

『ご心配をおかけして申し訳ありません。電話で話せますか？』

　思ってもみない急展開に、史也は緊張する。

（明日菜、僕と話してくれるのか……？）

　祈るような気持ちで電話をかけると、コール音が三回ほど鳴ったところでつながった。





　＊　＊　＊






（私、本当にこれで良かったのかな）

　自ら提出した異動願について、明日菜は少し後悔していた。親から故郷に戻ってこいと言われているのは事実だが、決意したきっかけは、やはり律子に撮られた写真のことだ。

　けれど、せっかく掴んだ仕事のチャンスを手放すのは、自分らしくないとも思う。

（ただ、公衆の面前で史也さんにキスをねだったのは私。それでトラブルを招いたのだから、ケジメはつけないと）

　明日菜は社内を騒がせたケジメとして、営業部を離れようと考えたのだ。

（それに、私がいなくなれば、代わりに大滝さんがトドロキスターを担当できるかもしれないわ）

　明日菜の代わりに以前より手を挙げていた律子が抜擢されれば、彼女も溜飲が下がるだろう。

　──そう思っていた矢先に、明日菜のスマートフォンに史也からのメッセージが届いた。

　史也は、明日菜ともう一度、話をしたいと思ってくれているらしい。

（私も話したい！　けれど、大丈夫かしら……）

　震える手で返信をすると、ほどなくして電話の呼び出し音が鳴った。

　ディスプレイに表示されたのは、史也の名前。明日菜の心臓が、ドキリと高鳴る。

（どうしよう……でも、出なきゃ……）

　おそるおそる、明日菜は通話ボタンを押した。

「……もしもし」

「……明日菜か？　ごめん、こんなに夜遅くに……」

「いえ、そんな……」

　電話の向こうの史也は、心配そうな声をしている。

　明日菜を気遣ってかけてきてくれたのだ。

　元気がないのは仕方ないとして、史也の声には誠実に答えたい。

　だから明日菜は、スマートフォンをギュッと握った。

「明日菜、今さらこんな形で連絡して、迷惑だったかな？」

「いいえ、迷惑なんてことはありません！　私も史也さんと話したかったんです」

「そうか……良かった」

　史也はひとまず安心したようだ。

「メール、ありがとうございます。それで……ごめんなさい、私」

　謝ろうとすると、涙が出てくる。

　スマートフォンの向こうで、史也がゴクリと喉を鳴らし、切り出した。

「すまない。メールに書いたけれど、君に伝えたいことがあって電話したんだ」

　声が震えている。どんな内容だろうか。

　明日菜の姿勢が自然と伸びる。

「はい」

「明日菜、ずっと悩んでいたんだね。気がつけなくて本当にごめん」

　覚悟を決めた様子で、史也が謝った。

（史也さん……！）

　ストレートな言葉に、明日菜はなんと言って良いか分からない。

「……」

「これだけは言わせてほしいんだ」

　史也は静かに語りかける。

「僕は君のことを心から愛しているし、絶対に離さないと決めている。だから、営業部でこれからも一緒に頑張ってほしい」

　受話器越しの言葉に感じ入り、明日菜は息を呑む。

（史也さん、本当に、愛しているの？　この、私を……？）

　情緒が揺さぶられて、すぐには言葉が出ない。

　クールな史也が、こんなにまっすぐに愛を伝えてくるだなんて想像していなかった。

　職場では気軽にこんな言葉を口にしない分、彼の強い思いは真実だと思える。

　明日菜は史也の言葉をゆっくりと咀嚼し、深呼吸をして自分の中に取り込んだ。

「……ふふっ……」

　数十秒の後に、明日菜の唇から漏れたのは、笑い声だ。

「……ど、どうしたんだい？」

「いや、なんだか今夜の史也さん、まるで映画の登場人物みたいに真剣で、びっくりしちゃいました」

　明日菜はクスクスと笑った。

　すっかりいつもの明日菜に戻ったことが、史也にも伝わったのだろうか。彼も電話越しでつられて笑う。

「やっぱり、僕らしくなかったかな？」

「ええ。だって史也さん、声が震えています。まるで地球最後の日みたい」

「ふふっ、それは大袈裟すぎないか？」

　二人は笑い合った。久しぶりにリラックスした時間を過ごしている気がする。

「……あの、史也さん」

「うん？」

「ありがとうございます。やっぱり私、営業部で頑張ります」

　明日菜は照れくさそうに言う。

「どういたしまして。なんてことはないさ」

　史也は咳払いをすると、話を続けた。

「それでね……その……」

　そこまで言うと、史也は言葉を切った。

（何かしら？　大切な話？）

　しばしの間、二人の間に沈黙が流れる。

　どうしても伝えなければならない言葉を、決死の覚悟で切り出すかのように、史也は口を開いた。

「もし、あの写真のことを気にしているなら、結婚して、僕と一緒に暮らさないか？」

「……え!?　史也さん、その……結婚って、本気ですか……？」

　明日菜は驚きの声を上げた。

　無理もない。いくら恋人同士とはいえ、展開が急すぎる。交際期間もまだ数ヶ月だ。

（まさか、電話でプロポーズされるなんて！）

　心臓がまるで祭り囃子のように、ドンドンと賑やかに鳴っている。

　明日菜の中で史也の存在は、日に日に大きなものになっていた。彼が自分と結婚したいと思ってくれるなんて、嬉しすぎてどうにかなりそうだ。

「あの空港での写真が問題なのは、僕たちが関係を隠しているからだろう？　結婚してしまえば、誰も何も言えないはずだ。……どうかな？」

　史也の提案は、理にかなっている。

　二人が結婚するのが、一番上手く、事を収める方法かもしれない。

「……たしかに、それはそうですが……」

「僕は新人時代から明るくて仕事に一途な君が好きだった。……君の笑顔を、すぐそばで、この先も見ていたいんだ」

　ゆっくりと、語りかけるように、史也は言った。

（史也さん！　なんてロマンティックな、プロポーズの言葉なの！）

　彼がいるのは電話の向こうなのに、明日菜の頬は真っ赤になる。

「……っ！　あの、その……嬉しいです。私も、史也さんとずっと一緒にいたいと思っていました」

　上ずった声で答えると、史也はほっとした様子だ。

「ありがとう。……詳しくはまた、二人で会ったときに話そうか？」

　穏やかな声が、明日菜の耳に優しく染み入る。

（やだ、どうしよう……待てない。史也さんに、会いたい……！）

　盛り上がってしまった気持ちを、今すぐに会って伝えたかった。

「……あの、史也さん、今夜、今すぐ、会えませんか？　……私のマンションで」

　電話の向こうで、史也が驚いたように息を止めた。

（私、我が儘を言っているかも……）

　思ったよりも自分の声音が艶っぽくて、明日菜はなんだか気恥ずかしくなる。

　だが、史也は明日菜の思いを受け止めてくれたようだ。

「あ、ああ、分かった。今すぐに行くよ」

　史也がいつもの誠実な声で答え、二人は通話を終了したのだった。
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（史也さんからのプロポーズ……夢みたい。もしかして夢？　いや、現実なのよね）

　史也の熱い気持ちを聞いて、明日菜はいてもたってもいられなかった。

　軽く身だしなみを整え、部屋を片づけつつ待つ間も、心はそわそわと浮き立ったままだ。

　一階のエントランスに来客ありとインターフォンが知らせたのは、電話を切ってから数十分後、二十三時を回る頃だった。

「はい。……史也さんですか？　上がってください」

　部屋着のスウェットに薄化粧を施した明日菜は、玄関の扉を開いた。

　こんな時間帯に、こんなラフな格好で史也を迎えるのは初めてだ。

　ドキドキして、上手く言葉が出なくなる。

「こんばんは。夜遅くにごめん。お邪魔するよ」

　玄関に入ると、史也は深々と頭を下げた。こういう律儀なところが、彼らしいなと思う。

　頭を上げて姿勢を正せば、前髪がはらりと一筋、眼鏡の縁にかかる。

（やっぱり、どんなときでも、史也さんは素敵……）

　少しだけ乱れた髪が、明日菜の瞳にはセクシーに映る。

　明日菜は自分の思いを隠すように、スウェットの袖を掴んで目を伏せた。

　愛しい相手に本音を見透かされたら、どうにかなってしまいそうだったから。

「史也さん、私……」

「ん？」

　否応なしに心臓が高鳴っていく。

（きちんと伝えるのよ、自分の気持ちを）

　史也は玄関に直立不動で、言葉を待ってくれている。焦っていたのだろうか。髪の毛は風で乱れて、トレンチコートのボタンも外れている。鞄の他に大きく膨らんだエコバッグを携えていた。来る途中で買い物をしたのかもしれない。

　こんなときでもエコバッグを忘れないところに、史也の真面目さを感じる。

「どうしたんだい？」

　緊迫した声で、史也が聞き返す。明日菜は意を決したという表情で顔を上げ、口を開いた。

「あの、私からも史也さんにきちんと言いたいことがあります」

　明日菜はそこで一度言葉を切ると、今度ははっきりとした口調で言う。

「……私も、史也さんのことが好きです。離ればなれになるなんて嫌。本当はずっとそばにいたいです。だから、その、私からも言わせてください……史也さん、結婚してください！」

　言い終えると、涙が頬を伝った。史也はまっすぐに明日菜を見つめている。

（正直に言えた……！）

　明日菜はほっとした。その途端、史也に腕を掴まれて引き寄せられる。

「史也さん？」

　そしてそのまま抱きしめられた。力強い腕に包まれて、身動きが取れなくなる。

「ありがとう、嬉しいよ。電話では勢いに任せて言ったから、断られたらどうしようかと思っていたんだ」

　耳元で囁かれて、心臓が激しく脈打った。このまま死んでしまうかもしれない。

「よ、良かったです～」

　へなへなと力が抜けて、明日菜は思わず史也にすがりついた。

「明日菜……渡したい物がある」

　耳元に響く声は低く艶を帯びていて、身体の奥深くまで響いた気がした。

　密着したことで彼の鼓動を感じる。それは自分と同じくらいに激しく脈打っていた。

「な、なんでしょうか？　玄関先で大事な話もなんですから、どうぞ部屋の中へ」

　明日菜は史也を奥の部屋に案内した。明日菜の住居は１ＤＫのマンションで、内装は木目調のナチュラルなテイストの家具で統一されている。

　明日菜は史也をダイニングキッチンに置かれたテーブルへ案内して、二人で向かい合わせに座った。

「これだ……今、一緒に見てほしい」

　史也は一旦、身体を離すと、おもむろにエコバッグを掲げて中から雑誌を取り出した。

　──それは、三冊の分厚い結婚情報誌だった。

「えっ、史也さん、これは？」

「すまない。君と付き合い始めの頃から、結婚を妄想して買っていたんだ。気が早すぎて、笑えるだろう？」

　眼鏡の位置を指で直しながら、史也は顔を伏せた。照れているのだ。

「そんなわけないじゃないですか！　あのっ、すごく嬉しいです……！」

　喜びで胸がいっぱいになり、明日菜は史也の胸に飛び込んだ。彼も同じように強く抱きしめてくれる。

　一人で結婚情報誌を読み妄想している史也を想像すると、なんだか感動してしまう。

（ああもう……！　幸せすぎるよぉ！）

　史也は優しく微笑むと、目尻に溜まった明日菜の涙を指で拭った。

「これからは社内の誰にも文句は言わせない。君に誓うよ……幸せにするって」

　史也の表情は真剣そのもので、明日菜の心臓は大きく跳ねる。

「……はい！」

　明日菜は史也を見上げ、大きく頷いた。

　そして手元の結婚情報誌を見つめると、付箋がたくさん付いていることに気づく。

「あれ、この結婚情報誌、付箋がついてますね」

「君に似合いそうなドレス、式場なんかを、勝手に思い描いてチェックしていた。……気が早すぎたかな？」

「いえいえ、とんでもないですよ。……むしろ感激です！」

　まだ頬には涙の跡が残る明日菜だが、表情は明るかった。

　ぱらぱらとページをめくってみる。色とりどりの付箋や折り目がついた見開きには、様々な結婚式場の写真が掲載されていた。

　純白のドレスを着た花嫁が、ブーケを手に微笑んでいる。

「わぁ～！　綺麗ですね～！」

「ああ、綺麗だ。こういう可愛らしいデザインは、君に似合うだろうな」

「もうっ！　史也さんもかっこいいタキシードを着てくださいね？　二人でどんな式にするか相談しましょう！」

「そうだな、そうしよう。時間はたくさんあるんだ」

　そうして、二人は微笑み合う。

「……あの、史也さん、キスしてくれませんか？　その……誓いのキスです」

　明日菜は立ち上がり、向かいに座る史也におねだりをする。

　史也は一瞬目を見開いた後、すぐに微笑んだ。

「ああ。もちろんだよ、明日菜」

　そっと立ち上がり、明日菜の肩にそっと手を置いて身をかがめる。

　そして明日菜の唇をそっと自らの唇で塞いだ。

（結婚式って、こんな感じなのかな）

　プロポーズを受けた後の口づけということで、感動もひとしおだ。

　柔らかい感触が心地よくて、心が満たされていく気がした。

「奥の部屋……いきませんか？」

　明日菜は甘えるような声で言うと、史也の手を引く。

　奥の部屋というのは、明日菜の小さな寝室のことだ。

「明日菜……いいのかい？」

「ええ。……キスの先を、してください」

　決意を込めた明日菜の声を聞いて、史也は彼女の手を優しく握り返す。

　そのまま二人は寄り添って、明日菜の寝室へ向かったのだった。
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　寝室に入ると、明日菜はベッドの上に座った。そして両手を広げて言う。

「来てください、史也さん」

　史也はベッドに上がると、明日菜を優しく押し倒した。そして眼鏡を取り、そっと脇に置く。金属フレームで明日菜を傷つけないように、気遣ってくれているみたいだ。

　それから明日菜に向き直ると、改めてキスをする。今度は唇だけではなく、首筋や鎖骨にも──。

「君を見ていると、どこもかしこも口づけたくなるよ。あまりにも愛しいから……」

「ふふっ、くすぐったいです」

　明日菜は笑いながら身を捩る。史也は構わず愛撫を続けた。

　スウェットを脱がせると、すべすべとした白い肌が現れる。下着姿になった明日菜を見て、史也はゴクリと喉を鳴らした。

（史也さんに……見られている！）

　明日菜は自分の身体に視線を這わせる。ワイヤーなしのブラジャーに包まれた果実のような胸、薄い生地のショーツからは、素足が伸びている。

「あんっ、あんまり見ないでください」

　恥ずかしくなって、手で胸元と股間を隠す。

「どうして？　こんなに美しいのに」

　史也は彼女の手を取って、そのままシーツに縫い止めた。

「でも、少し刺激が強すぎるというか……み、見えすぎてしまいます」

「そんなことはないよ。とても綺麗だ。そして、とても色っぽい」

　史也は明日菜の首筋にキスをし、耳を舐めた。そして手で胸を揉みほぐしていく。

　餅のように柔らかい明日菜の胸は、ブラジャー越しでも史也の手に馴染んだ。

　いつも明るく笑顔が眩しい明日菜だが、今は夜だけ咲く花のような色香を放っていた。

　職場とは異なる魅力が、史也の心を強く昂ぶらせていく。

「ああっ、だめっ……そんなに強くしたら」

　明日菜は身体を反らし、甘い声で鳴いた。史也は乳房の感触をじっくり楽しみながら、徐々に手の動きを早めていく。そして明日菜の反応を確かめつつ、ブラジャーの下に手を滑らせた。

　乳房の柔らかさと緊張で固くなった乳輪を、そっと撫で回す。

「ふぁ、んぅっ……！　そ、そこはぁ」

「明日菜、もっとよく見せてくれ」

　史也は明日菜のブラジャーに手をかけて脱がせる。

　露わになった乳房は白く、先端にある桃色の突起はピンと立って、史也を誘っていた。

（やだっ、恥ずかしい）

　史也は親指と人差し指で乳首を摘む。

「ぁっ、や、やぁっ……！」

　不意に敏感な部分へ触れられて、明日菜はひときわ、大きな声で喘いだ。

「素直になりなさい。ココが君の性感帯だろう？」

　史也は意地悪な笑みを浮かべて、さらに強く引っ張る。

「そ、そうですけど……ああんっ！　む、胸はっ……弱いんですっ！」

　明日菜は身体を小刻みに震わせながら悶えた。

　気を良くした史也は、彼女のショーツの中に手を入れる。

　そこはすでに大洪水になっており、張りついた布地から淫らな肉丘が透けていた。

「うん、だよね。ああ……こっちも、もう、びしょ濡れじゃないか」

「はい……だって、史也さんのことっ、ずっと待っていたから」

　明日菜は涙目で訴えるように言った。

「すまない。焦らしているつもりはなかったんだが……どうしてほしい？」

　史也の問いに、明日菜はためらいがちに口を開く。

「あ、あの……胸を舐めて、下も弄ってください……」

　恥ずかしそうにおねだりをする明日菜の姿に、史也も興奮してきたようだ。

「分かった……たくさん可愛がってあげようね」

　史也は明日菜の乳首を口に含む。舌先で転がすように舐め、もう片方の乳房は手で揉む。

　時々歯を立てて甘噛みをされれば、そのたびに明日菜の身体はベッドで跳ねた。

「あっ、そんなっ、どっちもだなんて……やっ、耐えられませんっ」

　明日菜は甘い吐息をこぼしながら、腰を揺らす。

「でも、これが君の望んだことだろう？」

　史也は意地悪っぽく笑うと、明日菜を追い込むように責め立てる。

「はい、そうですっ……はぁっ、んっ、気持ちいいですっ。史也さん……好きぃっ！」

「僕もだよ、明日菜」

　史也は明日菜のショーツを脱がせ、秘所に指を入れた。

　中は熱く潤っていて、史也の指を締めつける。ゆっくりと抜き差しを繰り返しながら、明日菜の反応が特に良い部分を探し当て、そこを中心に刺激を与えた。

　さらに親指で花芯を撫でれば、明日菜は大きく目を見開く。

「ああっ！　そんなっ……両方されたらぁ！」

　胸を吸われ、もう片方の乳首も指で摘まれながら、秘所も愛撫されているのだ。

　性感帯を同時に責められる快感に、明日菜は身悶えている。

（ああっ、気持ちよすぎる！）

　史也は夢中で明日菜の史也は夢中で明日菜の胸をしゃぶり、秘所を快感で翻弄し続けた。

（史也さんの舌、熱くてぬるぬるしてる……！）

　明日菜は史也の肩を掴み、内にこもる熱を逃がそうとしたが、無駄だった。

　絶頂が近いことを悟ると、史也は動きをさらに早める。

「明日菜、身体がビクビクしてる……もうイキそう？」

　史也の問いかけに、明日菜はコクコクと頷いた。

　全身からぶわっと汗が噴き出して、意識が飛びそうだ。

「ぁあっ、イクッ……イッちゃいますっ！」

　あられもなく宣言しながら、明日菜は身体を大きく跳ねさせて達した。

　膣壁が震え、史也の指を名残惜しそうに何度も締めつける。秘所からこぼれ落ちた愛蜜が彼の指を、シーツを、淫らに濡らすが、明日菜にそれを構っている余裕はない。

「すごい乱れっぷりだね、明日菜。……次は、二人で気持ちよくなろうか？」

　はぁはぁと肩で息をする明日菜に、史也は囁きかける。

「はい……私も、史也さんと一つになりたいです」

　明日菜はうっとりとした表情で答えた。

　史也は明日菜の両膝に手をかけ、大きく左右に割り開く。花弁を指でくすぐると、真っ赤な秘裂からとろりと愛液が溢れてきた。そこは物欲しげにヒクついており、彼女の興奮を物語っている。

「分かった。……挿れるよ」

　史也は心の中で叫ぶと、スラックスを脱ぎ捨てて自らのモノを取り出した。肉茎は限界まで膨張しており、血管が浮き出て、桃色の亀頭の先端からは先走り液が出ている。

　史也は避妊具を装着し、明日菜の上に覆いかぶさった。

「明日菜、いくね」

　だが、そこで明日菜は史也の両腕を抑え、抵抗する。

「……史也さん、今日は私が上になってもいいですか？　騎乗位でつながりたい気分なんです」

　潤んだ瞳で、明日菜は願いを口にした。

「騎乗位って……できるのか？　初めてだろう？」

　史也は心配そうに尋ねた。

「たぶん、大丈夫だと思います」

　明日菜は起き上がり、自ら腰を動かして、剛直を秘裂に沿わせた。だが、そこから先がなかなか進まない。いつもと違う体勢で、肉茎をあてがう位置がずれてしまっているのだ。

「ん、んっ……ごめんなさい、やっぱり上手くできないかも」

「大丈夫だよ、明日菜。僕が手伝うから……ほら、このまま腰を下ろして」

　史也は彼女の腰を掴むと、自分のモノを明日菜の割れ目に押し当てた。

　そのままゆっくりと剛直を突き上げ、奥まで貫いていく──。

「っ、……んんっ、ああっ」

　突然の出来事に驚き、明日菜は目を見開き声を上げた。

「悪い、痛かったか？」

　史也は慌てて動きを止めるが、明日菜はすぐに首を横に振って否定した。そして恥ずかしそうに顔を背けると、小さな声で呟く。

「いえ……大丈夫です。気持ちが良すぎて、びっくりしただけですから」

　頬がカァッと赤くなる。

　だが史也は、明日菜の反応を可愛いと思ってくれたようだ。

　深い安堵の溜め息を吐くと、明日菜はゆっくり、上下に腰を揺らし始めた。

「明日菜、最高だよ。君の腰が淫らに動いて……僕から絞り取ろうとしてる」

「やんっ、そんなこと……言わないでください」

　意地悪な言葉に赤面するが、身体はむしろ、昂ぶっていく。

「あっ、んんっ……ああっ！」

　初めはぎこちなかった動きがだんだんと滑らかになり、次第に激しさを増していく。

　結合部から溢れる蜜のおかげで痛みはない。むしろ突かれるたびに快感の波が押し寄せてくる。

「……んんっ、ふぅう……ああっ！　ふ、史也さんっ……！　好きです、大好きぃっ！」

　呂律の回らないまま、明日菜は愛の言葉を叫ぶ。

　史也は明日菜の腰を掴み、追い込むように規則的に動いた。

「明日菜っ、ぁあっ、僕もだっ……愛してるっ！」

　余裕のない表情で、史也も思いを告げる。

　二人の動きはさらに加速していき、明日菜の小さなベッドはギシギシと軋んだ。

　パンッパンッという肉同士がぶつかり合う淫らな音が、明日菜の部屋に響く。

「ああっ！　あん、そこぉ……だめぇ！」

　明日菜は激しいピストンに喘ぎながらも史也への好意を忘れず、自らも腰を動かして彼のモノを刺激してきた。

「明日菜……ありがとう。今、すごく……考えられないくらいに気持ちがいいよ……！」

　膣内の締めつけが強くなったことで、さらに快感が増したのだ。今にも射精しそうな感覚に、史也も酔いしれる。

「史也さんっ、出して……いっぱい、出してくださいっ！」

　明日菜は脚を史也の腰に絡め、結合をより深くした。

「ああ……僕も……君の中が気持ちよすぎて、耐えられない。イクよ……！」

　史也は明日菜の最深部まで己の肉茎を突き立て、避妊具越しに白濁を放つ。

「ああっ、私もっ、もう、無理ですっ……！」

　ドクドクッと脈打つ熱い奔流の刺激で、明日菜も達してしまった。

　しとどに愛蜜を溢れさせた蜜壺が、絶頂の反射で肉茎を締めつける。

　じっとりと汗が浮かんだ身体は、脱力して深くベッドに沈む。

　明日菜はそのまま肩で大きく息を吸い、呼吸が整うのを待った。

「ああ、明日菜。何度でも言う──愛してる」

　史也は明日菜を見上げて、愛おしそうに手を伸ばした。

「私もですよ、史也さん」

　史也の手を取り、そっと頬ずりすると、明日菜は仰向けになった彼の胸に顔を寄せる。

　温かい胸の奥からは、規則的な鼓動が聞こえてきた。

　少し脈が速いことから、彼もまたこの逢瀬にときめいていたのだと分かる。

（ああ、幸せ……このまま死んでもいいくらい）

　心地良い疲労感の中、明日菜はそんなことを考えた。

　だが、史也はまだ満足しなかったようだ。

「明日菜、今夜はまだ、君を離したくない」

　熱く明日菜を抱きしめながら、史也は身体を起こす。

　明日菜の両手をベッドに縫い止めるように押さえつけ、上から見下ろすような体勢になる。

「史也さん……？」

　少し戸惑った表情で見上げた明日菜に、史也は笑いかけた。

「今度は、僕がリードさせてくれ。君の表情を、近くでよく見たいから……」

　眼鏡を取った素顔の彼に、明日菜はドキリとする。眼鏡があるのとないのとでは、印象がガラリと変わるのだ。

（私しか知らない、素の史也さん……！）

　明日菜は嬉しくなって、コクンと頷いた。

「はい……お願いします」

　期待に胸を膨らませて、明日菜は頷いた。

　この夜、二人の間のわだかまりは解け、心の距離も完全にゼロとなったのである。
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「……というわけで、トドロキスターの新規契約は順調に伸びています。メイン担当者の加原明日菜さん、一言お願いします」

　三ヶ月後の定例部会。静まりかえる大会議室で、史也は部のメンバーを前に言った。

　スクリーンに映し出されたプレゼン資料を背後に、明日菜は姿勢を正して立つ。

「はい。新システムということで、当初は尻込みするお客様も多かったですが、費用面やセキュリティ面でのメリットをしっかりと説明し、契約獲得につなげられました。特に、長期的な視点で費用が安くなる点を強調した方針が良かったようです。コスト面を重視するお客様にもしっかりと受け入れていただけました。今後もこの調子で頑張ります」

　自分自身が頑張った点をしっかりと言葉にすると、明日菜は一礼し、一歩下がった。

　続いて史也がマイクを取る。

「ありがとうございます。トドロキスターは私もサポートとして入っている案件です。主に開発部との調整役ですが、営業成績が伸びてきたので、今後は他の皆さんのご協力も得て、本格展開をしたいと思います。よろしくお願いします」

　明日菜をフォローするように、史也は営業部メンバー一人一人を見回しながら言った。

　真剣な表情に、部のメンバーたちも頷いている。

　明日菜を悩ませたトドロキスターだったが、既存顧客への地道な営業でしっかりと数字が伸びていた。

　──と、そこへ、一人の男性が立ち上がる。眼鏡をかけ上等なスーツを着た恰幅の良い五十代男性であった。

「すまない。発表を聞かせていただいて、私からも一言、申し上げたいんだが」

　スタスタと歩いてスクリーンの前にやってきたのは、なんと──史也と明日菜が勤める会社の代表取締役、つまり社長である。

「轟とどろき社長！　どうしてここに？」

　轟は複数部署の合同部会などには出てくるが、営業部単独の定例部会に出る機会はそう多くない。

（な、何かあったのかしら）

　大会議室のスクリーンの前に立ったまま、明日菜は不安になった。驚き直立不動になっている史也から、轟はそっとマイクを受け取る。温厚で学校の校長先生のような風貌の轟は、にこにこしつつ話し始めた。

「今、黒岩くんと加原さんから報告のあったトドロキスターについて申し上げたい。ご報告の通り、当初は未知数だった本システムだが、その後の評判はうなぎ登りで、これまで取り引きのなかった企業からも問い合わせが殺到している。トドロキテックの新しい柱になりそうな勢いだ。今後とも頑張ってほしい」

　社長直々の激励に、明日菜は身の引き締まる思いだ。

　隣に立つ史也も、じっと轟の言葉に聞き入っている。

「黒岩史也くん、君は私の後継者だ。これからも期待している」

　轟は力強い言葉をかけ、史也の目を見て頷いた。

（後継者……って、史也さんが？）

　思いもよらぬ轟の言葉に、明日菜は目を瞬かせた。だが、この場でそれを深く聞くわけにはいかない。

　大会議室を見回すと、若手を中心に、驚いた表情をしている社員が数人いた。明日菜も後ほど、誰かに確認しなければならないだろう。

　全体の反応としては好意的で、大会議室に集まった営業部のメンバーたちは、揃って大きな拍手を送る。

　──ともかく、こうして明日菜と史也は上層部も含め、社内から賞賛されたのだった。
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「というわけで、トドロキスタープロジェクトは大成功を収めた。君のおかけだよ。ありがとう」

　その日の夜、明日菜は史也のマンションを訪問した。

　仕事帰りにデパートの地下で買った惣菜をダイニングテーブルに並べ、テレビが見やすいよう、二人が横並びで座る。夜のニュースを眺めながら乾杯というわけだ。

「いえいえ、史也さんのお力添えがあったからこその成果です。お疲れ様でした……乾杯！　私も引き続き、頑張りますね」

　グラスに移した缶ビールを、明日菜は元気よく掲げた。

「ああ、乾杯！　君の活躍にも、感謝と期待を込めて！」

　昼間は数字とにらめっこで難しい顔をしている史也だが、今はにこにこと笑っている。

「……ところで、史也さん。轟社長が、史也さんのことを後継者だと仰っていましたが、どういうことなのでしょうか？」

　ビールを一口、呑んだ後、明日菜は姿勢を正して尋ねる。

　社長が言っていた〝後継者〟との言葉を、明日菜は気にしていた。

「ああ、黙っていてすまない。実は僕は轟社長の姉の子どもなんだ。つまり轟社長から見ると僕は甥というわけだ。僕の母は結婚して黒岩姓になったから名字が違うけれど、僕もれっきとした轟一族なんだよ」

　明日菜を動揺させないよう、史也はゆっくりと明日菜に語りかけた。

「えっ……えええっ？」

「轟社長と僕、よく見ると似ているだろう？　目元とか」

　言いながら、史也は眼鏡を指で上げて、ニヤリと笑った。

「あっ。たしかに」

　眼鏡をかけた史也の目元は、たしかに轟の面影があった。

「すみません。私、全く知らなくて……史也さん、すごい方なんですね」

　明日菜は尊敬の念を込めて頷く。

「ごめん。後継者の件は本決まりではなかったんだ。僕の勤務態度によっては撤回もあったし、選ばれなければ、僕は一生、普通の社員として過ごすか、転職するしかない。……背景が重いかなと思って、言えなかった。後継者の件は社内でも一部の情報通しか知らない。おそらくだが、大滝さんが僕に執着していたのは、恋愛感情よりも打算が大きかったと思う。彼女は上昇志向が強いから」

「そうなんですか……」

　大滝律子の執念深さを思うと、その理由も納得だ。

「しかし、営業のエースだったことを思うと、もったいないな。……もちろん、本人が選んだキャリアで、しっかり花開いてほしいが」

　律子は開発部への異動を願い出て、希望が通り営業部を離れた。理系の知識を活かして開発の仕事をしたいというのが表向きの理由だが、実際は史也と明日菜へのストーキング行為を悔いての異動希望らしい。

　開発部は〝社内チャレンジ制度〟による他部署からの異動を歓迎しており、律子の希望と部の思惑が一致したというわけだ。

　営業部での最後の日、律子は人のいない給湯室で、明日菜に頭を下げた。

　──私の嫉妬から、あなたを困らせてごめんなさい。

　小さなお菓子の包みとともに謝る姿を目の当たりにし、明日菜は律子を許した。

　彼女の行動は史也への思いゆえのものだ。

　空港でのキス未遂を目撃された負い目もあるため、お互い様だということにしたのだ。

　何より明日菜としては、律子の監視がなくなることに、ほっとした。

「はい……そうですね」

　明日菜としては、史也と順調に愛を育んでいければ、それだけで幸せである。

「大滝さんとのことがあって確信した。僕は君がいないと、駄目なんだよ」

　史也は恥ずかしそうに言う。

「私が？　……どうしてですか？」

　自分にそこまでの価値があるとは思えず、明日菜は目を見開いた。

「だって君は、僕を変えられる唯一の女性だから」

　史也の言葉に、明日菜はドキッとする。

「ど、どういう意味でしょう？」

　史也は恥ずかしそうに頭を掻くと、少し口ごもりながら言った。

「ほら、僕って職場では〝鬼上司〟と呼ばれているだろう？　いつの間にかそのイメージを自分でも背負い始めて、いつも厳しく真面目に、って意識してしまっていた」

「ああ……すみません、それは私たち営業部のメンバーもいけないですよね。史也さんってすごく部下思いなのに〝鬼上司〟は言い過ぎかもしれません」

　相づちを打ちながら、明日菜は同調した。

「いや、他人は自分の鏡。僕は〝鬼上司〟と思われたくないのに、あえて〝鬼上司〟を演じるようになっていた。……そんな僕の前に現れたのが明日菜、君だ。明るく素直な君を見ていると、取り繕わない方がいいんじゃないかって思えて。君の前では、素直な自分でいたいって……プロポーズした夜も、そう思ったら勇気が出た。……そもそも出会いのときだって、実は一目惚れだった。……君の天真爛漫さに」

　まっすぐに明日菜の瞳を見つめ、切々と史也は語った。

「史也さん……本当ですか？」

　ストレートな告白に、明日菜は驚きを隠せない。

（史也さん……そんな熱い告白をされたら、ますます好きになっちゃうじゃないですか……！）

　嬉しさで舞い上がる明日菜に、史也は言葉を続ける。

「ああ、本当だ。そして一目惚れした日から、思いは強まり続けている」

　明日菜は史也の手を取った。

「……同じです！　私も史也さんが気になり始めたのは、入社してすぐの頃。仕事には厳しいけれど、誠実で情熱的で……だから、ほぼ一目惚れだったんですよ！」

　明日菜の顔は真っ赤になっていた。鼓動も高鳴っている。史也は明日菜の手を握り返すと、力を込めて引き寄せる。

（えっ、こ、これって……）

　史也が何をしようとしているのか察した明日菜は、少し身構える。

「ありがとう。僕の気持ちを受け止めてくれて」

　明日菜の耳元で囁くと、頬に、ちゅ、と軽く口づけた。

「きゃっ、史也さんったら……！」

　明日菜はポッと頬を染め、史也のシャツの袖を握った。

「すまない。急にキスしたりして……そうだ、陶芸体験で作った皿を、先日ようやく、教室で受け取ってきたんだ。最近慌ただしくて、だいぶ時間が経ってしまったね。一緒に見ようか？」

　性急な愛情表現を、史也は照れているらしい。居住まいを正して、明日菜に問いかける。

「……はい。完成したんですね、楽しみです！」

　明日菜も姿勢を良くして、元気に返事をした。

　史也は奥の部屋からダンボール箱を持ってきて、新聞紙に包まれた皿を二つ取り出す。そして片方を明日菜に手渡し、もう片方を自ら手に持った。

　明日菜は包みの新聞紙をゆっくりと外す。

「わあ……！」

　明日菜は自分の作品を眺め感嘆の声を上げた。織部と呼ばれる濃い緑色の釉薬で仕上げられた皿は、艶々としてまるで高級食器のようだ。

（すごい！　素敵！）

　皿自体の質感も非常に良い。綺麗な曲線を描いているし、縁の立ち上がり具合も絶妙だ。特に内側の滑らかな仕上がりに感動してしまう。

（これが私の作品……）

　思わずうっとりと見惚れた。

　よくよく見れば形はやや不格好だが、それもまた味わい深いものだ。

「いい出来だろう？」

　史也も得意げな表情をしている。彼の皿は明日菜と同じ色合いで、形は左右対称に整っていた。陶芸にも性格が表れるのだろうか。几帳面な彼らしくて微笑ましい。

「はい、ありがとうございます！　史也さんの教え方が上手だったので、こんなにも素敵なお皿ができました」

　明日菜は感謝を込めて頭を下げた。

「いやいや、明日菜が頑張った成果だよ。もし良かったら、二人の新生活で使わないか？　結婚式の準備もしつつ、新居も探して、準備が整ったら一緒に暮らそう」

　史也は明日菜の手を取り、優しく微笑んだ。

「はい、もちろんです！　私、すっごく嬉しいです！」

　明日菜は笑みを浮かべた。これから始まる新生活を思うと胸が高鳴る。

（史也さんとずっと一緒にいられるんだ）

　彼との生活を想像するだけで、幸せな気持ちに包まれたのだった。
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　結婚式を挙げたのは、秋空が広がる晴天の日。二人は高い天井とステンドグラスが印象的なチャペルで永遠の愛を誓い、赤やピンクの薔薇のフラワーシャワーをくぐって外へと出てきた。

「おーい史也、そして加原さん。こっちを向いて、笑って」

　行成が一眼レフカメラを向ける。

　チャペルの白い階段に、婚礼衣装を纏った二人が並ぶ。明日菜はふわりと裾の広がったウエディングドレスにティアラとベールを着用し、髪は下ろして一部を編み込みにしたナチュラルなスタイルだ。史也はピシッとしたタキシードを着こなしつつ、トレードマークの眼鏡は忘れない。

　二人は今、人生で一番輝いていた。

「史也さん、……幸せ？」

　隣に立つ史也を見上げ、明日菜は尋ねた。

「ああ。僕は今、世界一幸せな男だ」

　史也も満面の笑みで応える。

「そう？　良かったです」

　明日菜は嬉しそうに言う。

「あなたが世界一幸せなら、私は宇宙一幸せな女です」

　その言葉に、史也は少し面食らったようだ。頬がほんのり赤い。

「なるほど。それなら僕たちは二人三脚で、宇宙一の幸せを築いていこう」

　その答えに満足して、明日菜はふわりと微笑んだ。

「はい。ずっと一緒にいましょうね？」

「そうだね。……永遠に」

　二人は見つめ合う。

「あー、史也と加原さん。イチャイチャするのは後にして。営業部のみんなと写真を撮ろうぜ！」

　おどけた表情で行成が言った。史也と明日菜は慌てて向き直る。

「はい。お願いします」

　史也が答える。

「じゃあみんな並んで。加原さんは真ん中ね」

　こうして、写真撮影は始まった。

「では撮ります。はい、チーズ」

　パシャリ、とシャッター音が響いた。

　みんな満面の笑顔だ。

「あ、史也さん、眼鏡がずれています」

　明日菜が夫の仕草に気づき、そっと手で眼鏡の位置を直した。

「おおっと……危なかったな。ありがとう、明日菜」

「ヒューヒュー！　史也、加原さんが細かいところまで気づくタイプで良かったな」

　行成がカメラの設定を直しながら言った。周囲のメンバーも、行成に追随するように和やかに笑った。

「ああ、明日菜は僕にとって最高の妻だよ」

　史也はそっと明日菜の肩を抱く。

「……ええ。私にとっても最高の夫です」

　明日菜は愛する夫を見上げ、深く頷いた。

「いいね。じゃあ次は……史也、加原さんをお姫様抱っこして！」

　カメラの設定を調整しながら、行成がとんでもないことを言った。

「ええっ？　それはさすがに……」

　戸惑う明日菜だったが、史也はふわりと抱き上げる。ドレスの裾が、秋の風に吹かれて広がった。

「きゃっ！」

　明日菜は小さな悲鳴を上げる。

「おおっ、すごいぞー、史也！」

　職場の面々がやんやの喝采を送る。

「さあ、二枚目の写真も、いい笑顔で頼むよ」

　行成が合図する。

　明日菜は慌てて史也の首に手を回すと、カメラのレンズへ笑顔を向けた。

「明日菜、とびっきりの思い出を作ろう」

　言いながら、史也は明日菜にそっと口づけた。

（史也さん？　大胆すぎますって！）

　突然のキスに、明日菜は内心驚きながらも、瞳を閉じてされるがままになっていた。

　パシャッ、という音がふたたび響く。

　まぶたを上げて、明日菜は史也を見る。

「史也さん、今度は私の番ですよ！」

　そう言いながら、お返しとばかりに彼の顔を引き寄せ、明日菜から唇を重ねた。

　周囲が歓声を上げる中、二人は何度も何度もキスを交わす。

　パシャッ、パシャッ──。行成は劇的な瞬間を狙って、シャッターを切っていく。

（ああ、私たち夫婦は今、宇宙で一番、幸せね）

　晴天の下、たくさんの祝福に囲まれて、明日菜は心からの幸せを噛みしめるのだった──。





おわり









あとがき








　濃蜜ラブルージュ読者の皆様、こんにちは。

　さて、こちらでの三作目となる今作のヒーローは、敬語キャラの眼鏡上司。

　個人的に、ものすごく萌える設定です！

　システム開発会社の営業として働く明日菜は、職場で〝鬼上司〟と呼ばれるクールな史也に片思いをしています。

　職場のクリスマスパーティーの夜、司会として奮闘した明日菜をねぎらうために、史也が声をかけてきて……。

　上司と部下の関係だった二人は、この夜に急接近！

　明日菜のコンプレックスは、文系学部出身のため基礎理論などの知識が少ないこと。史也はそんな明日菜を、仕事は知識が全てではないとしてサポートします。

　しかし明日菜の前に立ち塞がったのは、知識を武器に仕事に邁進する理系のバリキャリ・律子で……。

　明日菜はどのように困難を乗り越え、二人の幸せを掴むのでしょうか。

　素敵な表紙イラストを描いてくださったのは、かがり先生です。

　おそらくこの素晴らしい表紙イラストを見て、今作を手に取ってくださった読者様も多いのではないのでしょうか？

　シャツをはだけた史也と全裸の明日菜というシチュエーション、最高です……！

　ちょっと恥ずかしそうに胸元を隠す可愛らしい明日菜と、グイグイ攻める史也の組み合わせは、見るたびにときめきますね！

　もともとは作中のシーンとして描いていただいたイラストですが、拝見したラフに感動し、こちらに合うＲシーンを、新たにプロローグとして書き下ろしました。

　かがり先生、お力添えをいただきまして、本当に本当にありがとうございます！

　毎回大変お世話になり、今作でも的確なご指導で執筆を支えてくださった編集者様。いつも作品に深く切り込んだコメントをありがとうございます。読み返してハッとした場面がいくつもありました。本作は編集者様のアドバイスなしには完成しなかった作品です。

　その他、今作にご尽力いただきました全ての方々に、感謝を申し上げます。






二〇二四年六月　冬ふゆ島しま六りっ花か
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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